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天才パイロットと急接近




　五色の明かりが滑かっ走そう路ろを彩る、夜の羽はね田だ空くう港こう。多くの飛行機が並んだ駐機場の一角で、私は額や首筋から汗を伝わせながら、機体の外側をくまなく点検していた。

　羽田発、シドニー行きの便。その巨大なエンジンを、目を皿のようにして覗き込む。

　与えられた時間は二時間弱。その間に、機体に傷がないか、オイル漏れはないか、小石や鳥に衝突した形跡がないか、タイヤの減り具合はどうか……ありとあらゆる項目を点検する。エンジンのファンブレード一枚一枚の、どんな小さな傷も見逃すことは許されない。すべては、安全に飛行機を飛ばすためだ。

　その他、コックピットの計器類、客室のシートや照明の交換など、機体内部の整備も私たち整備士の仕事。

　定刻までにそれらを終わらせるのは、なかなかハードな作業だ。

「うん……大丈夫」

　今回は手間のかかる部品の交換や修理の必要はなかったため、時間に余裕を残して点検を終える。一緒に作業にあたっていた上司が書類に必要事項を記入していたその時、コックピットに繋がるタラップからひとりのパイロットが下りてきた。

　彼は機長と共にこの便を担当する副操縦士――そして、私の契約上の旦那様だ。

　書類の記入、そして責任者のサインまで終えた上司が彼と入れ替わりのようにコックピットに向かって行くのを見送ると、彼とふたりきりになる。

　なるべく意識しないように、つとめて普通に話しかけた。

「外部点検ですか？」

　出発前に機体のチェックをするのは整備士だけでなく、パイロットも自分の目で機体を外側からひと回り点検する。彼はそのために下りてきたのだと思ったのだ。

「いや、それはもう終わってる」

「じゃあどうして外に――」

　再度尋ねようとしたら、ぐっと腕を引かれてエンジンの裏側に連れ込まれる。戸惑って見上げたと同時に、身を屈めた彼が素早く口づけを落とした。

「なっ！　こんな所でなにして……っ！」

　カッと全身が熱くなり、思わず彼から距離を取る。しかし当の本人は涼しい顔をしてくるりと私に背を向け、微かすかにこちらを振り返って笑った。

「これからしばらくすれ違いの生活だから、俺を補給させてやったんだ。寂しくなったら今のキスを思い出せ。じゃあな、行ってくる」

　いつもながら、なんて勝手で強引な人だろう。ドキドキ胸を高鳴らせる私とは対照的に、彼は飄ひょう々ひょうとタラップを上ってコックピットへ戻っていく。

　有能なパイロットであることを自負し、傲ごう慢まんなくらいに自信たっぷりな天才副操縦士。そんな彼が、この日の乗務を境に飛行機に乗れなくなるなんて、この時の私は知る由よしもなかった。




＊　＊　＊




　例年より少し早く梅雨明けし、本格的に暑くなってきた七月中旬。

　航空整備士である私、涼すず野の光ひか里りは仕事の後、羽田空港近くのワインバーで職場の仲間とお酒を飲んでいた。

「じゃ、今日もお疲れ様。乾杯～」

「かんぱーい」

　ゆったりとソファで寛くつろげる四人掛けの席で、軽くグラスを合わせる。一日労働して疲れた体にご褒ほう美びを与えるように、スパークリングワインを喉に流し込んだ。

　私たちの職場は、国内最大手の航空会社『スカイイーストホールディングス』の子会社である、『スカイイーストエンジニアリング』の運うん航こう整せい備び部ぶ。

　担当は国内線のライン整備で、羽田に到着した飛行機を、次の出発までに点検、修復する仕事だ。限られた時間の中で不具合を解消し、安全に飛行機を飛ばすのが基本業務。ただし、少しでも危険があると判断すれば、次便を就航不可とすることもある。

　そうなると搭乗客はもちろん、空港内で働くあらゆる人々に迷惑をかけることになるけれど、お客様だけでなく、パイロットやＣＡといったクルーすべての命を預かる仕事なので、妥協するわけにはいかない。

　というわけで、毎日が緊張感との戦いだけれど、今日はたまの息抜き。数日前に一等航空整備士の学科試験を受験してきた私のお疲れ様会も兼ねて、親しい先輩と上司三人が飲み会に誘ってくれたのだ。

　彼らは全員男性で酒しゅ豪ごうぞろい。乾杯のひと口でグラスを空にした彼らは、すぐさまボトルの赤ワインを追加注文して、テーブルに並んだチーズやソーセージをつまんだ。

「あんまりガツガツしないでくださいよ、恥ずかしい」

　向かい側に座るふたつ年上の先輩、石いし狩かりさんのすさまじい食べっぷりに、私は思わず眉をひそめた。メインの料理も注文してあるのに、到着するのが待てないようだ。

「腹減ってるんだからしょうがないだろ。早くしないと涼野の分なくなるぞ」

「いえ、別に自分の取り分の心配をしているわけではないです」

「あ、そ。じゃ遠慮しなくていいな」

　冷たく返しても意に介さずに食べ進める石狩さん。トレードマークはサイドに軽く流したリーゼントヘアと細い眉で、高校時代はいわゆるヤンキーだったそう。元々のバイク好きが高じて、もっと巨大な乗り物を整備してみたいと思うようになり、航空整備士を志望。

　同時にヤンキーも卒業し、今では社内で一位二位を争う勉強家。口調や動作は粗そ野やだけれど仕事は懇こん切せつ丁てい寧ねいなので、整備士としては尊敬している。

「涼野さん、石狩に取られる前にどうぞ」

　石狩さんの隣に座る色白で細ほそ面おもての先輩、信濃しなのさんが、料理を少量ずつ取り分けた皿を差し出してくれた。前髪をセンターで分けたサラサラとした黒髪、いつも柔にゅう和わな笑顔でいるのが印象的な彼は、石狩さんと同期かつよき相棒でもある。

「あっ、ありがとうございます信濃さん」

「いいえ。涼野さんは我らのお姫様ですから、なんなりとお申し付けください」

「あはは。いつも言ってますけど、私は姫ってガラじゃないですって」

　からっと笑って、ソーセージにかぶりつく。すると隣に座っている上司の最も上がみさんが私の頭にポンと手を乗せ、肩下まであるストレートの髪をわしゃわしゃと散らした。

「わっ、ちょっと……！」

「それでも俺たちにとっちゃ大事なお姫さんなんだよ。黙ってかわいがられとけ」

　最上さんはそう言って、髭ひげに囲まれた口をニッと弓なりにする。航空整備士ひと筋で現在四十歳の彼は、未だ独身。短髪でガタイがよくちょっぴり強こわ面もてだけれど、話してみると面倒見がよく優しい人だ。

　小動物みたいと評される童顔で色気もない私みたいな小娘をかわいがるのは、仕事ばかりで出会いがなさすぎるせいだと思う。最上さんだけでなく石狩さんも信濃さんも独身で、彼女すらいない。

　運航整備部に所属する社員は百名以上いるが、女性社員の数はひと桁けた。そういった環境に加え、皆んな女性より飛行機に対する愛が強すぎるのだ。

　私も例に漏れず、二十五歳にもなって恋愛経験ゼロ。航空整備士という仕事は一生勉強を続けなければならないので、このまま死ぬまで独り身かもしれない。

　飛行機が恋人と思えば、別に寂しくもないけどね。

　そんなことを思いながら四人でたわいない雑談を続けていると、店の入り口がにわかに騒がしくなった。

　続々と店内に入ってくるのは、美しい女性ばかりが五～六人。その中央で愛想笑いを浮かべている長身の男性には見覚えがあった。

　ほっそりとしたフェイスラインの中に、少し冷たい印象の切れ長の目、美しく尖った鼻、品のいい薄めの唇が完璧なバランスで配置されている。乗務の時はスッキリ上げているダークブラウンの前髪が軽く下ろしてあり、アンニュイな雰囲気がまた色っぽい。

　色恋に興味のない私でさえ一瞬見とれてしまうほど容よう姿し端たん麗れいな彼は『スカイイーストエアライン』の副操縦士、深み澄すみ鷹たか矢や。三十二歳の若さにして機長昇格も近いと噂される、雲の上の存在だ。

「うわ～、深澄さん、相変わらずおモテになってんな。あの女たち全員食うつもりだったりして」

「あり得ますね。天才パイロットのテクニックなら、全員とお相手するのも朝飯前なのかもしれません」

「こらこら。姫の前であまり刺激的な話をするな」

　深澄さんを観察しながらあれこれ憶測する同期ふたりを、最上さんが窘たしなめる。

　私を気遣ってくれたらしいが、私の脳内にはすでに深澄さんがあの女性たちにあれこれご奉仕される図が浮かんでいた。

　めくるめく酒しゅ池ち肉にく林りんの世界……いかん、私には刺激が強すぎる。

「深澄さん、ワインはどれにします？」

「フードメニューはこちらですわ」

　フルフル首を振ってピンク色の妄もう想そうをかき消しているうちに、深澄さんたちご一行は、偶然にも私たちの隣の席にやってきた。女性たちは全員で深澄さんひとりを接待しているかのように、甲か斐い甲が斐いしく飲み物や食べ物の注文を伺っている。

　私の妄想も、当たらずとも遠からずという感じだ。

　それにしても、深澄さんを取り囲む女性たちときたら美しい。

　仕事終わりのはずなのに少しも乱れていないまとめ髪、元々美人なのにさらにその顔を引き立たせるメイク。加えて華やかなオーラを纏まとう彼女たちは、ＣＡかグランドスタッフ辺りだろうか。

　しかし、深澄さんは美しい彼女たちに鼻の下を伸ばすことなく、終始クールな顔をしている。

　女性に言い寄られるのには慣れているんだろうな。

　ぼんやり彼を眺めていたら、偶然深澄さんと視線が合った。私はすぐに目を逸らしたけれど、ついどぎまぎしてしまう。

　彼を男性として意識したというよりは、深澄さんがあまりにもすごいパイロットだから、目が合うだけで緊張してしまったのだ。

　先輩方に聞いたことがあるけれど、深澄さんは大学卒業後、合格率一パーセント以下と噂される自社養成パイロット採用試験に合格して訓練生となり、優秀な成績でパイロットになった超エリート。

　操そう縦じゅう技術はもちろん、瞬時に状況を理解し冷静な判断がくだせる能力に長けているため、機長たちからの信頼も厚い。

　さらに、私が整備士として個人的に深澄さんを好ましく思っている点は、着陸の際のソフトランディングが得意なこと。安全な着陸であれば基本的には問題ないのだけれど、やはりスムーズに着陸してもらった方が、機体やランディングギアの損傷が少ない。

　それを深澄さんが意図しているかどうかは不明だが、私たちが整備した機体を大切に扱ってくれているようで、ついうれしくなるのだ。

「姫、メシが来たぞ」

「わーい、美味しそう」

　やがて、私たちのテーブルにパスタやピザが運ばれてくる。

　大皿から直に食べようとする石狩さんを信濃さんが「ステイ」と制し、その間に私と最上さんで平等に料理を取り分けた。

「石狩、食べてよし」

「ワン！」

　大真面目に犬の真似をした石狩さんに三人でケラケラ笑い、私たちのテーブルは盛り上がる。ほどよくお酒が回ってくると、私はつい先輩たちに家族の愚ぐ痴ちを漏らした。

「うちの父、本当にいい加減にしてほしいです。航空整備士の仕事に挫ざ折せつして、その上ＣＡの母に離婚を突きつけられたからって、航空業界全体に敵意を抱いて娘の仕事を邪魔するなんて馬鹿げてます」

「そういや、涼野のお母さんはＣＡだったな」

「はい。今でも国際線でバリバリ働いてます」

　最上さんの言葉に、少々自慢げに頷いた。

　私の家族は昔から飛行機好きの一家だった。というのも、父が私と同じ整備士、そして母はＣＡだったため、自然と飛行機の存在は身近だったのだ。

　しかし、両親は互いにバラバラなシフトで夫婦のすれ違いが重なっていったらしい。私が中学に上がった頃には、家の中の空気が異様にピリつくようになった。そしてちょうど同じ時期、父が昇進にかかわる社内資格の取得試験に手間取り、一方で母は客室乗務員の総責任者であるチーフパーサーの試験に一発で合格した。

　その一件がきっかけで、父は心が折れてしまったらしい。

『航空整備士を辞めて、気ままに模型店でもやろうと思う』

　父は母にそう切り出したが、母は航空整備士を続けてほしかったため、両者の意見は平行線をたどるばかり。夫婦間の溝みぞが埋まることはなく、私の中学卒業を機にふたりは離婚した。

　私は生き生きと世界を飛び回る母を邪魔したくなかったのと、父をひとりにするのが心配だったため、父と一緒にいることを決めた。

　……しかし、今ではその選択を少々後悔している。

「父が模型店をやってることに文句はないですけど、家事は全部私任せ。その上、『肉体的にも精神的にもつらい航空業界にいると不幸になる』というのが口癖で、隙あらば転職を勧めてくるんです。家事をしている分、勉強時間は減るし、なによりメンタルが削られます」

　父は私が航空整備士になることにはずっと反対で、航空専門学校の学費を出してくれたのも母。就職が決まれば父もさすがに折れるかと思いきや、今でもなお辞めさせようとしてくるから、困っているのだ。

「なるほど。同居家族が味方じゃないってのはつらいな」

「そうなんですよ。いっそ家を出ちゃおうかな……」

　実家は職場から近いことが利点だったので、今まであまり真剣にひとり暮らししようと考えていなかった。でも、整備士の仕事がおもしろくなればなるにつれ、取得したい資格も増えていく。健康な五十代の父を世話するより、もっともっと勉強に時間を費やしたいのに……。

「……ふうん。おもしろい話を聞いた」

　ふと、背後で男性の声がした。パッと振り向くと、ラグランシャツにブラックデニムというラフな服装の深澄さんがワイングラスを片手に立っている。パイロットの制服も似合うけれど、カジュアルな服でさえ彼が着ると洗練されたように見えるから不思議だ。

「いいのか？　深澄。彼女たちを放っておいて」

　そう言って隣のテーブルをちらりと見たのは最上さんだ。女性たちがジトッとした眼差しでこちらを見ている。

　深澄さんは素知らぬ顔でその視線を受け流しつつ、私たちに向けて小声で言った。

「いいもなにも、ひとりで飲もうと思っていたのに強引に彼女たちがついてきただけです。こちらのプライベートを探るような話題ばかりでうんざりしていたので、俺もこっちの席に交ぜていただけませんか？」

　彼女たち、なんてもったいないことを。せっかく深澄さんと話ができるなら、私は彼のプライベートなんかじゃなくパイロットの仕事について根掘り葉掘り聞きたい。

「俺は別に構わないが……」

　最上さんが、私と石狩さん、信濃さんの顔を順番に見る。

「俺も別にいいですよ」

「僕も異存はありません」

　口いっぱいにパスタを頬張って答える石狩さん。その隣で、信濃さんも賛同する。

「じゃあ、私も」

「ありがとうございます。では、彼女たちに説明してきます」

　最後に私が返事をすると、深澄さんはくるりと踵きびすを返し、元いたテーブルの方へ戻っていく。その間、私たちは軽くテーブルの上を整理して、私の左隣を深澄さん用のスペースとして空けた。

「涼野、もうちょっとこっちに寄れるか？」

「はい」

　右隣の最上さんの方に少しお尻をずらし、深澄さんを待っていたその時――。

「はぁっ？　なんであんな芋いもっぽい整備士……！」

「深澄さん、ただの気まぐれだとしても、あんな子に手を出したらあなたの価値が下がります。髪が長くなければ、小学生男子と見み紛まがうような服装じゃないですか」

　焦りと不満の混じった女性たちの声が聞こえ、私は思わず首を傾げた。

　芋っぽい整備士。小学生男子と見紛う服装。もしや、私の話をしている？

　見下ろした自分の服は、ゆったりサイズのロゴ入りＴシャツにハーフパンツ。店に入るまではキャップもかぶっていたから、そう言われれば確かに小学生男子っぽい。肩下まで伸ばした髪のおかげで、かろうじて女性認定されたみたいだけれど。

「私のことですかね……？」

　苦笑しながら自分を指さし、先輩方の顔を見る。

　すると石狩さんがカチャンとフォークを皿に置き、細い眉を険しく寄せた。

「だろうな。聞き捨てならねぇ」

「同感です。僕たちの姫になんて暴言を」

「涼野が芋なら自分たちは花だとでも思ってんだろうが……。あんな中身じゃ、せいぜい見た目だけの造ぞう花かだ」

　一瞬にして殺気立った三人が揃って女性たちを睨みつける。すると、彼女たちも負けじと挑戦的な視線をこちらに向け、両者の間にはバチバチと見えない火花が散った。

　どうしよう。私をかばってくれる三人の存在はありがたいけれど、トラブルになるのは避けたい。

　内心慌てていると、この険悪なムードを作った張本人であろう深澄さんが、飄々とした顔でこちらに歩み寄ってきた。

「ちょっと深澄さん、あの女たちになに言ったんスか？」

　元ヤンキーらしくどすの利いた声で、石狩さんが尋ねる。

　深澄さんは口元に意味深な笑みを浮かべて私の隣に腰を下ろすと、にゅっと長い腕をこちらに伸ばして私の肩を抱き寄せた。

　突然接近され、目が点になる。

「この子を口説くつもりだから帰ってくれ、と」

　は……？

　パイロットとしての彼と仕事上の会話をしたことはあるけれど、今まで聞いたことのない甘い声だった。

「キャ～ッ」と女性たちが悲鳴をあげ、次々店を出て行く足音が聞こえた。

　放心状態の私の横で、ワインを飲んでいた最上さんがゲホゲホと噎むせている。向かい側の先輩ふたりは、信じられないという感じに深澄さんを凝視した。

「そんなに驚くことですか？　彼女が魅力的な女性だというのは、むしろあなた方の方がよくご存じだと思いますが」

　私が魅力的な女性？

　お世辞でも言われたことのないセリフに、感じたことのないむず痒さを覚える。

「そりゃそうだが、なんで涼野なんだ？　興味本位でちょっかいを出そうとしているなら俺たちが許さないぞ。とりあえずこの手は離せ」

　肩に置かれたままだった深澄さんの手を、最上さんが払いのける。石狩さんと信濃さんも「うんうん」と頷いて同調し、深澄さんに敵意たっぷりの視線を送る。

　一方で私はさっきまで深澄さんの手が触れていた肩に無意識で自分の手を置き、必死で状況を理解しようとしていた。……が、どんなに考えても深澄さんに口説かれる理由なんて思い当たるわけもなく、頭から煙が出そうになるだけ。

　いったいどうしてこうなったの……？

「……面倒な小こ舅じゅうとたちだな」

　私にしか聞こえないほどの微かな声で、深澄さんが呟いた。

　小舅って、先輩たちのこと？　なんとなく不穏な空気を感じて深澄さんの横顔を見上げたその時、彼はスッと背筋を伸ばして緊張感のある表情になった。

「僕は真剣に涼野さんを想っています。いつもひたむきに機体の整備にあたる真剣な眼差し、そして丁寧な仕事ぶりに心から惹かれたんです。どうか信用していただき、彼女とふたりで話をさせてもらえませんか？」

　言い切ると同時に、深々と頭を下げる深澄さん。一見神妙な態度に見えるが、私は見逃さなかった。頭を下げた瞬間、彼の右側の口角が微かに吊り上がっていたことを。

　この人、まさか笑ってる……？

「だとさ。どうする？」

　エリートパイロットが自分たちに深々頭を下げている状況なんて初めてなのだろう。

　困惑した様子の最上さんが、石狩さんと信濃さんに判断を仰ぐ。

「ま、まぁそこまで言うなら」

「姫は王子が迎えに来る運命。これほどの相手に真剣に想われているのなら仕方がないでしょう」

　石狩さんと信濃さんが目を見合わせてそう言うと、最上さんは顎髭を撫でてひとつため息をこぼし、私を見る。

「じゃ、俺たちは帰るわ」

「えっ……」

　そんなにすぐ深澄さんを信用していいの？

　私を姫だと褒めそやすわりに、セキュリティ甘くない？

　急に心細くなる私をよそに、三人はさっさと帰り支度を整えて席を立つ。

「邪魔者は消えっからよ、じゃあな」

「カップル成立、おめでとうございます」

「いや、ちょっと……」

　それぞれ微妙にズレたことを言い残してこの場を去ろうとする先輩を引き留めようと伸ばした手を、深澄さんがガシッと掴む。そしてソファの上にポンと下ろすと、先輩たちがだいぶ離れてから口を開いた。

「口説くつもりだと言っただろ。逃げるな」

　どうして急にため口に？　それに纏う雰囲気もなんだか変わったような……。

　鋭く細められた彼の目に囚われたように、私は身動きが取れなくなった。

　なんで深澄さんが私なんかに興味を示しているのかは未だにわからないけれど、反抗するのは得策ではなさそうだ。

「……わ、わかりました。逃げません」

「それでいい。ずっとお前と話したかったんだよ、涼野」

「えっ？」

　聞き返した私を無視して、深澄さんは店員を呼んでテーブルを片付けさせ、新たなワインとフィンガーフードの盛り合わせを注文する。彼は運ばれてきた赤ワインを私の分まで注ぐと、無理やり手に持たせて「乾杯」と言った。

　薄いグラスに唇をあてて軽く傾ける深澄さんの横顔、上下する喉のど仏ぼとけ。どんな表情も仕草も妙に色気を感じてしまい、気を逸らすようにワインに口をつける。

　……美味しい。

　ワインには詳しくないけれど、さっきまで先輩たちと飲んでいた手頃な価格のものとは香りも味も格段に違う気がした。

「酒、強いんだな。さっきから飲んでいるわりに、顔色が変わらない」

「あっ、はい……。職場の先輩方が皆さん強いので、それに鍛えられたのもあるかもです」

　と言っても、一気飲みなどを強要されたことは一度もない。たまの飲み会に参加して楽しんでいるうちに、皆んなのペースに巻き込まれて自然と強くなったのだ。

「ふうん。その中に付き合ってる男は？」

「い、いませんよ！」

「好きな相手も？」

「いないですって。整備の仕事と資格の勉強で手一杯ですし」

　なんでこんな質問攻めに遭あうんだろう……。

　しかも、さっき深澄さんが嫌がっていたようなプライベートの質問ばかり。

　私の交友関係なんて知ったところで、深澄さんが得することは一ミリもないのに。

「ところで、さっきの話は本当か？　お父さんが整備士を辞めさせたがっているって」

「本当ですけど」

「勉強に集中するために、実家を出たいと思っているのも？」

「結構がっつり聞いてたんですね……。でも、その通りです。このまま父を甘やかしていたら、お互いのためになりませんし」

　店の模型を弄いじってばかりの父。食事は食べる専門で、裏返しのままの靴下を平気で洗濯機に放り込むなどうんざりする行動も多い。自分でやってみないと家事の大変さはわからないのに、今までやらせていなかった私も悪いのかもしれない。

「じゃ、俺と結婚しないか？」

「えっ……？」

　またしても、目が点になる。

　聞き間違いだろうか。結婚って聞こえたような。

　怪け訝げんな目で深澄さんを見つめると、彼の瞳は意外にも真剣な色をしている。

「さっきまで一緒だったのは同僚のＣＡたちなんだが、涼野に対する失礼発言からもわかるようにプライドばかり高い女たちでね。俺は一切興味が持てないんだが、向こうはパイロットが大好物らしくて毎度困ってるんだ。その上、三十過ぎてから親も結婚だの見合いだのうるさくなってきた。どっちも黙らせるためには結婚するのが一番だが、見合いはごめんだ」

　なるほど……。

　結婚を望む理由は特殊だけれど、深澄さんの言い分もわからないでもなかった。極上の容姿にパイロットの肩書き、機長昇格間近という将来性もある深澄さんだから、モテるのは当然。羨ましく思う人もいるのだろうが、彼にとっては煩わずらわしいだけなのだろう。

　パイロットの仕事は整備士以上に過酷なようだし、鼻の下を伸ばしている暇なんてないのかもしれない。航空業界嫌いの父に構っている暇がない私と同じように。

「つまり、誰でもいいから契約上の妻が必要ということですね」

「そうは言ってないだろ。今日ここに居合わせたのは偶然だが、俺はお前の丁寧な仕事ぶりを知っている。飛行機を心から大切に思っていることも。だから、ＣＡのうちの誰かじゃなく、涼野を選んだ。俺に認められる女なんてめったにいないぞ」

　褒められているんだろうけれど、だからって光栄ですと素直に受け入れることはできない。結婚なんてまだまだ先のことだと思っていたし、深澄さんが相手だなんて、恐れ多すぎて結婚生活のイメージすら湧かない。

「仕事を認めてくださるのはうれしいですが、お相手は他をあたってください。飛行機が好きな女性は私以外にもたくさんいるでしょうし」

「その中でもお前がいいって言ってるんだ」

「こ、困ります！」

　断り続ける私が不満なのか、深澄さんが美しい眉を寄せて険しい顔になる。

　怒らせたいわけじゃないけれど、仕方がない。

　私は結婚する気がないのだから、早くあきらめてもらわないと。

「……俺が毎日、飛行機の話を聞かせてやるって言っても？」

　テーブルに肘をつき、気だるげにこちらを見ながら深澄さんが言った。

「飛行機の話？」

「ああ。整備士のお前たちも飛行機には詳しいだろうが、地上から見ただけじゃわからないことも知りたくないか？　結婚したら、毎日そういう話をしてやる」

　な、なるほど。深澄さんと結婚したら、そんなメリットが……！

　目の前に垂らされた魅力的なエサに、ぐっと心が揺らぐ。

　さすがにそれだけで「じゃあ結婚します」とはならないけれど、正直深澄さんの口から語られる飛行機の話は、めちゃくちゃ気になる……。

「あ、あの。ためしに今、なにか話してみてくれませんか？」

　好奇心を抑えきれず、前のめりに尋ねる。

「いいけど……タダじゃ話せないな」

　酷こく薄はくな笑みで彼が言うと、テーブルに注文したフィンガーフードが運ばれてくる。

　ひと口サイズの揚げ物やサラダ、薄く切ったフランスパンの上にチーズや生ハム、ハーブが飾られたカナッペなどが並んだ皿は目にも鮮やかだ。

「それ、食べさせてもらおうか」

「えっ？　食べさせるって……」

「〝あーん〟ってな。できたら、なんでも話してやる」

　……私が、深澄さんに？　いや、無理無理無理。

　想像しただけでかぁっと頬が熱くなり、私はふるふると首を左右に振った。

「でしたら飛行機の話はあきらめますので結構です！」

「なんだよ、度ど胸きょうのないヤツ。手本、見せようか？」

「手本？」

　聞き返した私の目の前で、深澄さんがテーブルの上の皿に手を伸ばす。並んだカナッペのうち、サーモンとオリーブが乗ったひとつを掴み、私の口元まで持ってきた。

　手本ってまさか……。

「ほら、口開けろ」

「じ、自分で食べられますから！」

「早くしろ。こぼれる」

　フランスパンの端でツンと唇をつつかれ、断り切れなくなる。

　遠慮がちに口を開き、半分ほどのところでパンを噛みちぎる。すると、残った半分を深澄さんが自分の口にひょいと放り込んだ。

　深澄さんが私の食べかけを……。

　呆あっ気けにとられる私に気づいた彼は、汚れた指をテーブルのナプキンで拭いつつ、からかうように言った。

「間接キスでも意識したのか？」

「べ、別に……っ」

　頬が赤くなっている気がして、ぷいと顔を背そむける。

　こんな態度じゃ図星だと言っているようなものだ。

　恥ずかしさをごまかすように、グラスに残っていた赤ワインを一気に呷あおる。

「おい、あまり無茶な飲み方するな」

「平気ですよ、これくらい……」

　空になったグラスに手酌でワインを追加し、口をつける。

　続けざまに飲んでいたら、店の景色がふわふわ揺れ始めた。

　おかしいな……。アルコールには強い体だし、最上さんたちとお酒を飲む時は、どんなに飲みすぎてもこんな風にならないのに。

　ぼんやりそんなことを思い、またグラスを口元に運ぼうとしたその時、深澄さんがグラスを掴む私の手に自分の手を重ね、飲むのをやめさせた。

「酒はそれくらいにしとけ。お前の聞きたい話、なんでもしてやるから」

「えっ。ということは……」

「今まで見た中で一番綺麗だった夜景の話がいいか？　それとも空の上から見た初日の出の話がいいか？　台風の目を突っ切った時の話でも――」

　どうやら飛行機の話を聞かせてくれる気になったらしい。酔った勢いもあってテンションが上がり、いくつか例を挙げる彼の声にかぶせるように、私は言った。

「私、同時並行進入のこと、聞きたいです！　下から見てる分には、ふたつの機体が並んで着陸する光景が圧あっ巻かんですごいと思うんですけど、あれって怖くないんですか？」

　同時並行進入とは、空港の発着能力を高めるための、滑走路の運用方式のひとつ。文字通り、ふたつの飛行機が並んで滑走路に入ってくる。

　羽田だと、第一ターミナル側のＡ滑走路と第二ターミナル側のＣ滑走路をめがけ、ほぼ真横に並んだ飛行機が同じタイミングで着陸するのを見ることができる。

　もちろん、ふたつの機体が接近しないよう管制官が高精度のレーダーで監視しているけれど、操縦しているパイロットの感覚としては怖くないのか、ずっと気になっていたのだ。

　興味津々の眼差しで深澄さんを見つめると、彼はふっと息を漏らして笑う。

「……同時並行進入と来たか」

「ダ、ダメですか？」

「いや、なんでも話すって言ったのはこっちだ。そんな話でよければいくらでも聞かせてやるよ。色気もムードも演出できないのが残念だけど」

　深澄さんはそう言うと、手にしていたワイングラスをテーブルに置く。パイロットの貴重な話が聞けるとあって、背筋が自然と伸びた。

「進入前に機長と入念なランディング・ブリーフィングをしてからの着陸だし、万が一どちらかの機体が不可侵区域に入ってしまった場合は、ただちに管制官から回避の指示が出る。だから怖くはないよ。もともと、着陸は得意だしな」

「横風が吹いていても？」

「強い横風なら風上側に機首を振って、機体が流されないようにする。降下角と対気速度を維持しながら、メインギアのタッチダウン。ある程度減速したところで優しくノーズギアを接地させてやれば、衝撃も少ない」

　まるで目の前にコックピットがあるかのごとく、身振り手振りを交えて説明してくれる深澄さん。

　彼のソフトランディングは、やはり高度な操縦技術があってこそなんだ。イメージしながら話してくれているだけとはいえ、彼のすごさを間近で感じて高揚する。

　それに、飛行機のことを語る深澄さんは……悔しいけれど、やっぱりカッコいい。

　その後も、私は深澄さんと飛行機のことや仕事のことについて、とりとめのない話をした。

　お酒の力もあるかもしれないけれど、エリートすぎて近寄りがたかった深澄さんがぐっと身近に感じられ、くだらない話でもよく笑った。

　そのうち徐々にまぶたが重くなってきて、私の体が深澄さんの方にぐらりと傾く。そのままこてんと彼にもたれたところで、自然とまぶたが閉じた。

「……涼野？」

　意識が途切れる直前、彼の呼びかける声が聞こえたものの、すでに応えるエネルギーは残っておらず、深い眠りに落ちていった。










父との決別




　ハッと目を覚ました時、私はタクシーの車内にいた。

「あれっ？　私……」

「やっと起きたか」

　深澄さんの声に反応して横を向く。私と彼は後部座席に隣り合って座っていた。

「すみません、飲みすぎたみたいで……」

「まったくだ。無理をするなと言ったのに」

　呆れた様子の彼に、返す言葉もない。

　申し訳なさすぎて頭を下げると、こめかみ辺りにずきりと頭痛が走った。

　胃の辺りもなんだかモヤモヤする……。思わずお腹をさすろうとして、ふと気づく。

　白かったはずのＴシャツに、大きな紫色の染みができている。

　なんで？　いつ……？

「それ、店出る前にお前がこぼしたワイン。脱がせるわけにはいかないからそのままだけど、うちでシャワー浴びて着替えろ。それで今夜は泊まっていけばいい」

「えっ？　いえ、自分の家に帰ります」

「体調悪いくせに遠慮するな。もう着く」

　えっ？　もう着くって――。

　深澄さんが窓の外に視線を投げて間もなく、タクシーが高級そうな白い外壁のマンション前に停車する。深澄さんに促されてドアの外に踏み出した瞬間、足元がおぼつかなくてフラッと体が傾く。

「きゃっ」

「……おっと。大丈夫か？」

　深澄さんがとっさに支えてくれた瞬間、ふわりと色っぽい香水の匂いがしてどきりと胸が跳ねる。

「す、すみません……」

「この酔っ払い。掴まってろ」

　言葉のわりに優しい目をした彼が、肘を私の方へ突き出す。

　恥ずかしすぎるので遠慮したいところだけれど、また転びそうになって迷惑をかけるよりはと、私はできるだけ彼の服の表面だけを摘むようにして、そっと腕に掴まらせてもらった。

　エントランスからエレベーターに向かうまでの間に説明を受けたが、深澄さんの住まいであるこのマンションは、都心に近いベイエリアに建つ地上五階建ての低層レジデンス。羽田空港まで車で二十分弱、直通のモノレールを使えば十分で到着し、通勤にも便利な立地だそうだ。

　エントランスにはコンシェルジュが常じょう駐ちゅうし、警備員が二十四時間体制で警備にあたっているとか。共用部分はホテルのような高級感で、全身少年風スタイルの私は場違い感が半端なかった。

　肩身の狭さを感じながらエレベーターに乗り込み、深澄さんの長身を見上げる。私が一五六センチだから、一八五センチはありそう。長い脚がコックピットで邪魔にならないのかな。

　視線に気づいた深澄さんも、似たようなことを思ったらしい。私をまじまじと見下ろして呟いた。

「それにしてもお前、小さいな」

「み、深澄さんが大きすぎるんですよ」

「まぁでも別に――」

　話しながら、深澄さんがパッと私の頭からキャップを取る。その直後、身を屈めた彼の美しい顔が目の前に迫ってきた。

　今にも唇同士が触れそうになり、驚きで目を見開く。

　きゅ、急になにを……!?

「キスをするのに不都合はないな」

　間近で囁いた彼は、実際に口づけすることはなく私から離れていく。それから雑な動作でキャップを私の頭に戻すものだから、目元まで隠れてしまった私は慌ててキャップのつばを引き上げた。

　見上げた先の深澄さんは、片側の口角を上げて意地悪な笑みを浮かべている。

「本当にされると思ったか？　残念でした」

「べっ、別に残念なんかじゃ……！」

　否定しながらも、頬が勝手に熱くなる。赤くなったら余計にからかわれるから嫌なのに、自分で自分の体がコントロールできない。

「ま、してほしくなったらいつでも言え。キスだけで天国に連れて行ってやる」

　妖しげな目をした彼に囁かれ、ますます顔の火照りが増した。

　腹が立つほど自信過剰な台詞でも、この人の口から出ると妙に納得してしまう。

　私は違うけど、深澄さんに見初められたい、それこそ天国に連れて行ってほしいと願う女性は星の数ほどいるのだろう。

　しかし断じて、私は違う。ドキドキしているのは、突然接近されて驚いたせいだ。

　暴れる心臓をなんとか宥なだめつつ、五階に着くと彼の部屋へ向かった。




　玄関は大だい理り石せき、廊下や部屋の床はすべて真っ白なタイル張りで、天井の照明を鮮やかに反射している。入ってすぐ右手のドアがバスルームに繋がっていて、左側がトイレ。奥の左右に洋室が一部屋ずつあり、突きあたりの広い部屋がリビングダイニングという間取りだった。

　リビングダイニングの大きな窓からは海に浮かぶ都心の夜景とレインボーブリッジが見え、思わず窓に張りついて幻想的な景色に見とれる。

「酔い覚ましにバルコニーに出てみるか？」

「はい」

　窓を開けてくれた彼に続いて、バルコニーに出る。室内から見るより広々としていて、ラタンチェアとテーブルのセットが置かれていた。手すりのそばで彼の隣に並び、生ぬるい夜風を浴びる。

「残念。空港や飛行機は見えませんね」

「いつも飽きるほど見てるだろうが」

「いくら見ても飽きないから、整備士なんてやってるんですよ」

「ははっ、なるほど。俺もそうかもな。お互い、好きじゃなきゃ続けられない仕事だ」

　深澄さんは手すりに背を預け、愉快そうに笑う。それから、開けたままの窓から室内を眺めて言った。

「うちにはベッドがひとつしかないから、今夜は俺のベッドで寝ろよ」

「えっ？　あの、まだ泊まると決めたわけでは……」

「その服洗って、乾くまで帰れないだろ。どっちみちひとりじゃフラフラして歩けないくせに」

　……悔しいが、彼の言う通りだ。

　正直、今から自宅に帰るのを想像すると、面倒だなと思う自分もいる。

「でも、そうしたら深澄さんはどこで寝るんですか？」

「自分のベッドで寝るつもりだけど」

「えっ？」

　とんちを出題されたかのごとくわけがわからず、眉根を寄せる。深澄さんはふっと鼻から息を漏らして笑い、なぜか私の背後に回って手すりを握る私の手に自分の手を重ねた。

　後ろから包み込まれるような体勢にドキンと胸が鳴り、じわじわ頬が火照っていく。

「なぁ涼野……。結婚の話、まともに考えてるか？」

　密着された状態でそんなことを言われて、ますます心臓が暴れた。

　酔ったせいですっかり忘れていたけれど、そういえば深澄さんに結婚を申し込まれたんだっけ……。

「こ、困りますとお伝えしたはずですが……」

「それはまだ俺をよく知らないからだろ？　今夜、ベッドの中で教えてやるよ。俺という人間を、じっくり――」

　深澄さんは話しながら、手すりの上で重なり合う私の手を弄もてあそんだ。

　軽くさすったり、指を絡めたり、ギュッと握ったり……ベッドの中でのことを彷ほう彿ふつとさせる淫らな触れ方に、私の心臓はますます早鐘を打った。

　深澄さんは冗談のつもりなのだろうけれど、こっちは男性に免疫がないのだから、過剰なスキンシップはやめてほしい。

「か、からかわないでください……！」

「ばれたか。心配しなくても、俺はソファで寝るよ。これぐらいで赤くなるな」

　甘ったるい声で言った深澄さんは、最後に私の耳にふぅっと息を吹きかける。

　思わず「ひゃぁ！」と変な声を出した私に構わず、深澄さんはクスクス笑いながら部屋に戻っていった。

　尊敬の対象だった〝エリートパイロットの深澄さん〟とあまりにかけ離れた姿に頭が混乱する。

　やっぱり自分の家に帰った方がいいだろうか。

　でも、深澄さんはしょせん私をからかっているだけ。本気で手を出すことはあり得ない。

　自分の女子力のなさは自分が一番よく知っているもの、大丈夫……だよね？

「いつまでそこにいるんだよ。その服脱げ」

「えっ」

　室内から深澄さんに言われ、思わず自分の体を両手で守るように抱く。

「なにを勘違いしてるんだ。洗濯するって意味だ」

「あっ、はは、ですよね……」

　流れで結局シャワーまで貸してもらうことになってしまった。

　生活感のない綺麗なパウダールームに移動し、忙しなく服を脱ぐ。

　バスルームに繋がるドアはガラス張りで、バスタブ正面の壁には大きなテレビがかけられている。明るくなりすぎない照明がムーディーで、やけに落ち着かない。

　行ったことはないけど高級ホテルのバスルームはこんな感じなんだろうか。

　整備の仕事で汗と油にまみれた体をこんな綺麗な所で洗うなんて、気が引ける。

　やたら接近してくる深澄さんにも『オイルくさいヤツ』って思われていたかな。

「……ま、別にいいけど」

　誰にともなくそう呟くと、私は居心地の悪いバスルームで自分の体を洗い始めた。

　髪を乾かしてからリビングに戻ったら、ブラックレザーのソファで寛いでいた深澄さんが私の姿を上から下まで舐めるように観察した。

　彼に借りたＴシャツをワンピースのように着ているだけで、さっきまで身に着けていた少年っぽい私服ととくに変わりはないと思うのだけれど、深澄さんはなぜか満足げに頷く。

「……いいな。涼野のくせにあざとい」

「あざとい？」

「褒めてんだよ、こっち来い」

　あざといは褒め言葉ではなかった気がするけれど……。

　首を傾げながらも、手招きされるまま彼のいるソファに移動する。

　少し間を空けて彼の隣に座ったら、太腿の上にどさっと彼の頭が乗ってきた。

「わっ」

　これって、膝枕……!?

「おー、いい感じにやわらかくて温かい。このまま寝られそうだな」

「ちょっと、どいてください！」

「疲れてんだよ。もうちょっとこのまま」

　深澄さんは心地よさそうに目を閉じてしまう。

　ど、どうしたらいいの……。

　動くに動けない私は、悶々としながら深澄さんを睨みつけることしかできない。

「そういや涼野」

「は、はいっ」

　濃い睫毛に縁どられた切れ長の目がゆっくり開き、下から見上げられてどぎまぎした。深澄さんはどんな些さ細さいな仕草にも大人の色気を漂わせるものだから、心臓に悪い。

「お父さんには連絡したのか？」

「いえ、まだ……どう連絡するのが正解かもわからないですし、飲み会だとは言ってあるので、女性の同僚の家で宅飲みして寝ちゃったってことにしようかと」

「嘘つきだな、男の家に泊まるくせに」

　そう言いつつ、にやりと笑う深澄さん。

　絶対におもしろがっている。

「深澄さんだって共犯者じゃないですか」

「……だな。俺って悪いヤツ？」

「今はちょっとそう見えます。……仕事の時はカッコいいのに」

　後半は聞こえるか聞こえないかの声で、ボソッと呟いた。

　私たちが整備した機体を安全に飛ばしてくれるパイロットは、皆さんカッコいい。

　その中でも飛び抜けてエリートの深澄さんは、太陽のように眩しくて簡単には近づけない存在だと思っていた。なのにまさか、こんないたずらっ子のような一面もあったなんて。

「今、カッコいいって言ったか？」

「い、言った……ような言ってないような」

　わざわざ指摘されると照れくさくて、しどろもどろになりながらごまかす。

　さすがは普段から五感を研ぎ澄ませているパイロット。こんな時でも地じ獄ごく耳みみだ。

「今日のところはその言葉が聞けただけでよしとするか」

　深澄さんは「よっ」と体を起こすと、私の頬にそっと手のひらをあてる。

「そろそろ寝ろ。……いつまでもここにいられると、襲いたくなる」

　そんな言葉と共に頬を撫でられ、ドキッと胸が鳴る。とっさにソファから立ち上がり、慌てて主張した。

「い、今寝ます！　すぐ寝ます！」

　深澄さんは私の過剰な反応をおもしろがるようにクスクス笑うと、まったりとした甘い声で「おやすみ」と言った。

　妙な気恥ずかしさから逃れるように深澄さんの寝室へ駆け込み、ドアの内側でため息をつく。ひとりになれば多少落ち着くかと思ったけれど、その考えは甘かった。

　モノトーンの配色でまとめられた大人っぽい寝室のインテリア、部屋中に漂う深澄さんの香り。

　大人の男性の部屋だと意識せずにはいられなくて、ますます緊張が高まる。

「いつも深澄さんが寝ているベッド……」

　グレー系のカバーがかかった大きなベッドにおそるおそる近づいて、座ってみる。

　そのままごろんと体を倒すと、ますます深澄さんの香りに包まれ、バルコニーやソファで接近された時の光景がフラッシュバックした。

　な、なにを思い出しているの……！

　ひとりで勝手に恥ずかしくなり、両手で顔を覆う。

　その後もなんとか眠りにつこうとするもののやけに感情が昂ぶり、私は広いベッドの上で何度も寝返りを打つ羽目になった。




　なんとか数時間眠り、目覚めた翌朝。幸い二日酔いの症状はなく、寝ぼけ眼まなこを擦ってリビングダイニングに移動すると、深澄さんがダイニングテーブルでなにかを書いていた。黒いＴシャツにスウェット、少しだけ寝ぐせのついた髪が無防備でなんだかドキッとする。

「おはようございます」

「ああ、おはよう。これ、涼野も書いとけ」

　彼の正面の椅子に座り、差し出された書類をどれどれ……と眺める。

　すぐさま目に飛び込んできた【婚姻届】の三文字に、寝ぼけていた頭が一気に覚かく醒せいした。

「ちょ、ちょっと！　なんですかこれ!?」

「なにって、婚姻届」

　深澄さんはしれっと答える。

「そうじゃなくて、なんで今記入しているのか聞いているんです！」

「知らないのか？　今はインターネットで簡単にダウンロードできる」

「そういうことを聞いているわけではなくて……っ」

　ムキになってテーブルに身を乗り出すと、深澄さんは声を殺してくつくつと笑う。

「……またからかったんですか？」

「お前の反応がいちいちおもしろいのが悪い。……でも、この婚姻届は本物。もちろん俺だって生半可な気持ちでサインしたわけじゃない」

　細長い指で、婚姻届の夫の欄をトントンと示しながら、深澄さんが言う。

　まだあきらめていなかったの？

　どうして彼が私に執着するのかわからず、朝からなんだか気まずい。

「俺といるのは苦痛か？」

　私の暗い顔を見た彼が、そう言って苦笑する。

　苦痛なんてことはない。時々心が乱されたりもするけれど、深澄さんはやっぱり尊敬できるパイロットだし、ワインバーで色々な話を聞かせてくれた時は楽しかった。

　……楽しすぎて、みっともなく酔い潰れてしまったわけだけど。

「そんなことはありませんが……」

「決め手に欠ける、か。俺は、昨日お前と色々話してみて、結婚相手にはやっぱり涼野しかいないと思ったけどな」

「えっ……？」

「お前の年で一等航空整備士を受験するって、最短ルートだろう。日常業務の合間に死ぬ気で勉強しないとまず無理だ。パイロットも一生勉強だから、お前のそういう真面目さとか向上心が高いところは、俺にもいい刺激になる」

　深澄さんには昨夜、整備士としての私のキャリアについても軽く伝えてあった。

　三年制の航空専門学校を卒業し、今の会社に入社。仕事をしながら着々と社内資格を取り、今年は念願だった国家資格、一等航空整備士の受験資格を得た。先日受けたのは学科試験で、それに合格すれば実地試験に進める。

　しかし、入社四年目ですべての科目に合格できる者はなかなかいないと、先輩たちから常々聞かされている。深澄さんもその辺りの事情を知っているのだろう。

　彼は意外とまともに私という人間を見ているらしい。

　そう思うと、無性に照れくさい。

「まだ合格通知は受け取ってませんけどね……」

「受かるよ、お前なら」

　深澄さんはテーブルに肘をつき、甘い目つきで私を見た。

　美しい瞳に射貫かれて、胸がトクンと鳴る。試験の内容も私がどれくらいできたかも知らないのに、どうしてそんなに自信満々なのか。

「根拠は……？」

「俺が選んだ女だから」

　不遜な調子で言った彼に目を瞬しばたかせ、私は曖昧に笑う。

「はぁ……根拠はなし、と」

「おい、褒め言葉だぞ」

　わざわざ突っ込まれると、ますます対応に困る。

　別にときめいてるわけじゃないと思うけれど、深澄さんが私を認める言葉を口にするたびに鼓動が速まって、ちょっぴり胸が苦しくなるから。




　結局、婚姻届については保留にしたまま、家まで深澄さんが車で送ってくれることになった。彼は飛行機の操縦に限らず乗り物の運転が好きらしく、スタイリッシュなブルーのスポーツカーは今どき珍しくマニュアル車。運転している実感が得られないオートマ車はつまらないそうだ。

　私も機械好きなので、その感覚はわからないでもない。

　運転中の深澄さんをちらっと見て、私は話しだす。

「高校を卒業した春休みに数人の同級生と合宿で免許を取りに行ったんですけど、皆んなオートマ限定の免許を選ぶ中、私だけマニュアルを選択したんです。マニュアルだと二日くらい合宿日数が増えるから、同級生と同じ日に地元に帰れなくて切なかった思い出があります」

「ひとりになったところに、男が言い寄ってきたりしなかったのか？」

「そんなことあるわけないじゃないですか。私、昔からこんな格好ばかりだし」

　洗濯してもらい無事にワインの染みが落ちた、だぼっとしたＴシャツを手で引っ張って笑い飛ばす。

　スカートなんて、中学と高校の制服以外では穿いたことないんじゃないだろうか。

「服装なんて関係ない。全身ツナギで頭にはヘルメット、足元は安全靴のすっぴん女だって、いい女かどうかはわかる」

　ハンドルを握って前を見据えながら、深澄さんが独り言のように言う。

　私の仕事中の格好によく似た例だけど……一般論、だよね？

「そ、そうですか」

　これ以上なんと言うべきかわからず、相槌を打った後はすんと黙り込む。しかし深澄さんはチラッと横目で私を見ると、不満げにため息をついた。

「反応薄っ。渾身の口説き文句だったのに」

「口説き文句……？」

「あー、わからないならいい。……あそこか？　涼野模型店」

　話しているうちに『涼野模型店』の前に到着した。

　涼野模型店は元々二階建てだった家の一階をリフォームした小ぢんまりとした店。外階段を上がった二階に居住スペース用の玄関があり、私は普段そこから家に出入りしている。

　一階の店には大量の模型やプラモデルの箱が所狭しと並び、ショーケースには父が自作した飛行機や船の模型も多く飾られている。

　父の作った模型は売り物ではないのだけれど、時々高額なお金を積んで買っていくマニアもいるから、模型の出来は悪くはないのだろう。元航空整備士というキャリアがこんなところで生きるなんて、人生って不思議だ。

「お父さんに挨拶しなくていいか？」

「け、結構です……！　送っていただきありがとうございました！」

　店の前で車を降り、運転席の窓を開けた深澄さんにお礼を伝えていたその時。

　背後で自動ドアが開くと共に、店から誰か出てきた。

「ひとりでいじけているのは勝手だけど、光里の将来まで奪わないでちょうだい！」

「しつこいぞ、帰ってくれ。むしろ俺は、光里のためを思って――」

　言い合う男女は、私の父と母だった。

　はたきを持って母を追い返そうとしていた父が、私の姿に気づいて口を噤つぐむ。つられたようにこちらを向いた母は、私の姿を捉えるとパッと笑顔になった。

「光里～、久しぶりね」

　さすがは現役ＣＡ。乗務の時と同じく、きっちりと前髪を横に流したアップスタイル、華やかながら上品なメイクがよく似合っている。父に似て背の低い私とは違い、身長が一七〇センチ近くはありスタイルもいい。母は昔から私の自慢だ。

「お母さん！　どうしたの？　急に」

　両親が離婚した後も母とは時々会っているが、店まで来るなんて珍しい。

「近くまで来たから光里に会いに寄ったんだけど、二階のチャイムを押しても誰も出ないから、お店にいるかもって覗いたの。そしたら光里のことで言い合いになっちゃってね」

　母が、くるりと父の方を向く。

　いつものことだが、父の風ふう貌ぼうはちょっぴり奇き抜ばつである。

　私と同じくらい長い髪に丸眼鏡、タイダイ染めのＴシャツにブーツカットを合わせたヒッピースタイルが毎日の定番。以前は髪の短いごく普通のおじさんだったのに、母と離婚してから急にヒッピーファッションに目覚め、毎日同じような格好をするようになってしまったのだ。

　それだけならまだしも、時々アコースティックギターを片手に歌いながら、私の部屋に勉強の邪魔をしにくる。そんな状況でラブ＆ピースを説かれても、逆に殺意が芽生えるだけだというのに……。

「光里」

　普段の父との生活に複雑な思いを巡らせていたら、父が不気味なくらい低い声で私を呼ぶ。

「な、なに？」

「なにじゃない。昨夜は整備士仲間と飲んでいたんだろ？　それ自体は問題ないが、人の大切な娘を朝帰りさせるのはいただけない。そんな同僚の集まるろくでもない職場は、さっさとやめろ」

　手にしていたはたきをピッと私に突きつけ、父が吐き捨てる。

　あまりに乱暴な言い草に、思わずかちんときた。

「なにそれ……お父さんに心配かけたのは悪いと思ってるけど、別に職場の人たちが悪いわけじゃない。私が勝手に飲みすぎただけ！」

「同僚が年上ばかりだからって、無理にかばうな。強引に飲まされたんじゃないのか？　俺はな光里、お前のことが心配で――」

　一歩ずつ私に歩み寄り、こんこんと言い聞かせてくる父の勢いに押されかけていたその時、背後で車のドアが開く音がして、深澄さんが運転席から出てきた。

　なにをするつもりかと訝しんでいると、彼は私の隣に並び、大きな手で肩をぐっと引き寄せる。

　えっ……？

　母が「まぁ」と色めき立ったような声をあげ、父はぎょっとして、私と深澄さんとの顔を見比べる。

「光里さんを責めないでください。朝まで彼女を引き留めたのは僕なんです。ご心配をおかけして、申し訳ありませんでした」

　深澄さんがそう言って、父に頭を下げる。

「だ、誰なんだ？　きみは……」

「申し遅れました。スカイイーストエアラインでパイロットをしている、深澄鷹矢と申します。光里さんと、結婚を前提にお付き合いさせていただいております」

「けっ、けけ結婚!?」

　説明を求めるように、父がパッと私を見る。

　一瞬迷ったけれど、これは深澄さんなりの助け舟だろう。

　ここは勢いで彼の嘘に乗ってしまった方がよさそうだ。

「そ、そうなのお父さん。まだ言ってなかったけど、私、深澄さんと結婚したいの！」

　父は一瞬気圧されたように見えたが、ぶるぶる首を横に振る。

「許さんぞ、パイロットなんて。忙しくて放置されるに決まってる」

「どうしていつもそうやって決めつけるの？」

「そりゃ、自分が現にＣＡの妻と結婚に失敗しているからに決まってるだろ。どんなに好き合って結婚したって、お互いに忙しいと思いやりも薄れるんだ。だから結婚は許せない。それと、整備士なんてろくな仕事じゃないから早くやめろ」

　……ああダメ。もう限界。

　私の好きな仕事を、一緒に働く仲間たちを馬鹿にされ続けて平気でいられるほど、私は心が広くない。いくら父親でも、こればかりは許せない。

「あなた、その言い草はないんじゃ――」

　思わずと言った感じに口を挟もうとした母を制し、私は父の目前に歩み寄る。わかり合えない悔しさで潤む目に、父の姿を映した。

「お父さんが許そうが許すまいが、私は深澄さんと結婚する。整備士もやめない」

「ひ、光里……」

　今までも多少父への反発は態度に表していたものの、ここまではっきり自分の意思を伝えるのは初めてだった。

　力の抜けた父の手から、はたきが落ちる。

「近いうちにここも出て行くから。……少しは、家事の練習してよね」

　それだけ言うと、父に背を向け深澄さんの隣に戻る。深澄さんの大きな手が頭の上にポンと乗り、まるで『よく頑張った』というように、ぐりぐり撫でられる。

「光里、時間あるならお茶でもどう？　お母さん、彼と話してみたいし」

「うん……。私は、深澄さんさえよければ」

「今日は休みですので、喜んでご一緒しますよ」

　私と母は深澄さんの車に同乗し、三人で近くの喫茶店へ向かうことになった。

　店を離れる時に窓から見た父は、地面に落としたはたきを拾うこともなく、魂が抜けたように呆然としていた。




　喫茶店のそばのパーキングに車を停め、三人で店のドアをくぐる。

　昭和っぽいレトロな内装の中で、背が高く整った容姿の深澄さんと、華やかな母の存在は少々目立つ。私よりも、母と深澄さんがカップルだと言われた方がしっくりくるかもしれない。席について注文したコーヒーが運ばれてくると、私と深澄さんの向かいに座っている母が苦笑しながら話しだした。

「まったくしょうがないお父さんよね。自分が逃げ出した航空業界で働く人間が目の前に三人も現れて、意固地になっちゃったんだわきっと。光里のことを大切に思っているのは確かだけれど、愛情の方向性が完全に間違ってるのよね」

「うん……」

　私だって、父のことは大切だ。本心では、あんなふうに突き放したくなかった。

「お父さんに遠慮して仕事や結婚を我慢する必要はまったくないわ。深澄くんみたいに優秀でイケメンのパイロットには女性たちからの誘惑も多いでしょうから、早めに首輪つけておかないとね」

　母がそう言って、悪いた戯ずらっぽく笑った。今さら結婚話は嘘でしたと言える空気ではなく、反応に困る。

　そんな私をフォローするかのように、深澄さんが話しだした。

「実は、そう思っているのは僕の方なんです。運航整備部は男所帯なので、周りの整備士たちを牽けん制せいするためにも早く結婚しなければと」

「あらあらご馳走様。愛されてるのねぇ光里」

　とろんと目元を緩めて私たちをからかう母に、あはは……と微妙な笑みを浮かべる。

　まったく深澄さんときたら、よくもまぁぺらぺらと嘘をつけるものだ。

　そういえば、昨日のワインバーでも整備部の先輩たちを前に猫をかぶっていたっけ。

　そんなことを思いながら深澄さんを見ていたら、彼は胸ポケットから折りたたまれた書類をスッと出す。

　あれはもしかして……。

「これ、本当はお父さんにお願いするつもりだったのですが……」

　テーブルに広げられた紙は、予想通り婚姻届。母の表情がますます輝き、こちらがなにか言う前にバッグを探ってペンケースを取り出す。

「証人になってくれって言うんでしょ？　喜んでサインさせていただくわ。……でもあらっ？　光里はまだなにも記入していないじゃない」

　そりゃそうである。私だってその婚姻届は今朝初めて見て、未だに戸惑っている最中なのだ。

　にもかかわらずこのタイミングで母の前に出したのは、絶対に深澄さんの計算だ。

　私はじろりと彼をひと睨みしてから、母に返す言葉を必死で考える。

「あっ、えっと……私もお父さんに反対される気はしてたから、説得してから記入するつもりで、後回しにしてて……」

　私にしては、それらしい言い訳がとっさに口から出た。

　母もとくに疑いを抱かなかったようで、「そういうことね」と頷く。

「時間がかかるかもしれないけど、お父さんもきっといつかは認めてくれるわ」

　母はそう言って、婚姻届にサラサラとペンを走らせる。

「うん……ありがとう、お母さん」

　父とのわだかまりは残っているけれど、母だけでも応援してくれているのは心強い。

　深澄さんも最後まで完璧な婚約者を演じ、母は上機嫌で帰っていった。

「すみませんでした、我が家の面倒事に巻き込んでしまって……」

　喫茶店の前で深澄さんとふたりきりになってすぐ、私は彼を見上げて言った。

「気にするな。お父さんにたんか切ったお前、カッコよかったぞ。それに――」

　言葉を切った深澄さんは、探るような目で私を見下ろした。

「俺と結婚すると、はっきり宣言したよな」

「あっ、あれはその、売り言葉に買い言葉と言いますか……」

「だとしても、お父さんもお母さんも本気にしてる。婚姻届にサインまでもらっておいて、今さら撤回できないだろ」

　彼の冷静な指摘に、ぐっと言葉に詰まる。

　深澄さん、まさか最初からこうなると予想して私を助けたのだろうか。

　まんまと彼の術中にはまってしまった気がして俯くと、彼の手がそっと私の顎を引き上げた。

「お前がただの勢いだったとしても、後悔させるつもりはない。観念して俺のところに来い」

「深澄さん……」

　トクン、と胸が鳴る。

　住む世界の違う、エリートパイロットの彼との結婚生活を今まではうまくイメージできなかった。でも今は不思議と……悪くないんじゃないかって、思い始めている。

　深澄さんの手を取ってみたいという思いが、遠慮がちにだけれど、私の胸をつつく。

「本当に、私なんかでいいんですか？」

「ああ。――お前がいい」

　私の不安を払しょくするように、深澄さんがはっきり告げる。

　ここまで言ってくれているのだ。私もいい加減、覚悟を決めなくちゃ。

　今さら実家には住み続けられないし、これは恋愛結婚でなく、利害一致の契約結婚。

　こうなったら、契約結婚のメリットを最大限生かして、深澄さんから仕事のことを色々学ばせてもらおう。

「ふつつかものですが、よろしくお願いします」

「よし。交渉成立」

　緊張気味に挨拶をした私に対し、どこか事務的な態度の深澄さん。

　彼の目的は女性除けと、ご両親を安心させることなのだから当然だ。

　少しドキドキしていたけれど、そんなに身構える必要もないのかもしれない。




　とりあえず結婚についてお互いの意思が確認できた後も、父のいる模型店にはすぐに帰りづらくて、深澄さんをパーキングまで見送ることにした。

「私も深澄さんのご両親にご挨拶しないとですね。ご両親はなんの仕事をされてるんですか？」

「父は航空専門学校の校長。母も同じ学校で講師をしてる」

「ということは、もしかして前職は航空業界ですか？」

　私の通っていた専門学校でも、講師は航空業界である程度経験を積んだか、もしくは現役で活躍しており出向で講師の仕事をしているという先生が多かった。

「ああ。父は元パイロット、母は元グランドスタッフだ」

「やっぱり……！　深澄さんは航空業界のサラブレッドだったんですね」

「お前も似たようなものだろ」

「いえいえ、うちの父は今やただの模型好きのおじさんなので、やっぱり違いますよ」

　現役を退いてからも未来の航空業界を担う若手を育てる仕事をしているなんて、素敵な人たちなんだろうな。私たちの関係をあまり突っ込まれたら困るけれど、話をするのは単純に楽しみだ。

「今度予定を聞いてみる。お前はとりあえず荷物まとめて引っ越してこい。これ、鍵な。コンシェルジュには話をつけておくから」

　深澄さんはズボンのポケットからキーケースを取り、いくつかある鍵の中から重厚なディンプルキーをはずし、私の手に乗せる。

「言っておくが、女に合鍵を渡すのは初めてなんだ。くれぐれも悪用しないように」

「し、しませんよ！　厳重に管理します……」

　小さな鍵をギュッと胸に抱いて神妙に頷く。

　確かに、この鍵を失くしたりしたら大変だ。深澄さんに憧れる女性たちなら、喉から手が出るほど欲しいだろうから。

「じゃ、最後に連絡先教えろ」

「あっ、そういえばまだでしたね」

　お互いスマホを突き合わせて、電話番号とメッセージアプリのＩＤを交換する。

　その時、ふとキーンというエンジン音が聞こえたので空を仰ぐと、夏の晴れた空を一機の飛行機が横切っていた。

　あの大きさは長距離用。海外に飛んでいくんだな、きっと。

「いつ見てもカッコいい……」

　そう呟いた瞬間、不機嫌そうな深澄さんの顔が私の視界に入ってきて、空が見えなくなる。

「ちょっと、せっかく飛行機を見てたのに――」

　文句を言っている途中で深澄さんの顔が迫ってきて、えっ？と思っているうちに、唇にやわらかい感触が触れた。

　驚きで見開いた目に映るのは、長い睫毛を伏せた深澄さんのどアップ。

　飛行機の音は遠ざかっていき、代わりに自分の鼓動が耳の奥でうるさく鳴り響く。

　こ、これって……キス？

　わけがわからず息を止め体を硬直させていると、深澄さんがそっと唇を離した。私はぷはっと息を吐き、今のはなんですかと尋ねるように彼を見る。

「目の前に夫となる男がいるのに、よそ見をするな」

「え……？」

　そんな説明ではわけがわからないのに、深澄さんはふいっと顔を逸らしてこの場を離れようと歩きだす。

「あ、あのっ！」

　引き留める私の声も、完全無視。彼は背を向けたままひらひらと手を振って、車を停めたパーキングの方へと向かって行く。

「なんなの……」

　思わずそう呟いてみても、戸惑いは膨らむばかり。

　火傷をしたようにひりひりする唇に指先で触れ、私はしばらくその場で呆然としていた。










気になる整備士の彼女――side 鷹矢




　涼野の実家で図はからずもご両親と顔を会わせた翌日は、午後から国際線の乗務だった。

　搭乗便の一時間半前に空港に到着し、着替えを済ませてから、ブリーフィングと呼ばれる搭乗前の打ち合わせを行うオフィスに到着する。すると、俺の姿を見つけたとある機長が不満げな顔をして近づいてきた。

「ちょい深澄、お前のせいで俺がＣＡ軍団に文句言われたんだけど」

　肩に四本ラインの肩章が入ったシャツを纏い、少々長めの髪を後ろに流した垂れ目のこの彼は、三つ年上の若手機長、服はっ部とり夕ゆう飛ひさん。いつもこうして気軽に話しかけてくる気さくな機長だ。しかし、コックピットでの彼は別人。ベテラン機長に引けを取らない冷静さで、どんなイレギュラーにも涼しい顔で対処する。

　彼とフライトが一緒になった日は、いつも彼の操縦技術、そして緊急時の対応を細かに記憶し、自分の糧としていた。

「文句……心当たりありませんね」

　しれっと答えてパソコンを開き、気象情報や滑走路の使用状況、燃料や積載物のデータを確認する。これから別の機長に挨拶をしてフライトプランを話し合うため、服部さんの雑談に付き合っている暇はなかった。

「よく言うよ。ＣＡ軍団、超～おかんむりだったぞ。気まぐれで整備士の女の子に手を出すなんて、いくらお前でも趣味が悪いって」

「気まぐれじゃありません。結婚するので」

「はぁ、そりゃおめでとさん……って、えっ？」

　服部さんがぽかんと口を開けたのとほぼ同時に、今日のフライトを共に担当するベテランの亘わたり機長がオフィスに入ってきた。俺は服部さんをその場に残し、亘機長のもとへ挨拶をしに向かった。

　今回担当する便は、羽田発、ロサンゼルス行き。到着後は現地に二泊ステイし、羽田に帰ってくるのは三日後になる。

　俺のように国際線と国内線の両方を担当するパイロットのスケジュールは、かなり不規則。今まで付き合った恋人とも、俺の勤務体系に不満が溜まって彼女の方が耐えられなくなるというパターンが多かった。

　自然と結婚からも縁遠くなり、三十を過ぎた頃からしびれを切らした両親に見合いを勧められては断っている。一度会っただけの女性と結婚するなんてごめんだし、なにより俺には、ここ半年ほど気になる相手がいた。

　それが、運航整備部の涼野光里である。

　彼女は入社した当初から、真面目で呑み込みが早い優秀な新人だと噂されていたが、俺が彼女を意識したきっかけは、半年前のほんのささいな出来事だった。

　俺が、出発前の外部点検を行っていた時である。まだ半人前の涼野は先輩整備士を伴って熱心な目で機体の各パーツを点検しており、俺はその様子をなにげなく視界に捉えながら、自分の目で機体を確認していた。

　目立った損傷やオイル漏れはなかったので安心してコックピットに戻ろうとしたその時、涼野もまた点検作業を終え、先輩から『合格』のひと言をもらっていた。

　彼女はその瞬間パッと破顔し、くるりと後方の巨大なエンジンを振り返る。そして回転するファンを囲む外側の丸いカーブに手を添え、思わずと言った感じにチュッと唇を寄せた。

　その光景を見た瞬間、俺の心臓が大きく飛び跳ねる。そして同時に、甘くて、それでいて焦れったい、恋愛特有の面倒くさい感情が心の内に湧きだすのを感じた。

　涼野の姿は全身ツナギで頭にはヘルメット、足元は安全靴、化粧っ気もない。

　にもかかわらず、明らかに、そして急速に彼女に惹かれていく自分を感じ、少々動揺する。

　これからフライトなのに、なにを浮ついているんだ……。

　胸の内で自分に突っ込み平静を取り戻そうとする。

　しかし、どこかヤンキー風の先輩整備士が『大事な機体を汚すなよ』と、ヘルメットの上から彼女を少し小突いただけで、不穏な苛立ちに襲われた。

　これは、かなり重症なのでは？

　自問自答しながらも、のんびり涼野を見ているわけにもいかず、コックピットへ戻った。




　その後も、彼女がライン整備の担当だとついついその姿を目で追ったり、無線越しに聞こえる声にどきりとしたり。どうやら完全に落ちてしまったらしいと自覚しながらも、積極的な行動には出なかった。

　パイロットの仕事は過酷だとよく言われるが、整備士も似たようなもの。その職業に就いたところがスタートで、一生勉強を続けなければならない。整備関連の勉強はもちろんだが、旅客機の製造元は欧米諸国であるため、そのマニュアルはすべて英語表記。

　英語力がなければマニュアルさえ読めないのである。

　まだ若い涼野は、他にも吸収しなければならないことがたくさんある。食事やデートに誘ったところで応じる余裕があるとも思えないし、真剣に整備を学んでいる途中の涼野を変な風に刺激したくない。

　そんな思いから、彼女を気にかけつつも直接声をかけることはない日々を送っていたのだが――。

『いっそ家を出ちゃおうかな……』

　ワインバーで偶然居合わせた涼野の口から、意外な言葉を聞いた。彼女の父親が整備士の仕事をよく思っておらず、実家が勉強しづらい環境にあるそうだ。

　せっかく本人にやる気と素質が備わっているのに、勿体ない。そんな同情心を抱くと同時に、だったら俺が支えてやればいいじゃないかと思いつく。

　職種は違うが、機体について深く理解していなければならないのは、整備士もパイロットも同じ。朝一番にコックピットの機材を立ち上げるのは整備士であるし、整備責任者が航空日誌にサインしなければ俺たちパイロットは飛行機を飛ばせない。

　俺のそばにいれば、整備士として成長を望む涼野にとってきっとメリットがある。

　同居……いや、いっそ結婚の方がいい。ＣＡたちからちやほやされるのにはうんざりしていたし、涼野の職場は男ばかりの運航整備部。彼女の同僚たちのことも牽制したい。

　一瞬にして脳内でそんな打算を繰り広げた俺は、涼野に契約結婚を提案。最初は拒んでいた涼野だが、整備士の仕事を蔑ないがしろにする父親と言い合いになり、勢いとはいえ俺と結婚すると宣言し、最終的に家を出て俺のもとに来ることを決意してくれた。

　一緒に住むことで仕事や勉強のサポートをするのはもちろんだが、涼野を女として開花させていくのも楽しみである。俺が接近するとすぐ真っ赤になって慌てるところを見ると、男性経験はほとんどないらしい。

　しかし、今のところ彼女の関心事は俺よりも断然飛行機。昨日は空を横切る機体にうっとりした眼差しを送る涼野の表情があまりにおもしろくなくて、衝動的にキスをしてしまった。

　息を止めて目を白黒させる不慣れな様子はかわいらしく、いつかキス以上のことを教えるのは他でもない俺なのだと思うと、優越感でゾクゾクした。

　ロサンゼルスから帰ってきた後は、二日間の連休とスタンバイだ。

　スタンバイとは急な欠員が出た時や、大幅なフライトの変更があった際に、交代要員として待機すること。出社スタンバイと自宅スタンバイのふた通りあり、今回は前者である。

　俺の連休中、涼野の勤務はどうなっているだろう。都合がよければマンションに来させたい。

　しかし、さすがにまだ引っ越しの準備ができていないだろうか？

　昨日一昨日と会っていたのに、すぐにまた顔が見たくなっている自分に呆れる。

　乗務の前に後ろ髪を引かれるような思いに駆られるのは初めてで、コックピットに入った後は、いつも以上に計器類を入念にチェックする。その最中だった。

「そういえば深澄くん、きみの機長昇格訓練は九月から始めようと思うがいいな？」

　左手の機長席に座る亘キャプテンが、そう言って俺を見た。五十代後半に差し掛かった彼は、白髪交じりのオールバックがトレードマーク。いつでも冷静沈着だが冷たいわけではなく、俺たち副操縦士の意見にもきちんと耳を傾け、コックピットから下りると途端にニコニコ優しい顔になる。空港スタッフの皆から慕われているキャプテンだ。

　今回のフライトは、往おう路ろの操縦を俺が、復ふく路ろを亘キャプテンが担当する。

「はい。よろしくお願いします」

　機長になることは、子どもの頃からの夢。

　両親はもちろん喜ぶだろうし、涼野とも喜びを分かち合いたい。

「期待してるよ」

　俺自身も尊敬している亘キャプテンからの励ましに、気持ちを引きしめる。

　近いうちに、仕事もプライベートも大きな変化を迎えることになりそうだが、きっとうまくやってみせる。

　そうこうしているうちに整備士から出発五分前を告げる無線が入ったので、管制官にプッシュバックの許可を求める。飛行機は自力でバックできないので、トーイングカーという特殊車両で誘導路まで押し出してもらうのだ。

　その後も絶えず管制官とやり取りしながら、滑走路まで地上走行する。まっすぐに伸びた滑走路に障害物がないことを確認して待機していると、管制官から離陸の許可が出る。

　風は弱く、穏やかな空だ。夏に遭遇しやすい積せき乱らん雲うんの情報も、今のところない。

　離陸態勢に入ると、操縦を担当する俺の横で、機長が速度計をモニターしながら速度をコールする。徐々に激しさを増すエンジン音は、飛行機自身の「飛ぶぞ」という意思を代弁しているようだと、いつも思う。

　――安心しろ、俺が気持ちよく飛ばしてやる。

　機体の声に応えるようにそう思うのも、離陸時のルーティーンだった。

　俺も涼野に負けず劣らず、馬鹿みたいに飛行機が好きなのだ。

　そうして機長と連携を取りながら、スカイイーストエアライン羽田発ロサンゼルス行きの便は、空へと飛び立った。




　三日後の午前中、フライトバッグに入りきらないほどのロサンゼルス土産と共に、予定通り羽田に帰ってきた。フライト終了後の報告業務、デブリーフィングを終えて制服から私服に着替え、帰る前に運航整備部のバックオフィスを覗いた。

　整備の仕事といえば現場で実際に飛行機を点検、修理するのをイメージしがちだが、現場の整備士だけで仕事が成り立っているわけではない。

　機体の不具合の内容や必要な部品、修理にかかる所要時間などの情報を管理し、必要に応じて現場の整備士と無線で情報交換するというような、裏方仕事もある。それを行うのがここ、バックオフィスと呼ばれる場所なのだ。

　しかし、とりあえず涼野の姿はなさそうだ。俺はその足で、今度はオフィスに併設した格納庫ドックに移動した。

　涼野が担当するライン整備よりも大掛かりなドック整備を行う場所で、機体整備の他、各種システムの整備、客室のシートの交換など、その内容は多岐にわたる。

　俺はヘルメットを借り、巨大な機体の周囲に足場を組んで作業に当たる整備士たちを横目にフラフラ辺りの様子を窺う。

　すると、移動式の階段の陰で誰かと話し込む涼野を見つけた。

　腕組みをして涼野の前に立つのは、ワインバーで彼女の隣にいた、ベテラン整備士の最上さんだ。見た目は完全なるオッサンだが、整備の腕は一流。涼野の仕事をチェックしているのも大体が責任者の彼だ。

　常に大きな音が響いている格納庫なので声は聞こえないが、ふたりの顔は真剣。俺の存在は仕事の邪魔でしかないと今さらのように気づいて、そそくさと踵を返す。

　そもそも彼女のシフトを知らないのに、格納庫まで来るなんて、よく考えればやりすぎだ。連絡先は知っているんだから帰ってから電話すればよかったのに、考えるより先に足が向いてしまった。

「深澄さん？」

　人知れず気まずくなり出入り口に向かっていた途中で、彼女に呼び止められた。

　振り向くと、少し離れた場所にいた涼野が小走りで近づいてくる。

「どうしたんですか？　なんで格納庫に？」

　小首を傾げてキョトンとする姿は、まるで小動物のよう。二日ぶりに会うのもあって愛おしさが爆発しそうになるが、仕事中の彼女を煩わせるわけにはいかない。

「別になんでもない。仕事の邪魔になるだろうから、もう帰る。ロス帰りで眠いんだ」

「あっ、だったら一緒に帰りませんか？　私も夜勤明けで、さっき仕事終わったところなんです」

「……ああ、いいけど」

　夜勤明けだったのか。拍子抜けしてそっけない返事になったが、彼女と仕事終わりの時間を共有できる事実に胸は躍っていた。

　しかし、彼女から誘ってくるなんて意外だ。先日のキスが効いたのだろうか。

「じゃ、すぐ片付けと着替え済ませてきますね。ここは暑いしうるさいので、オフィスの方で待っててください」

「ああ」

　自分の名前が入ったツールボックスを片手に、涼野は工具置き場の方へ走っていく。

　整備士にとって、工具の管理はとても重要なこと。巨大な旅客機を構成する部品はひとつでも欠けたら不具合の原因になる可能性があるため、うっかり紛失した場合、見つかるまで整備部総出で探さなければならない。機体のどこかに工具を置き忘れた、なんていうのはもってのほかだ。

　整備士たちも、パイロットとはまた別の緊張感とプライドを持ち、業務にあたっているのだ。

　格納庫にいる整備士たちに改めてリスペクトの念を抱きつつその場を去ろうとしたら、ふと視線を感じて足を止める。

　辺りを見回すと、さっきまで涼野と話していた最上さんが険しく眉間を寄せてジッとこちらを見ていた。仕事の邪魔だと言いたいのかもしれない。

　俺にもその自覚はあったので、ぺこりと会釈をして足早に格納庫を後にした。

「お待たせしました！」

　十分ほどで、廊下で待っていた俺のもとに涼野がやってきた。

　今日の彼女はフリルのついた白の半袖ブラウスに、デニムのショートパンツ、スニーカーを合わせ、大きなリュックを背負ったファッション。肩下までの髪は後頭部の低い位置で団子の形にまとめてある。

　先日と同じく、ボーイッシュな服が好きなようである。

　そんな涼野をＣＡたちは〝小学生男子と見紛うような服装〟と評していたが、お前たちの目は節穴かと言いたい。

　ショートパンツから惜しげもなく伸びている足は細身ながら女性的な丸みがあるし、Ｖ字に切れ込んだブラウスの襟元から覗く鎖骨は美しく、背は小さいくせに、微かに覗く胸の谷間は深い。

　まとめ髪から無造作に落ちているおくれ毛が真っ白な細い首に落ち、仕事中にかいたのであろう汗でいくつか張り付いている。

　これのどこが小学生男子なんだ。タイトスカートにストッキングというわかりやすい艶めかしさより、よっぽど色気を感じる。

「深澄さん？」

「……ああ悪い、考え事をしていた。疲れてるからタクシーでいいな」

　いかにも仕事のことを考えていたように、すました顔をつくって歩きだす。

　涼野はちょこちょこした足取りで隣に並び、俺を見上げる。すました顔が緩みそうになるかわいさである。

「フライトお疲れ様です。ロサンゼルスは暑かったですか？」

「日本より湿度が少ない分過ごしやすかった。これ、土産」

　持っていた大きめの紙袋を、人差し指一本に引っかけて涼野に差し出す。両手で受け取った涼野は驚いて目を丸くした。

「えっ、ありがとうございます……！　わざわざすみません」

「適当に選んだだけだから気にするな」

　そっけない男を装ったが、実は涼野への土産選びにはかなりの時間を費やした。

　彼女の好みをまだほとんど知らないため、チョコレートや化粧品、文房具、ぬいぐるみにマグカップなど、あらゆる商品に目移りしながら、結局気になったものは全部買ってきた。

　同じくロサンゼルスにステイしていたＣＡと店で偶然会ったりすると、誰へのお土産かと探りを入れられた。『運航整備部の涼野光里』と正直に答えると、どのＣＡもそろってぎこちない笑顔になる。パイロットの俺が整備士の涼野に惚れるのがまだ理解できないらしい。

　仕事の上では当然彼女たちを信頼しているし、細やかな接客で乗客をもてなすプロ意識を尊敬もしている。しかし、涼野を見下すような態度だけはいただけない。

　パイロットにＣＡ、整備士だけでなく、グランドスタッフ、ディスパッチャー、管制官といった、空港で働くすべてのスタッフの仕事に上下や優劣はなく、ひとつでも欠けたら飛行機は飛ばせないのだ。彼女たちはそれをわかっているのだろうか。

「ちなみに、これからの予定は？」

「今夜も夜勤なので、軽くなにか食べたらシャワーを浴びて寝て、出勤前にまたちょっと食べて出かけるって感じですかね」

　人のことは言えないが、やはり不規則な勤務である。物理的に生活がすれ違うのは目に見えているので、契約結婚という手段を選んで、やはりよかったと思う。

「じゃ、実家に送ればいいんだな？」

　時間があるなら食事に誘うかマンションに連れ帰るかしたいところだったが、今夜も仕事なら無理はさせられない。

「ええと、本当はそうなんですけど……これから、深澄さんのお宅に行ってはまずいでしょうか？　必要な着替えとかはこのリュックに入っているので」

　涼野が遠慮がちに、俺の顔を覗く。俺にとっては渡りに船だが、初う心ぶな涼野のことだ。暗に俺を誘っているわけではないだろう。一緒に帰ろうという提案からして彼女らしくないし、単に実家に帰りたくないのかもしれない。

「相変わらずお父さんと気まずいのか？」

「……はい。父がギターを片手に歌う話は前にしましたっけ？」

　なんだそれ……初耳だ。

　模型店で会った時、七十年代に流行したヒッピーファッションに身を包んでいた彼女の父親を思い出す。あの格好で歌うのか……そりゃ、勉強の邪魔だな。

「聞いてないけど、まぁいかにも歌いそうなお父さんだよな。それがどうした？」

「今まではわりと明るい曲調で愛だの平和だの歌っていたんですけど、それがこないだの一件以来、『あ～、親より男を取る我が娘～♪』みたいな、恨みがましい歌ばかりになっちゃって、煩わしさが倍増しているんです」

　本気で困っている涼野には悪いが、想像したらつい噴き出してしまった。

　彼女の父親は俺が思っている以上に強烈なキャラらしい。いつかは打ち解けてみたいものである。

「それは災難だな」

「だから、すぐにでも荷物を移して深澄さんのマンションに移りたいと思っているんですが、ご都合はどうですか？」

「俺は一向に構わない。というか、鍵を渡してあるだろう？　俺が仕事でいなくても勝手に入って引っ越し作業を進めていいし、泊まりたければ泊まっていい。そのための鍵だ」

「よかった……！　ありがとうございます」

　涼野は表情を緩め、俺にペコッと頭を下げる。助けになることができて光栄だが、便利な駆け込み寺のように思われているだけでは不服である。さて、どうやって意識させようか。

　やがてタクシー乗り場に着いて、涼野と並んで後部座席に乗り込む。

　運転手にマンションの場所を告げシートベルトを締めると、俺はシートの上に軽く置かれた小さな手をギュッと握りしめた。

　窓の方を向いていた涼野がぐるっと首を動かしてこちらを向き、俺の顔と握られている手を交互に見て、戸惑いの声を漏らす。

「あ、あの……この手は？」

「嫌ならほどけばいい」

「そうじゃなくて、なんで繋ぐのかなって……」

　本当はわざわざ聞くのも恥ずかしいのだろう。涼野の頬は徐々に赤く染まり、眉が頼りなく八の字になってくる。その顔、加か虐ぎゃく心しんを煽るからやめろって。

「契約結婚とはいえ夫婦になるんだから、たまには親しそうな演技をしないとな」

　彼女を苛めたい気持ちをセーブし、もっともらしい理由を告げる。

「その理屈だと、こういう誰も見ていないところで演技しても意味ないんじゃ……？」

　車内をキョロキョロして首を傾げる涼野。その仕草もまたかわいくて、こいつのことなら永遠に眺めていられるなと、頭の隅で思う。

「意味はあるだろ。日頃からこういうスキンシップに慣れておけば、人に見られている時の演技にも説得力が増す」

「……は、はぁ」

　強引にこじつけた俺の理論を聞き、涼野はわかったようなわかっていないような、微妙な顔をする。

　ま、これから嫌でもわからせてやる。強引に手を繋いだり不意打ちのキスをしたり、契約結婚だなんて回りくどいアプローチをしたりするのは、彼女の心を手に入れるために蒔いた種のようなもの。種は成長していく過程で蔓つるのように彼女の心に絡みつき、気が付いた時にはもう俺から逃げられない。

　少々サディスティックな思考を巡らせながら、無造作に握っていた彼女の手にするりと指を絡めて握り直す。緊張で身を硬くし俯く涼野だが、その耳は真っ赤。いつかそこに噛み付いて啼かせたいと思いながらも、今はまだ手を握るだけでなんとか耐えるのだった。










お芝居の愛に惑わされ




「こんな色、私に似合うでしょうか？」

　夜勤明けにやってきた深澄さんのマンション。そのリビングで、お土産の中にあったリキッドタイプの口紅を手にした私は思わず呟いた。ラズベリーのように鮮やかな、赤とピンクの中間色。見ている分には綺麗だけれど、自分に似合うとは思えない。

　それに、整備の仕事は汗だくになるので、メイクは色のついた日焼け止めをサラッと肌に塗って眉毛を描くくらい。唇には無色のリップクリームを塗るだけだ。こんなに素敵な口紅をもらっても、つける機会がない。

「似合うと思ったから買ってきたんだ。試しに塗ってみろよ」

「えっ？　でも……」

「モタモタするなら貸せ。俺がやる」

　キッチンでお茶を用意してくれていた深澄さんが、木製のトレーを手にリビングにやってくる。そこにのっていたのは、氷とレモンスライスが涼しげな琥こ珀はく色のアイスティー。それに、彼がお土産に買ってきてくれた四種類のカップケーキだ。

　美味しそう、と目を奪われていると、トレーをテーブルに置いた深澄さんが私の手から口紅を奪った。

　ソファに座る私の目の前に跪ひざまずき、チップと一体になった蓋を開けて、私の唇をジッと見つめる彼。切れ長の目を細めた真剣な眼差しにドキッとして、どこを見たらいいのかわからない。

「上唇は薄めで、下唇だけ厚いんだな……」

　誰にともなく呟き、深澄さんがそっとチップを私の唇にのせる。下唇の中央から、ゆっくり口角に向かって移動するチップの感触がくすぐったいやら恥ずかしいやら。

　さっさと自分でやってしまえばよかったと、今さらのように後悔した。

「次、上な」

　同じ要領で、上唇をなぞるように深澄さんがチップを滑らせる。暴れまくる心臓の音を聞きながら、早く終わってと祈るように思った。

「……いいな。お前、背は低いけど顔はお母さん似だから、派手な色も似合う」

　やがて、深澄さんがそう言って満足げに微笑んだ。

　どうせお世辞だろうと思いながらも照れくさくて、深澄さんからふいと顔を背ける。

「絶対嘘です。唇だけ浮いてるんじゃないですか？」

「待ってろ。今、鏡を持ってきてやるよ」

　口紅の蓋をキュッと閉め、深澄さんが立ち上がる。そして壁の木製棚に飾ってあった大きめのテーブルミラーを持ってくると、ローテーブルに置いた。

　映り込んだ自分の顔に目を凝らすと、意外にも悪くない。そして、唇だけとはいえこうした鮮やかな色のメイクをすると、自分でも母に似ていると改めて気が付いた。

　ちょっとした感動に包まれて鏡を見つめ続けていると、いつの間にかソファの背後に回っていた深澄さんが、背もたれに両手を突いて身を屈め、私の顔のすぐ横で一緒に鏡を覗いていた。

「ほら、美人だろ」

　なぜか得意げに言い放つ深澄さん。美人だなんてとんでもないし、それを言うなら深澄さんの方がよっぽど綺麗な顔だ。

　ただ、口紅の色が似合うというのは納得だった。

「確かに、変ではないですね……」

「キスしていいか？」

「はっ？」

　パッと深澄さんの方を向いたら、思ったより至近距離に彼の顔があって動揺する。

　鼻先が触れ合いそうな距離で視線が絡み、深澄さんの醸かもし出す甘いムードに流されそうになる。しかし唇が重なる寸前でハッと我に返り、首を左右に振った。

「ダメです！」

「……そう言われても、この距離で止まるなんて無理」

　深澄さんは囁き声で宣言するなり、強引に私の唇を奪った。

　塗ったばかりの口紅のせいか、お互いの唇が吸い付くように密着し、ぶわっと顔に熱が広がる。

　先日のキスといい、どうして深澄さんは私に迫ってくるの……!?

　契約結婚を持ちかけてきたのはお飾りの妻が欲しいからで、それ以上でもそれ以下でもないはずでしょ？

「んっ、やめ……んぅっ」

　一度唇が離れた隙に逃れようとしたけれど、すぐにまた角度を変えて彼の唇が覆いかぶさる。思わず目を閉じると、キスの感触や深澄さんの吐息の熱さがよりはっきり伝わってきて羞恥に拍車がかかる。だからといって目を開けたら、今度は深澄さんの蕩けそうな視線に捕らえられてしまうので、どちらにしろドキドキしてしまう。

「なん、で……っ」

　浅い呼吸で胸を上下させ、涙目になりながら訴える。しかし深澄さんがその問いに答えてくれる様子はない。深澄さんほどの人ならもっと慣れた女性を相手にすればいいのに、どうして私なんか……。

　ぐるぐる考えてパニックになっているうちに、深澄さんがようやくキスをやめてくれた。それから親指の腹で、私の上唇の輪郭辺りをふにっと押す。

「せっかく綺麗に塗ったのに、キスのせいではみ出しちゃったな」

「それを言うなら深澄さんだって……唇についちゃってます」

　キスしたせいで彼の唇にも口紅の色が移って、もともとセクシーな唇がさらに艶なまめかしく光っている。うう、なんて目の毒なの……。

「自分じゃ見えないから取ってくれ」

「えっ？　ええと、ティッシュはどちらに？」

　キョロキョロ部屋を見回すと、深澄さんが自分の唇をトントンと人差し指で示す。

「舐めてくれればそれで済むだろ」

「そんなことするわけないでしょう！」

「残念。じゃ、これ飲んだらゆっくり風呂に入って寝ろ。お前の部屋は東側の洋室にするつもりだけど、まだベッドがないから俺の部屋を使え。お前が寝てる間になんか食べられるようにしておく」

「あ……りがとう、ございます」

　キスの余韻などすっかり消して、深澄さんがアイスレモンティーのグラスを私の手に渡す。

　慌てまくっている私に対し、深澄さんがいたって普通の態度でいるのは、単に経験値の差だろうか。国際線でバンバン海外を飛び回っている彼にとっては、キスも挨拶と同じとか？　毎日挨拶代わりにキスをされるのは、さすがに困るんだけど……。

　気まずさをごまかすようにグラスに口をつけると、よく冷えたレモンティーがのどを潤していった。




　入浴の後はしっかり八時間ほど睡眠をとり、十八時すぎに目覚めた。

　スッキリした気持ちでリビングダイニングを覗くと、ダイニングテーブルには深澄さんお手製の料理が並んでいた。

　目玉焼きののったガパオライスに、エビとパクチーたっぷりの春雨サラダ、辛そうなトムヤムクン風のスープ。どうやらエスニック系のメニューで統一したようだ。

「すごいですね、レストランみたい」

　椅子に座ろうとしたら、深澄さんがさりげなく背後に立って椅子を引いてくれる。

　男性にエスコートされることに慣れていないので、そんな風にされると気恥ずかしい。おずおず席に着くと、深澄さんも正面の席に座った。

「料理は趣味でね。海外のあちこちへ行くたび、そこで食べた料理の味を覚えて自宅で再現するのが楽しみなんだ」

　続けて「どうぞ」と促され、「いただきます」と手を合わせた。スプーンで目玉焼きの黄身を破いて、ガパオライスと一緒に口に入れる。ピリッと辛い中にナンプラーの独特の風味を感じ、癖になる味だ。

「意外です。パイロットは皆さん和食を恋しがるものだとばかり」

「もちろんそういうパイロットも多いけど、俺はむしろ色んな食文化に刺激されていたいタイプだな。まだ訓練生の頃、インドの屋台で食事したら帰りのフライトで腹が痛くなって、機長に大目玉食らったこともある」

「ええっ！　そりゃ怒られますよ……」

　深澄さんは訓練生の頃から完璧なエリートだと思っていたから、驚いた。

　彼も恥じ入ったように苦笑する。

「だよな。あの頃は完全にパイロットとしての自覚が足りてなかったんだ。もちろん、それ以来怪しいものには口をつけないようになったけど。だから家でもわりと自炊するんだ。自分の作ったものなら安心だろ？」

「なるほど……」

「で、味はどうだ？」

　深澄さんに改めて聞かれたその時、私のガパオライスはほとんどなくなっていた。

　美味しすぎて感想を伝えるのも忘れていたらしい。

「ごらんの通りです。すっごく美味しい！」

「それは光栄だ。整備の仕事は体力勝負だろうから、たくさん食べておけ」

「はい！」

　人にご飯を作ってもらうのって、なんて幸せなんだろうか……。

　私が夜勤前だろうがなんだろうが『俺の晩メシは？』と呑のん気きに聞いてくるヒッピーな父との生活を思い出すと、やっぱりここへ来てよかったと思う。

　もちろん、深澄さんだって忙しいんだから甘えてばかりではダメだけど、自分のことが自分でできる人と暮らせるだけで、だいぶ快適だ。それに……。

「さて、今日は何の話をしてほしい？　アラスカ上空でオーロラを見た話とか――」

「深澄さん、燃料投とう棄きのご経験ってありますか？　もしあったら、実際コックピットではどういうやり取りをして燃料投棄に至るのか、ぜひ臨場感たっぷりに聞かせていただけたらうれしいです！」

　どんな質問にも答えてくれるパイロットが目の前にいる状況に、ワクワクして仕方がない。時々甘い言動でからかわれるのは困るけれど、それ以上に彼と飛行機の話をするのが楽しいのだ。深澄さんほどのエリートパイロットは別世界の人だと勝手に思い込んでいたけれど、飛行機を愛する気持ちは私と同じだとわかってからは、前よりずっと親しみやすくなった。

「またお前は色気のない話題を」

「……ダメですか？」

　飛行機が着陸する時の決まりで、『最大着陸重量』というものがある。それより機体が重いと安全に着陸できない可能性があるのだ。そのため、燃料が多く残った状態で緊急着陸する場合、管制の指示で搭載している燃料を機外に放出して重量を減らしてから着陸する。

　専用のノズルが主翼後方に取りつけられており、そこから燃料を空中へ捨てる。といっても高度のある場所で行うため燃料は気化し、地上には影響はない。

　というような基本的な仕組みはもちろん理解しているが、実際にコックピットで一連の操作をするパイロットの話はまだ聞いたことがないので、興味津々だ。

「別にダメじゃない。じゃあそうだな。離陸直後にバードストライクでエンジンをやられて、燃料投棄して空港に逆戻りした時の話がいいか」

「うわ～。それ一部始終をじっくり聞きたいです」

「本当に変なヤツだな。ま、食べながらゆっくり聞かせてやるよ。出勤は二十三時だったよな？　車で送ってやる。帰りも連絡くれれば迎えに行くし」

「えっ？　いいですよ、深澄さんだって海外帰りでお疲れですし」

「俺もお前が寝てる間にソファで仮眠したよ。後はお前を送ってからちゃんと寝る」

「でも……」

　私はベッドでぐっすり寝かせてもらったのに、ソファで仮眠を取っただけの彼に送ってもらうなんて申し訳ない。

「お前を夜ひとりでモノレールに乗せる方が落ち着かないんだよ。俺が勝手にやりたいだけだから、黙って甘えてろ」

　深澄さんがぶっきらぼうに言って、サラダを口に運ぶ。

「落ち着かないって……なんでですか？」

　首を傾げてそう聞いたら、彼はごふっと咳き込んだ。そして水の入ったコップを手に取り、中身をすべて飲み干すとじろっと私を睨んだ。

「お前、鈍いにも程があるぞ」

「えっ？」

　鈍いって、なにに対して？

　ぽかんと間抜けな顔をしていたら、深澄さんはため息をついて苦笑する。

「なんでもない。それより、燃料投棄の話だろ」

「あ、はい……」

　私の頭の中に浮かんでいる疑問符は減らないままだが、深澄さんがせっかく貴重な話を聞かせてくれるのだからと、無理やり気持ちを切り替えた。




　その後、二十三時からの勤務に合わせ、三十分前に到着するように深澄さんが空港まで車で送ってくれた。

　ロッカー室でいつものツナギに着替え、足元は安全靴に。おろしていた髪を後ろで簡単に縛り、イヤーマフを首に提げ、ヘルメットを手に現場に向かう。

　夜勤は昼間より少し体が辛いけれど、空港への発着便がないため、一日働いて帰ってきた飛行機とじっくり向き合えるところが好きだ。

　とはいえ、明日の朝からはまた目まぐるしく飛ばなければいけない飛行機を、ひと晩で整備するのも大変な仕事。エンジン交換など大掛かりな作業が入ってくると、夜勤のメンバー総出で作業に当たる。危険な高所作業などもあるので、無線で細かなやり取りをしながら正しい手順で作業を進め、とにかくミスをしてはならない。

　体力も精神力も酷使するので、無事に仕事を終えた頃にはいつもクタクタ。それでも、万全に整備を終えた機体を見るだけで、胸に清々しい思いがあふれる。

　――今日も頑張って飛ぼうね。

　空が明るくなってきた頃、そう小さく語りかけてやるのが好きだった。




「なぁ涼野」

　夜がすっかり明け、仕事が終わったのは朝の八時。同じく夜勤組だった最上さんと一緒に自分のツールボックスを棚に片付けていたら、隣で私を見下ろす彼が言った。

「これから朝メシ一緒にどうだ？　牛丼とか」

「いいですねー……あ、でも」

　頭にパッと浮かんだのは深澄さんの顔だった。

　連絡すれば迎えに行くと言われていたから、ひと言相談した方がいいかな。

　少しの間考え込んでいたら、最上さんが髭の生えた顎をぽりぽりとかく。

「あー、パイロットの旦那に怒られるか。昨日もわざわざここまで迎えに来てたしな」

「旦那って、まだそんなんじゃないですよ」

　からかわれているだけとわかっているのに、頬が熱くなった。今までの人生で一度も浮いた話がなかったから、こういう時の対応がよくわからないのだ。

「まだってことは、付き合ってはいるんだろ？」

　その問いにも、即座に頷けない。一般的な『付き合う』とは違うだろうし、契約結婚の予定がありマンションに泊まる関係って、なんと説明したらいいのか。

「一応、深澄さんのお宅にこれから引っ越す予定になっています」

「展開早っ。やっぱ、ほぼ旦那じゃねぇか」

　鼻で笑われ、確かに……と思う。けれど、第三者に深澄さんのことを〝旦那〟と言われると、どうにもくすぐったい。だからといって、私と深澄さんは利害一致の契約結婚なんですと明かすわけにもいかないし、困ってしまう。

　照れて俯くばかりの私をジッと見下ろしていた最上さんは、人目を気にするように棚の周囲をキョロキョロした後、急に真剣な声音になって言った。

「なんかあったら、俺らに言えよ」

「えっ？」

「あー、ほら、あれだ。向こうは女扱いに慣れてるだろうが、お前はむしろ経験ないだろ？　だから、男の生態について悩んだら、俺でも石狩でも信濃でも、話聞いてやるから」

　優しい眼差しに見下ろされ、彼の心中をようやく察する。

　上司と部下といえど、気軽に世間話もする間柄の最上さんだから、私の女子力のなさはもちろん知っている。そんな私が深澄さんのようなパーフェクトな男性と暮らすという、普通ならあり得ない事態を心配してくれているんだ。

　なんだか保護者みたいだけど、その優しさは素直にありがたい。

「ありがとうございます。どんなに困っても、石狩さんには相談しない気がしますけどね」

「……だな。自分で言っといてなんだが、アイツには相談せんでいい」

　失礼なことを言い合った私たちは、どちらからともなく噴き出す。

「本人が今の聞いてたら絶対怒りますよ」

「あの細っせー眉を吊り上げて、『なんで俺には相談しなくていいんすかぁ！』って絡んでくるな、絶対」

「その横で信濃さんがおもしろがる図まで浮かんできます」

「俺の想像とまったく同じ」

　あはは、と笑い合って、最上さんと一緒に格納庫を後にする。朝食の約束はまた今度ということになり、彼と別れてロッカー室へ移動した。

　着替える前にスマホを手にし、深澄さんにメッセージを送る。

【仕事終わりました】

　とりあえずそのひと言を送った後、【お疲れでしたらモノレールで帰れますので】と打っている途中で既読が付く。そして間髪を容いれずに返信が。

【すぐ行く。コーヒーが飲みたい気分だから空港内のどっかのカフェで待ってろ】

「えっ。カフェ？」

　すぐに家に帰るものだとばかり思っていたから、しばらくスマホを見つめたまま固まる。

　毎日空港で働いているとはいえ、整備士の私は基本的に格納庫と駐機場、バックオフィス、時々利用する社員食堂を行ったり来たりするだけ。

　あのキラキラと明るい旅客ターミナルでコーヒーを飲むなんて、気後れしちゃうな。

　しかも、深澄さんと一緒になんて……。

　なんとなく気が重くなるが、迎えに来てもらう手前文句は言えない。

　少しはお洒落をするべき？　といっても、服は着てきた白いＴシャツとデニムのサロペットしかないけど……。

　悩んだ挙句、せめてものお洒落のつもりで髪を頭の上でお団子にし、ロッカーの内側にかけてある鏡を覗く。

　やっぱり華やかさに欠ける……。

　ため息をつくと同時に、そういえばと思い出す。

　リップクリームや日焼け止め、アイブロウ、汗拭きシートといった、学生時代からなんの進歩もないメイクポーチの中に、今日はあの口紅が入っている。

　私はリュックからポーチを出すと、華やかな色のスティックを取り出した。

「変じゃない……よね？」

　鏡を見ながら、おそるおそる唇に色をのせた。

　先日深澄さんに言われてから初めて気が付いたけれど、私は母に似てわりと眉や睫毛がしっかり濃いめ。

　だから、唇のメイクだけでも浮くことはなく、華やかな顔になる。

『ほら、美人だろ』

　ふと、脳裏に深澄さんの言葉が蘇る。途端に胸がドキッとして、唇に触れたキスの感触まで思い出してしまった。やわらかくて、温かくて、ほんのり濡れた彼の唇……それが重なるたびに深澄さんの香りに包まれて、胸がギュッとした。

「……な、なにを思い返しているの！　私」

　誰もいないのにひとりで気恥ずかしくなり、ロッカーの扉をばたんと閉める。

　それでも唇に染みついた深澄さんの気配はなかなか振り払えず、暴れる心臓を宥めながら、私はスマホで空港内のカフェの場所を調べ始めた。




　私が選んだのは、スカイイーストの便が発着する第一ターミナルの五階にある、滑走路が見渡せるカフェ。注文したホットのラテを受け取ると、迷わず窓際のカウンター席を選んで、大きな窓から滑走路の飛行機を眺める。

　その中に最新型の旅客機を見つけて、思わずうっとり見み惚とれた。

　エンジンの後ろがギザギザになっているのと、従来の機種より主翼が反り上がっているのがめちゃくちゃカッコいいんだよね。

　しかも、低燃費で音も静か。今一番ハイテクな旅客機と言っても過言じゃないので、ゆくゆくはあの機種を整備できる資格も狙っている。

　先日学科試験を受けた一等航空整備士の資格は別の機種のもの。機種ごとに構造が違うため、一回資格を取ればすべての飛行機を整備できるというわけではないのだ。

「そうだ、深澄さんが来るまで勉強しよう」

　ぼうっと待っていても仕方がないので、リュックから筆記用具とマニュアルを取り出して勉強を始めた。英字の並んだマニュアルは付ふ箋せんとマーカーだらけで、簡単に理解できないこともあるけれど、勉強は苦ではない。

　安全に、快適に、環境に優しく。それらを実現するため、たったひとつの機体にどれだけの工夫が凝らされているのかを知れば知るほど、ますます飛行機を好きになっていくから――。




　どれくらい時間が経っただろう。カフェに流れるピアノのＢＧＭが耳に心地よく、目の前に滑走路が見えるという絶好のロケーションということもあってか、私はかなり集中していた。

　ひと息ついて、ふとカウンターに出していたスマホで時間を見る。すると来た時から一時間以上経過していて、思わず「えっ!?」と声が出た。

「……やっと気づいたか、この飛行機バカ」

　右側から呆れたような声がして、私はパッとそちらを向く。ひとつ間を空けた隣の席に深澄さんがいて、気だるそうに頬杖をつきながらこちらを見ている。カウンターに乗っているアイスコーヒーのグラスはすでに空だ。

　いつからそこに……？

「もしかして、ずっと待ってました？」

「そうだな」

「声かけてくださいよ！」

　深澄さんのマンションから空港までは二十分ほど。駐車場からここへ移動するのにかかった時間を加味しても、三十分以上は待っていただろう。

「お前があまりに真剣に勉強してるから、邪魔しちゃ悪いと思ったんだ。元々コーヒー飲むつもりだったし気にするな」

「気にしますよ……すみません。すぐ片付けますから」

　慌てて勉強道具をリュックにしまっていると、深澄さんが空いたグラスを自分のものと一緒に下げにいってくれる。申し訳なく思いながら目で追っていると、慌てて駆け寄ってきた女性店員が彼からグラスを受け取り目をハート形にしていた。

　深澄さんって、やっぱりモテるんだな。あの店員もまさか彼の結婚相手が私だとは思いもしないだろう。

　どう見ても不釣り合いだもんね……。

　なんとなくため息をついた直後、私はなにを落ち込んでいるんだろうとハッとする。

　別に深澄さんのことが好きなわけじゃないんだから、不釣り合いだろうとなんだろうと関係ないじゃない。深澄さんだって、ご両親を安心させるため、そして女避けのために、結婚したという事実が欲しいだけ。

　だから私が彼に似合っていようがいまいが、悩む必要はない。よね……？

「なにをぼうっとしてるんだ。帰るぞ、光里」

　リュックを背負って席でぼんやりしていたら、深澄さんに肩を叩かれる。

「あ、はい……っ。って今、光里って言いました？」

「ああ。だって光里だろ、お前」

　ついドキッとして尋ねたけれど、意識する私の方がおかしいとでも言わんばかりに、深澄さんは平然としている。

「そうですけど、今までは涼野って呼んでたじゃないですか」

「結婚するんだから名前で呼んだ方が自然だろ」

「でも、私たち親しくて結婚するわけじゃ……！」

　私の言葉にぴくっと眉を震わせた深澄さんは、私の手首をぐっと掴んで自分の方に引き寄せる。店内で急に接近され息が止まりそうになっていると、耳元で彼が言う。

「でかい声で俺たちの本当の関係を暴ばく露ろするな。親しいフリしとかなきゃ、周りに変な風に思われるだろう。空港ではとくに派手にアピールしておかないと」

「アピール？」

「そうだよ。ほら行くぞ」

　ぽかんとしているうちに、深澄さんが私の手をギュッと握って店の出入り口に向かって行く。これじゃ完全に仲良しカップルの空港デートだ。試しに手をブンブン振っても彼の手は離れそうになく、頬に熱がのぼっていく。

　駐車場に繋がる二階に下りてもずっとその状態なので、私は思わず慌てた。ここは出発ロビーの階なので、スカイイーストの関係者もウロウロしている。

　深澄さんはアピールだと言うけれど、彼に憧れるＣＡやグランドスタッフたちが通りかかって手を繋いでいるところを見られたらと思うと、こちらは気が気ではない。

「あ、あのう、そろそろ手を離して……」

「お、ちょうどいい。スカイイーストのＣＡ集団が前から来たぞ」

「えっ!?」

　放してもらおうと思ったのに、深澄さんはますます繋いだ手に力を籠める。

　ぎょっとしながら前方を見ると、出発ロビーの明るい通路をひときわ華やかに彩る五、六人のＣＡたちが、美しい笑顔を湛えながらちょうどこちらに歩いてくるところだった。

　私は存在感を消して彼女たちに道を譲りたいのに、深澄さんは彼女たちのいる方向へわざと足を進めだす。

　散歩を拒否する犬のごとく抵抗してみたが、男性の力に敵うはずもない。

　私は彼の手に引っ張られ、無情にもＣＡ集団のもとへ連れて行かれた。

「あら、お疲れ様です深澄さん。今日はオフだったんじゃ？」

　集団の先頭にいた、三十代前半と思われるＣＡが足を止め、彼に挨拶する。

　スカイイーストのトレードカラーである黄色のスカーフに、タイトな黒のスーツ。きっちりまとめた髪に華やかなメイク。彼女と同じ性別だというのがおこがましく感じるほど、その姿は美しい。

「高たか城ぎ、お疲れ。俺は休みだが、彼女が夜勤だったから迎えに来たんだ。なぁ光里」

　声をかけてきた女性は高城さんと言うらしい。深澄さんがくいっと私の手を引っ張り、甘い声を出す。

　私に話を振らないで……。

　内心そう思いつつ、高城さんにおずおず目を合わせる。

「ど、どうも、お疲れ様です……」

　顔を上げた時、高城さんは笑顔こそ崩さないものの、口の端を一瞬ひくっと震わせたような気がした。

　これ以上彼女たちを刺激しないように、さっさと帰りましょうよ……。

　声に出さずに訴えても届くわけがないが、思わず心の中で叫ぶ。

「本当だったんですね、深澄さんがちょっと風変わりな女性とお付き合いしてるって」

　高城さんは人を小ばかにするように鼻を鳴らしてそう言った。

　後ろに従う若いＣＡたちも、クスクス忍び笑いをする。あからさまに嫌な感じだ。

　しかし、完璧な美しさを毎日維持している彼女たちの努力を思うと、私のように見た目に構わない女は風変わりと評価されてもおかしくない気がした。

　ちょっと唇になにか塗ったぐらいで変わるわけないもんね……。

　今までそんなこと気にならなかったのに、妙に劣等感を覚えて俯いたその時、頭の上にポンと深澄さんの大きな手がのった。

「ホント、風変わりで飽きないんだコイツ。男ってものをなにも知らないから、開発していくのが楽しみで仕方ない」

　そのままぐいっと私の頭を引き寄せた彼は、髪の上から私の額辺りにチュッとキスをした。

　ＣＡたちの目前、というかそもそも公衆の面前でそんなことをされるとは想定外で、一瞬頭がショートする。若いＣＡたちから「きゃぁっ」という悲鳴が上がり、高城さんも信じられないというように目を見開く。

　時間が経つにつれ恥ずかしさを自覚して、湯気が出そうなほど顔が熱くなった。

「じゃ、俺たちはこれで。……家に帰って続きしような」

　私の頬を撫で、深澄さんが妖しげな囁き声を出す。

　もう、これ以上変なこと言わないでよ～！

　いくら私の役目が女避けだからって、お芝居が過剰にもほどがある！

　ＣＡたちはもはや若干引き気味で、手を繋いで目の前を通り過ぎる私たちに生暖かい視線を送っていた。

「深澄さん、いくらなんでもやりすぎです！」

　やっと彼に不満を伝えられたのは、駐車場で車に乗り込んでから。

　エンジンをかける前のむわっとした車内で、助手席から運転席の彼を睨みつけた。

「やりすぎ？　あれでも我慢した方だ」

「どこがですか！　手を繋ぐだけならまだしも、あんな場所でキスするなんて……！」

　キスという単語を口にするだけで、また顔が熱くなってくる。深澄さんが飄々としているのも気に食わなくて、言い放った後はそっぽを向いた。

「唇にしなかっただけ偉いだろ？　逆に褒めてもらいたいくらいだ」

「そんなに見境がないなら、あなたに言い寄る女性たち全員に応えて差し上げるくらいの方が自分だって満足できるんじゃないですか？　どうしてわざわざ私なんか……」

　そう口にしながら、チクッと胸が痛んだ。自分を卑下したくなんてないのに、深澄さんの前ではどうしても女性らしくない自分が欠陥品のように思える。

　私、いつからこんなネガティブ思考になったの？

　思わず太腿の上で握った手にギュッと力を籠めたら、運転席から身を乗り出してきた深澄さんの影に覆われる。

　目線を上げると、深澄さんの鋭い眼差しに射貫かれた。

　彼の長い指先が、トン、と唇に触れる。

「キスしたい唇がここにしかないからに決まってるだろ。俺を満たせるのは光里だけなんだよ」

　恋人に囁くような蕩とろける甘い言葉が口からサラッと出る辺り、深澄さんはやっぱり経験値が高いのだろう。それがわかっているのに簡単にドキドキしてしまう私とは、やっぱり釣り合わなすぎる。

「そんな風に言われても、信じられるわけ……」

「お前が信じようが信じまいが関係ない。俺はこれからもお前にキスをするし、いつかそれ以上のことも求める」

「えっ……？」

　それ以上、という意味深な言葉にどきりとする。愛のない契約結婚にはあり得ないはずの、愛を確かめ合う行為を想像してしまったからだ。

「聞き返すな。照れるだろ」

　深澄さんが照れる？　そんな馬鹿な……。

　探るように彼の瞳を覗くと、彼の方もまた私を見つめ、視線が絡んで身動きが取れなくなる。直後に衣きぬ擦ずれの音がして、深澄さんがゆっくり私の唇を塞いだ。数秒唇を重ねて一瞬離れたものの、すぐにまた角度を変えたキスが私の呼吸を奪う。

　何度されても慣れないキスに、心臓がはち切れんばかりに暴れる。

　契約結婚の相手に心を乱されたくなんてないのに、彼の唇の熱さに、キスの途中でこぼれる悩ましい吐息に、いちいち感情が昂って苦しくなる。

　こんな感覚は初めてで、自分がどうかしちゃったんじゃないかと不安になる。

「深澄さ……っ、もう、やめて……っ」

　そっと胸を押し返して伝えるも、深澄さんは完全に無視して、ますますリップ音を立てながら激しいキスを繰り返す。もがくように息継ぎをしていたら、それに気づいた深澄さんが、額をコツンと合わせて少しの休息を与えてくれる。

「カフェで勉強してるお前の横顔を見てる時、唇に俺のやった口紅が塗ってあるのに気づいて、たまらない気持ちになった。いつも飛行機ばっかりに向けられているお前の瞳が、少しだけでも俺に向いてくれたようで……ガラにもなく浮かれたんだ」

　自じ嘲ちょう気味に語る深澄さんに、いつもの不遜な様子はない。

　まさか、本心なの？　それともお芝居の続き？

　半信半疑ながらも、胸が微かに揺れ動く。

「だから、今さら結婚から逃げるとかはナシだ。大人しく俺のものになれ、光里」

　強引さの中に優しさをにじませた笑みで、深澄さんが私に言い聞かせる。

　たとえば自分にちゃんと自信のある、さっきの高城さんならこの言葉を素直に受け取って喜ぶのかもしれない。でも、私は整備の仕事しか知らないし、七つも年上で、容姿も経歴も現在の活躍も完璧なエリート副操縦士に気に入られている状況に、正直戸惑う。

　契約結婚は契約結婚でも、時にはこうして恋愛ごっこのようなことをして楽しみたいとか？　そうだとしたら困るけど、でも――。

「逃げませんよ……今さら」

　弱気な声ながらも、自分の意思を告げた。

　どうしてだろう。拒否することもできたはずなのに、私はそうしなかった。

　実家の居心地が悪いだとか、彼のマンションの方が出勤に便利だとか、理由はいろいろある。だけどそれだけじゃない、自分でもコントロールできない感情が、私を深澄さんのそばに留めさせたがっていた。

　深澄さんは不敵に片側の口角を上げ、ようやく私から離れて運転席に戻った。

「かわいくない返事の仕方だけど、まぁ許してやる」

「ちょっと、こっちがどれだけ勇気を振り絞って……！」

　思わず本心を暴露してしまいそうになり、両手で口元を覆う。

　ちらっと深澄さんの方を見ると、にやにやとした笑みを浮かべた彼が言う。

「今の失言はかわいかった」

「あの、別に違いますからね！　勇気っていうのは別に、特別な意味を含んでいるわけじゃなくて！」

「往生際が悪いな。ま、その分攻略し甲斐があるけど」

　慌てる私を鼻で笑い、深澄さんがようやくエンジンをかけて車を出発させる。

　攻略し甲斐って……私のこと、ゲームの敵キャラかなにかと思ってる？

　やっぱり、深澄さんの本心は読めない。

「ちなみに今日はいったん実家に帰って、荷物を整理しようと思います」

「了解。お父さんに邪魔されないよう祈ってる」

　父の話を出されると、途端に気が重くなる。

　私は遠い目をして車窓の方を向いた。

「ギター片手に邪魔される光景しか浮かびませんけどね……」

「お前も歌いながら怒ってみたら？　ミュージカルみたいにうまく話がまとまるかも」

「他ひ人と事ごとだからって適当なこと言わないでください」

「ダメか。ま、すぐには和解できなくてもきっと時間が解決する。結婚したらもちろん俺も歩み寄る努力をするつもりだし、そんなに暗い顔するな」

　ハンドルから片手を離した彼が、手の甲でそっと頬に触れる。

　深澄さんはどこまで本気かわからないけれど、そう言ってもらえただけでふっと気持ちが軽くなった。家族の問題を一緒に背負ってくれる夫の存在って、もしかしてすごく心の支えになるのかもしれない。

　そう思いながら深澄さんの横顔を眺めると、胸がトクンと優しい音を奏でる。

　彼との契約結婚……不安もあるけど、できればうまくいくといいな。

　胸の内でそう呟きシートに深く身を預けると、夜勤疲れと車の心地よい揺れで、間もなく睡魔に飲み込まれていった。










初めての恋の痛み




　夜勤明けの後は大体二連休。その初日に、深澄さんのマンションへ引っ越すことに決めた。今日の昼間、深澄さんは出社スタンバイだが、何事もなければ十五時には終わるそう。その後一緒に区役所に行き、婚姻届を出すと決めている。空欄だった妻の部分もしっかりと埋め、間違いがないか何度も見直した。

　いよいよ、彼の妻になる時が来たのだ。

「お父さん、私もう行くからね」

　十三時頃、家を出る時に一応店を覗いて父に声をかけた。奥のレジカウンター内にいるはずだが返事はなく、夜のうちに荷物を詰めたキャリーケースを引きながら、レジの前まで移動する。

　父はやはりカウンターの中に座っていて、私と目を合わせたくないかのように小さなセスナ機の模型を手入れしている。

　なにも無視しなくたっていいじゃない。

　私だってこんな風に出て行きたくはなかったし、父をひとりにすることだって心配だ。だって、ずっと一緒に暮らしてきた家族だもの……。

　思わず切なくなってきゅっと唇を噛むが、家を出るのはもう決めたこと。

　すぐに気を取り直して顔を上げる。

「五日分くらいのおかずは昨日作って冷蔵庫に入れてあるからちゃんと食べてよね。後、時々電話する」

　そう言ったものの、父が顔を上げるそぶりはない。

　やっぱり、ダメか……。

　肩を落として店の出口へ向かい、自動ドアから外に出たその時だ。

「光里」

　背後から父に呼ばれ、パッと振り返る。

　ゆったりと歩み寄ってきた父は、唐突に「手を出して」と言った。

「えっ？」

　首を傾げながらも言われた通りに片手を出すと、手のひらの上にさっきまで父が持っていたセスナ機の模型が置かれる。

「中、見てみろ」

「中？」

　全長十五センチにも満たないセスナ機なので、目を凝らさなければよく見えない。

　しかし、よく見るとコックピットの窓から小さな人間がふたり覗いていることに気づく。

　ひとりは制服姿のパイロット、そしてもうひとりは……白いベールをかぶったウエディングドレス姿の女性だ。

　模型のセスナに乗れるほど小さいサイズの人間なのでのっぺらぼうではあるが、ふたりともなんとなく幸せそうに見える。

　これってもしかして……。

「深澄さんと私……？　お父さんが作ったの？」

　思わずそう尋ねると、父はくしゃっと目元の皺を深めて苦笑した。

「そう。せっかくだから新居に飾れ。ま、いらんなら捨ててもいいが……」

「捨てるわけないじゃん！」

　思いがけないプレゼントに、自然と目頭が熱くなった。

　父は驚いたように目を丸くするが、手の中のセスナ機を見つめているとますます目が潤んできて、鼻がぐすっと鳴ってしまう。

「ずっと怒ってるんだと思ってたから……うれしい。今日出て行くの、すごい罪悪感あったんだからね」

　こぼれる涙を指先で拭いながら、父に語りかける。

　父は気まずそうに咳ばらいをし、それからゆっくり私の背中に手を伸ばし、優しく抱き寄せる。父の服に染みついた、模型の塗料の独特な匂い。それがやけに懐かしくて、また涙腺が緩んでくる。

「ごめんな光里。男ってのはどうしようもないプライドをなかなか捨てられない生き物でな。お前が一生懸命整備士になろうとする姿が眩しすぎて、実の娘なのに嫉妬してたんだ。お前の夢を素直に応援してやれず、長いこと苦しめた」

「お父さん……」

　まさか、父が私に嫉妬しているなんて思いもしなかった。

　整備士の仕事を応援してくれないのは、母との離婚経験で航空業界に漠然と嫌悪感を抱いているのだとばかり……。

「お前が彼を連れてきた日、お母さんもここへ来ていただろう？　あの後、またひとりで店に乗り込んできて説教された。『光里はあなたの背中を見てきたから整備士になったのに、いつまでひとりで拗ねてるんだ』って。美人が怒るとおっかないよなぁ。だけどそのおかげで、自分の情けなさにやっと気づいてさ」

　父はそっと体を離し、苦笑しながら頭をかいた。

　そうか、お母さんがお父さんを説得してくれたんだ……。

　離婚してもなお両親の力関係が変わっていないことが、娘としてはなんだか微笑ましい。

　そしてそれ以上に、離れて暮らしていてもいつだって私の味方であり続けてくれる母の大らかな愛情に、深い感謝を抱いた。

「お前が整備士で旦那がパイロットとなると、生活リズムは合わないしやっぱり苦労はすると思うけど、光里は俺よりずっと優しくて根性もあるから、幸せになれるって信じてる。もちろん、ここもお前の家だからいつでも帰ってきていいんだからな」

　ポンと肩に手を置き、父がにっこり笑う。私もつられたように口元を緩ませた。

「ありがとう。行ってくるね」

　小さなセスナ機を大事に抱え、父に別れを告げる。

　結婚する前に親子のわだかまりが解けてよかった。深澄さんが帰ってきたら、ミュージカルを演じる必要はなかったって教えてあげよう。

　そんなことを考えながら歩きだし、店から数十メートル離れた頃。

　不意に涼野模型店の方から、ギターの音が聞こえてきた。

　馴染みのあるそのメロディは、『パパパパーン』という音色が印象的な、結婚式の定番クラシック曲。まさかと思って振り返ると、父が私を見送りながらギターをかき鳴らしていた。

「恥ずかしいってば……」

　平日の昼下がり、人通りはそんなに多くないものの、買い物中の主婦や犬の散歩のご老人がキョトンとしながら、演奏中の父を見ている。

　私はくるりと方向転換し、他人のフリをしながらそそくさと実家を離れるのだった。




「はい、確かに受理しました」

　婚姻届の提出というものは、案外あっけなかった。

　対応する職員の人柄によるところもあるのかもしれないけれど、私たちの婚姻届を受け取った中年男性は極めて事務的に内容を確認しただけで、「おめでとうございます」のひと言もとくになかった。祝福されたところで契約結婚だから、変に気まずくならなくてよかったのかもしれないけれど。

「さて、この後は買い物だな」

　深澄さんの方も特別な感慨はなさそうで、区役所を出るなり軽い調子でそう言った。

　近くのパーキングに車を停めてあるので、一旦そこへ向かって歩きだす。

　晴れた空からはじりじり夏の日差しが照りつけ、背の高い深澄さんを見上げるだけで目が眩む。

「夕食の材料ですか？」

「じゃなくて、ベッド。ずっと俺のベッドで寝るなら買わなくてもいいけど」

「か、買います！　買わせてください！」

　突発的にマンションに泊まった今までの二回は彼がベッドを譲ってくれたけれど、毎日一緒に住むのにベッドがないのは不便だ。パイロットはきちんと休息を取ることも仕事の内だし、いつまでも彼をソファに追いやっているわけにはいかない。

「そんなに主張されると複雑だが……ま、お互い勤務がバラバラだから買って損はないだろう。サイズはキングでいいな」

「えっ？　そんな大きくなくていいですよ、私、こんなにちびなんですから」

　頭の上に手をかざして自分の身長を示すと、深澄さんがふっと笑って、意味深な流し目を私に送る。

「ベッドってものはひとりで寝る以外に使うこともあるんだ。狭いベッドでつらくなるのはお前だぞ」

「えっ……」

　はっきりと意味はわからないものの、不ふ埒らちなことを言われているとなんとなく理解し、どきりと胸が跳ねる。深澄さんはますます妖しく目を細め、身を屈めて囁いた。

「それとも、狭いところでめちゃくちゃにされるのが希望か？」

「そそ、そんなわけないでしょう！　もうっ、からかわないでください！」

　耳にかかる生暖かい吐息に全身がカッと熱くなり、スタスタと彼を追い抜かしてパーキングへ向かう。

「待てって光里。馬鹿、危ない」

　自分の足元ばかり見て歩いていたら、追いかけてきた深澄さんに突然ぐっと腕を引かれ、広い胸に抱きとめられた。ふわっと彼の香りに包まれて、心拍数が上がる。

　間もなくすれ違った自転車は「チリン」と迷惑そうにベルを鳴らし、私たちから離れていった。

「ご、ごめんなさい」

　おずおず体を離し、私は俯いた。

　助けてくれたのはわかっているけれど、深澄さんの目をきちんと見られない。

「危なっかしいから掴んでろ」

　スッと手を差し出され、私は視線を泳がせて戸惑う。不注意だった自分が悪いとはいえ、深澄さんと手を繋いで歩くの、目立つから嫌なんだよな……。

「ああもう……お前、ホント腹立つ」

　ためらう私にしびれを切らしたらしい深澄さんは、無理やり私の手を取って歩きだす。当然のように指を絡ませてくるが、腹を立てている割に握り方は優しい。手を引かれるままに歩いていると、次第に胸がトクトク優しい音を立てるのを感じた。

　目立つから嫌だったはずなのに、今は離したくないかも……。

　重なり合う手の温もりに集中しながら、そんなことを思った時だった。

「ねえあれ、兄妹かな？　お兄さん超イケメン」

「えー、似てないしカップルって感じでもないからパパ活じゃない？」

　すれ違った若い女性ふたり組がそんな話をしていて、私はパッと深澄さんの手を離した。

　そうだよね……。変だよやっぱり。

　私みたいなのが深澄さんと手を繋いでいるなんて。

　その場に立ち止まり、自由になった手のひらを見ながら、そんなことを思う。

　さっきまで心地よい音を奏でていた心臓が、今はズキズキと痛かった。

「光里？」

　数歩先にいた彼が戻ってきて再びこちらに手を伸ばすが、私は逃れるように身を引いた。

「パパ活……に、見える、らしいので」

　彼から目を逸らし、ぼそぼそ告げる。

　深澄さんは軽くため息をついた後、さらに一歩私に近づく。そしてまっすぐ私を見つめながら、迷わず手を取った。

「実際はそうじゃないんだからいいだろ。好きに言わせとけ」

「でも、深澄さんにご迷惑が……」

「お前、俺が他人にどう思われるかびくびくしながら生きてるように見えるのか？」

　もちろん、そんなことは思わない。でも、私とセットでいることで深澄さんの評価が下がるようなことがあったら、足を引っ張っているようでなんだか嫌なのだ。

　微妙な胸中は隠したまま、唇を噛んで俯く。

　深澄さんは少し声のトーンを下げ、優しく諭すように言った。

「お前さ、自分がもう深澄光里だってこと、わかってる？」

「え……？」

「俺たちはもう夫婦なんだ。迷惑なんて概念はないだろ。俺はお前と手を繋いで歩きたいからそうする。他人の目なんてどうだっていいし、そんなものより隣を歩くお前をしっかり見ていたい」

　夫婦の間に、迷惑なんて概念はない――。

　深澄さんの言葉が一般的に賛同されるものかどうかはわからないけれど、少なくとも私は目から鱗うろこが落ちる思いがした。

　生きていくにはどうしても、お互いに迷惑をかけて、かけられての繰り返し。

　夫婦なんてその最たる関係だと思うけれど、毎日のようにその〝お互い様の迷惑〟を数えていたら、きっとキリがない。迷惑の概念をなくして、困った時には素直に寄りかかり、逆の立場の時は迷わず手を差し伸べられる、そんな関係になれたら確かに理想的だ。

「だから、この手を離す必要はなし。わかったな？」

「……はい」

　確かめるように瞳を覗かれ、私はこくりと頷いた。深澄さんは満足そうに口角を上げ、私の手を大切そうに握り直す。

「後、いい加減名前で呼んでくれ。結婚したのにいつまで深澄さんって呼ぶつもりなんだ？」

「えっ？　あの、それは暮らしに慣れていく過程でおいおい……」

「ダメ。そうやっていつまでも逃げる気だろう。ちなみに俺の下の名前を知らないなんてことはないよな？」

　ジロッと睨まれて、肩を竦める。

　これは、腹をくくって呼ばないとダメっぽい……。

　私は口をもごもごさせながら、恥ずかしいのをこらえてなんとか声を押し出す。

「た、鷹矢さん……？」

「おお、ちゃんと知ってたか。感心感心」

　ちょっと偉そうに言いながらも、鷹矢さんの横顔はなんとなくうれしそう。

　痛みを覚えていたはずの胸はいつの間にか温かく、穏やかなリズムで揺れていた。




　購入したシンプルなローベッドはその日のうちに部屋に運び込まれ、ようやく私の寝室が完成すると共に、鷹矢さんとの生活がスタートした。

　連休明けには職場にも結婚を報告。苗字は涼野を名乗り続けるつもりだしあまり騒がれたくなかったのに、色めき立った石狩さんが『よっ。パイロットの妻』などとはやし立てるものだから、皆んなに散々からかわれた。

　とはいえ、先輩たちが想像するような甘々な生活を送っているわけではない。

　ある程度想像はしていたものの、お互いの勤務時間は本当にバラバラなのだ。入れ違いで出勤だったり、同じ家にいてもどちらかが寝ていたりする。

　私も彼も無理に時間を合わせようとはしないが、少しでもふたりでゆっくり過ごせそうな時にはお茶やコーヒー、時にはお酒を飲みながら、お互いの仕事や飛行機に関する話をした。

「安全性の確保と定時運航の両立って本当に難しいです。交換時期が近い部品を見つけると私は単純にすぐ直そうとしちゃうけど、一度目的地に行って、帰ってきてから直した方が無駄がなくて都合がいい時もある。もちろん、どちらにしろ急ピッチで作業しなきゃならないのは同じですけど」

　結婚して二週間ほどたったその夜も、私は鷹矢さんに仕事の悩みを吐き出していた。

　珍しくお互い夕方で勤務が終わり、お酒が飲みたい気分ではあったが、明日も仕事なのでノンアルコールビールで乾杯した。

　テーブルに並んでいるのは、鷹矢さんお手製のドイツ料理。私もソーセージを焼くのと、ザワークラウトにツナを和える作業を手伝った。

「もっと経験を積めば、どんな時なら直すのか、逆にそのまま飛ばすのかの違いもすぐ判断できるようになるんだろうが、今のお前はとにかく周りの人間から情報を集めるのが大事だろうな。飛んでる時の機体の状態は俺たちパイロットが一番肌で感じているし、機体後方の異変ならＣＡの方が敏感に感じ取っている場合もある」

「クルーの話をよく聞く……そうですよね。改めて肝に銘じます」

　神妙に頷き、ノンアルコールビールを喉に流し込む。整備士は机上の勉強も大事だけれど、日々の仕事から得ることも多い。さらに、家に帰ってからもこうして現役パイロットの鷹矢さんから助言してもらえる環境が、本当にありがたい。

「ま、似たような話は上司や先輩からも言われてるだろうし耳にタコかもしれないが、コミュニケーションは大事だからな。そういやずっと気になってたがお前、仲良さそうだよな。運航整備部の男たちと」

「そうですね。皆さんいい人なので、下っ端らしくかわいがってもらってます」

　上司と部下、先輩後輩と言った上下関係はもちろんあるけれど、それ以上に整備士としての仲間意識が強い運航整備部の皆んなは、そろって親切で優しい。

　ミスをした時にはもちろん厳しく叱られるけれど、搭乗客の安全に直結する仕事だから妥協できないのは当然。そういう徹底した仕事への姿勢を含め、彼らのことを尊敬している。

「職場の人間関係が円滑なのは結構だが、くれぐれも同僚の域を超えるなよ？」

　ボソッと低い声で言った深澄さん。乱暴にかぶりついたソーセージを咀嚼する表情は、なぜか険しい。

「同僚の域を超える……と言いますと？」

「ふたりきりで食事に行くとか」

　相変わらず不機嫌そうな彼にそう言われ、一瞬ドキッとした。今まで同僚とふたりきりでご飯を食べた経験はないが、ちょっと前に最上さんに誘われたのを思い出す。

「それって、夜勤明けの牛丼屋さんとかでもダメですか？」

「店の種類は関係なく、男とふたりになるのがダメなんだ。そんなこと聞くってことは、すでに行ったことがあるのか？　誰とだ？」

　鋭い目つきになった彼に追及され、心臓が縮こまる。

　そんなに怒られることだとは思わなかった……。

「いえっ、行ってないです！　ちょっと前に最上さんに誘われただけで……」

「最上さんか……ノーマークだったが要注意だな」

　鷹矢さんは顎に手を添え、難しい顔をする。

　最上さんは保護者のような気持ちで私を気にかけてくれるだけであって、鷹矢さんが気を揉むようなことはなにもないのに。

「とにかく、光里」

「は、はいっ」

「他の男によそ見をするのも隙を見せるのも禁止。牛丼屋に行きたければ俺が連れて行く。上司にもそう言っとけ」

　鷹矢さんは不機嫌そうに言うと、また食事に集中し始める。

　ここは「はい」と言った方が丸く収まるんだろうけど、お世話になっている最上さんに、こっちから不義理なことを言い出すのはなんだか気が引ける。

　そもそも、私が男性とふたりで食事をすることにどうしてそんなに目くじらを立てるの？

　契約結婚なのに時々思わせぶりな言動でからかってきたり、こんな風に私を束縛したりするのはいったいどうしてなのか……それがわからないから、いつまでも胸がモヤモヤする。

「返事は？　俺という夫がいるのに、他の男たちにもちやほやされたいのか？」

「ち、違いますよ！　そうじゃなくて……」

　否定しながらも、その先の言葉が続かない。

　私は鷹矢さんになにを言ってほしいんだろう。自分でも自分の求めている答えがわからなくて混乱する。

　じれったい思いで胸がひりひり熱くなり、次第に食欲も失われてきたので、私はこの場から逃げ出したくなって、スッと椅子から立った。

「なんか、頭の中ぐちゃぐちゃなのでお風呂に入ってきます……。残ったものは、明日にでも食べますから捨てないでくださいね」

　鷹矢さんの目を見ないで言い、自分の使った食器をそそくさとキッチンに下げる。

　そうしてダイニングを出て行こうとしたら、追いかけてきた鷹矢さんに手首を掴まれた。

　強引に振り向かされ、大きな手に両肩を掴まれる。

「待て光里。なんで泣きそうな顔してる」

　鷹矢さんが、長身を屈めて私の顔を覗く。焼けつくような胸の痛みがますます増して、彼からフイッと目を逸らす。

「……離してください」

「嫌だと言ったら？」

　じりじり顔を近づけてきた彼が、挑発的に囁く。彼の美しい顔に迫られると、いつも金縛りにあったみたいに身動きが取れなくなる。そのくせ、心臓だけは激しく暴れて……どうして鷹矢さんを前にすると、こんなに苦しくなるの、私。

　もどかしい思いを抱えながら、思わず彼を睨みつける。

「いつもいつもそうやってふざけないでください。……引っぱたきますよ？」

「本当にそうしたいなら、予告せずにやればいいだろ。自分から手の内明かしてどうすんだよ」

　馬鹿にするように鼻で笑われ、カッと頭に血がのぼる。反射的に右手を振り上げ、彼の頬をめがけて振り抜こうとしたが……寸前パシッとその手を掴まれ、あっけなく防御されてしまう。彼は掴んだ手のひらをしばらく眺めたかと思うと、なぜかチュッと唇を寄せた。

「ちょっ、なにして……！」

「素直じゃないお前のことだ。こうして構ってほしかったんだろ？」

「なんでそうなるんですか！　……って、な、舐めないでください！」

　鷹矢さんは私の手を取ったまま、まるでアイスキャンディーでも舐めるみたいに、指先に舌を這わせ始める。その光景に色気がありすぎて、直視できない。そして、見ていなくとも指先から伝わる、甘くてくすぐったい感覚に、腰が砕けそうになる。

　なんなの、この恥ずかしい時間……！

「鷹矢さん、もういい加減にっ」

「やめてほしければ、この先一生俺のことしか見ないと約束しろ」

　それ、さっきの話より絶対エスカレートしてる……！

　そんな確信があったものの、手のひらや甲、指の隙間や爪に至るまで、しつこく味わうように舌で刺激される感覚にもう耐えられそうにない。

「わかりました、わかりましたから……っ！」

　半ばやけくそのようにそう叫ぶと、深澄さんはようやくスッと手を解放してくれる。

　ホッと胸を撫で下ろし、乱れていた呼吸を整える。しかしその直後、今度は彼の両手が包み込むように頬に添えられ、くいっと上を向かされた。

　鷹矢さんのまっすぐな眼差しと視線がぶつかり、心の中心を射貫かれる思いがした、その直後――。

「お前が思ってるよりこっちは必死なんだ。そのつもりで受け止めろ」

「鷹矢さ――、んっ」

　ドキンと心臓が大きく脈打ったのと同時に、強引なキスで唇を塞がれた。一瞬にして全身に熱い血液が駆け巡り、胸が苦しくなる。

　必死というのは、どういう意味……？　そのつもりで受け止めろって？

　私は鷹矢さんと違って、男女の機微には疎いのだ。

　もっとわかりやすい言葉で伝えてくれないと、理解できない。

　理解できない、のに……。

　私は観念したように目を閉じると、縋すがるように彼の服を掴み、ぎこちなくもキスに応え始めた。

「ん、ふっ……鷹矢、さん……」

「ああ、それでいい。もっと口開けて舌絡めろ。……俺の味を教え込んでやる」

　鷹矢さんは私を壁に追い詰め、ますます激しいキスを仕掛けてくる。

　舌を伝って注ぎ込まれる唾液は蜂蜜のように甘く、お酒のように思考能力を奪う。

　時折、示し合わせたかのように同時に目を開けると、熱い視線が絡み合い、お互いたまらなくなったようにまた唇を合わせる。

　私たち、今だけは本当に愛し合っている夫婦みたい。

　とろんとした思考の中でそんなことを思うと、小さな喜びに胸をつつかれた。

　なんでうれしいの？

　これじゃまるで、鷹矢さんのことを好きになってしまったよう――。

「ダメだ。これ以上続けてたらお前のこと襲いそう」

　やがて、悩ましげなため息を吐き出して、鷹矢さんが呟く。

　キスはやめたものの、離れがたいと主張するかのように額同士をくっつけ、私の背中に腕をしっかり回している。ドキドキしながらも抵抗せずそのままでいたら、探るような目つきをした彼が言う。

「今回は〝やめて〟とか〝離れて〟とか言わないんだな？」

「い、今、言おうとしたところですっ！」

　無意識だったから自分でも恥ずかしくなり、両腕を突っ張ってぐいっと彼から身を離した。私ってば、なんですっかり鷹矢さんのペースに巻き込まれちゃってるの……。

「ふうん……まぁいい。キスも上達してきたし、そのうち嫌でも素直にさせてやる」

　鷹矢さんは不敵な笑みでそう言うと、私をその場に放置して食卓に戻っていった。

　甘く濃密な空気からようやく解放され、腑抜けたようにフラフラとした足取りで廊下に出る。しかし、バスルームに向かう途中で立ち止まると、思わず壁に寄りかかって、キスの余韻が残る唇に触れた。

　鷹矢さんにとってのキスと、私にとってのそれは、きっとそこに含まれている意味の重さが違う。だから、あんなに何回もできるのだ。

　こっちは一度彼の唇が触れるごとに、心臓が破裂しそうなくらい痛くなるのに。

「鷹矢さんのばか……」

　決して埋まることのない年齢差や、経験値の差。それに、見た目や身分の差。

　それらをずかずかと乗り越え、あらゆる手練手管で懐柔しようとしてくる彼に、悪態をつかずにはいられない。

「本当に好きになったら、どうしてくれるの……？」

　あんなにも強い引力を持った男性から迫られてドキドキするのは仕方ないとしても、本気になったらきっと傷つくのは自分だ。一緒にいる時間が長くなればなるほど、彼に私は相応しくないという思いも増している。自分の女子力のなさが惨めに思えてくるのもつらい。

　整備士の仕事だけがすべてだった時は、そんなこと思わなかったのに……。

　こんな湿っぽい感傷に浸るのは生まれて初めてで、対処の仕方がわからない。思わずため息をつくとまた歩きだし、今度こそバスルームへ向かった。




　それから一週間ほどは鷹矢さんと顔を合わせる機会が少なかった。

　玄関や廊下ですれ違ったりはするけれど、あまり接近されないように私から距離を取ったり、勉強に集中するという口実で、自室にこもる時間を増やしたせいもある。

　本当は以前のように飛行機の話で盛り上がりたいけれど……これ以上鷹矢さんを見つめる時間が増えたら、必死で蓋をしている気持ちを認めざるを得なくなりそうで、怖かった。

　そしてまた数日が経ったある日のこと。

「やっとメシだ。涼野、お前なんにするよ」

「この暑さで胃が麺類しか受け付けないので冷やし中華で」

「では僕もそうします」

　八時から十七時の早番勤務だったその日、私はお昼になると先輩の石狩さん、信濃さんと共に社員食堂にやってきた。鷹矢さんは昨日の夜遅くに上シャン海ハイから羽田に帰ってきて、私が出勤する時にはまだ眠っていた。すれ違いが続いていたので、今日の勤務がどうなっているのかも知らない。

「軟弱なヤツらめ。俺は暑い時こそカレーよ」

　石狩さんがリーゼントを撫でつけながら威張っている。

　しかし、彼の好みは甘口カレーなので、私は信濃さんと目を合わせて苦笑した。

　私、信濃さんの順で食券を購入し、最後に石狩さんが販売機の前で【カレー　甘口】のボタンに指を伸ばしたその時だった。

「ちょっとどいてちょうだい」

　石狩さんの背中に制服姿の女性がドン、とぶつかり、彼の人差し指はちょうど【夏限定　激辛カレー】をピッと押した。

「ああっ、俺のカレーが！」

　泣きそうな声を出す石狩さんを気の毒に思った次の瞬間、彼にぶつかった女性が私の前に立ちはだかった。

「涼野光里さんだったわね」

「あ、あなたは……」

　美しい制服姿の女性は、以前深澄さんと出発ロビーで遭遇したＣＡの高城さん。

　腕組みをしてこちらを見据えるツンとした表情に、思わず萎い縮しゅくしてしまう。

「ちょっとお時間いただける？　深澄さんのことで話があるの」

「えっ……？」

　正直、こちらには高城さんとふたりきりで話す理由なんてないし、貴重な休憩時間を奪われるのは困る。でも、鷹矢さんの話と言われたら無視できず、食堂から少し離れた人気のない通路で高城さんと向き合った。いつ戻れるかわからないので食券は石狩さんに預け、遅かったら私の分も食べてもらうように伝えてある。

「それにしても見苦しい格好ね。どこをどう見たらあなたに興味を惹かれるのか、私にはまったく理解できないわ」

　彼女は本題に入る前にジロジロと私の姿を観察し、顔をしかめる。

　なんて失礼な人だろう。そう思いつつも、高城さんはやはり美しく迫力があるので、軽い敗北感を覚える。

「私たちは、裏方ですので……ＣＡさんたちのように美しくある必要はないんです。とにかく定刻までに飛行機を直せるよう、動きやすくないと困りますし」

「馬鹿にしないでちょうだい。そんなことはわかっているわ。私はそんな格好で、どうやって深澄さんをたらし込んだのか聞いているの。どうせ汚い手を使ったに決まってる」

「……ええと、仰っている意味がよくわからないのですが」

　私は鷹矢さんをたらし込んだ覚えはない。というか、そんなスキルがあるように見える？

　むしろ、私が彼にたらし込まれそうになって困っているところなのに。

「わかった。男を知らないような顔しているのは演技で、本当は下半身がだらしないのね」

「はっ……？」

「あなたの武器なんて、ギャップを演出するくらいしかなさそうだもの。体から付け込まれていいようにされて、深澄さんが気の毒だわ」

　こんなくだらない挑発に乗ってはいけない。頭ではそう思うのに、あまりの暴言にカッと全身が熱くなり、勝手に反論が口をついて出た。

「だったら、高城さんはもっと賢い手で彼を奪い返せばいいじゃないですか。こうして私に文句を言ったってあの人は振り向かないんですから、時間の無駄です」

「あなたね……調子に乗るのもいい加減にしなさいよ？　言われなくたって、今度深澄さんのフライトにご一緒した時、ステイ先で迫るつもりよ。あなたのように浅はかな手を使うのではなく、知的な会話でベッドまで誘導してみせるわ。日々の業務で培われたＣＡの会話スキルを舐めないでちょうだいね」

　私より背が高い上、ヒールでさらに目線の上がっている彼女が、勝ち誇ったように私を見下ろす。私も強気に彼女を見据えたが、内心では『言い返すんじゃなかった』と後悔していた。

　高城さんが、ステイ先で鷹矢さんに迫るつもりだなんて、知りたくなかった……。

　ふたりが接近する光景を想像すると、胸をかきむしりたくなるくらい動揺した。

　鷹矢さんと高城さんなら、少し顔を近づけて会話をしただけでお似合いの恋人に見えるだろう。兄妹かパパ活か、なんて言われてしまう私とは違って……。

　高城さんは黙り込む私に満足したらしく、フンと鼻を鳴らして微笑む。

「深澄さんがあなたを選んだのは、単なる気まぐれ。恥をかく前に自分から身を引くことをお勧めするわ。それじゃ、ごきげんよう」

　颯爽と身をひるがえし、カツカツヒールを鳴らしながら遠ざかっていく後ろ姿は、やっぱり全身ツナギ姿の私より美しかった。




「あ、戻ってきた。おーい、まだ食ってねぇから早く来い」

　食堂に戻ると、中ほどのテーブル席で石狩さんが手を上げて私を呼んだ。信濃さんも微笑んで軽く手を振る。

　私の冷やし中華を食べないで取っておいてくれたらしい。麺は伸びているだろうけれど、何も食べずに午後の作業にあたるわけにはいかないので急いで席に着く。

「いただきます」と両手を合わせてからずずっと麺を啜ると、隣でお茶を飲んでいた信濃さんが私の顔を覗き込む。

「元気がありませんね。悪いお姉さんにいじめられましたか？」

「いじめられたと言うか……現実を突き付けられたと言うか」

　曖昧に微笑んで、また冷やし中華の麺を吸い込む。

　高城さんの言い方は色々乱暴な部分もあったけれど、鷹矢さんに私が相応しくないという部分だけは、自分でも事実だと思った。彼が気まぐれで私を相手にしている可能性も、完全に否定できない。

「高城って俺たちと同期だったと思うけど、とにかく見栄っ張りでプライドの高い女だって印象しかないし、別にアイツになに言われたからって真に受ける必要はないと思うぜ？」

　気楽な調子で石狩さんが言うと、信濃さんも頷く。

「珍しくいいこと言うじゃないですか石狩。僕も同感です。興味本位で彼女のＳＮＳを覗いたことがありますが、いかにも周囲からいい評価がもらえそうな写真ばかり。承認欲求も人一倍強そうですから、エリートパイロットの妻になったあなたが妬ましいだけでしょう」

　先輩たちふたりに励まされ、ちょっぴり心が浮上する。

　こんなに優しい人たちに囲まれて大好きな整備の仕事をしているのだ。卑屈に思うことなんてない。このツナギだって、整備士になる努力をした者しか着られない、私たちの超カッコいいユニフォームじゃない。

　なくしかけていた自信を少し回復した私は、ふたりに小さくガッツポーズを見せる。

「ありがとうございます。涼野光里、復活しました」

「ならよかった。お前の結婚生活が幸せじゃないんじゃ、最上さんが浮かばれねぇし――痛っ！」

　石狩さんの発言を遮るように、信濃さんが彼の頭を軽くはたいた。

　信濃さんは口もとに人差し指を立て、怖い顔をしている。

「石狩、それは言わない約束だったでしょう」

「やべっ、……あー、今の、聞かなかったことにしてな」

　叩かれた頭を両手で押さえつつ、石狩さんが苦笑する。

「今のって？」

　最上さんがなんとかって聞こえた気がするけど。

「なんでもないんですよ、姫。そうだ、高城嬢の見栄と虚勢だらけのＳＮＳ写真でも覗いてこき下ろしましょうか」

　にっこり笑った信濃さんが、ポケットからスマホを出してテーブルに置く。

　写真や動画を共有する人気のＳＮＳアプリを起動し、【ca_syoko_aozora】というアカウントのページに飛ぶ。プロフィール欄には【現役ＣＡ翔しょう子この日常】とあり、その下にたくさんの写真が並んでいる。

　高城さん、下の名前は翔子さんって言うんだ……。

　彼女のプライベートを覗き見るようで気が引けたが、好奇心に負けて一つひとつを目で追ってしまう。

　高級バッグやコスメの購入報告にネイルの記録、美容室帰りの後ろ姿、優雅なアフタヌーンティーの様子など、さすが意識の高いＣＡだと思わされる投稿が多い。

「私生活もキラキラしてるって感じですね……すごい」

「騙されてはいけませんよ。実は僕、彼女とは家が近所なんです。こうして自分を飾るためにはお金が必要なのでしょうね。彼女の住まいはとても質素な……いえ、ぼろいと言って差し支えない、幽ゆう霊れい屋敷のようなアパートです」

「えっ？　……でも」

　彼女の投稿の中には、住んでいるマンションの室内と思われる写真もあった。思わず画面をスクロールさせ、その写真を大きく表示させる。

【自宅で社内資格の合格祝い♪　ＣＡの夢を叶えてからも、日々勉強なのダ！】

　写真は巨大な窓から望む東京の夜景。その端に、シャンパングラスを持つ美しい女性の手が写り込んでいる。ぼんやりとだが室内の様子も入っており、白っぽい絨毯やカーテンはどれも高級そうに見える。

「どこかのホテルで撮影したのでしょうねぇ、ご苦労なことですよ。彼女は後輩たちとブランドバッグやアクセサリーのシェアもしているようですが、もちろん撮影用。さも自分のもののように彼女のＳＮＳに上げられているのに後輩たちも気づいて、混乱しているようです」

　写真のためだけにホテルに？　それに、ファッションアイテムのシェア自体はなにも悪くないけど、自分のもののように見せかけるのはさすがにやりすぎだ。

「そこまでして自分をよく見せようっていう根性だけはすげーな。しかし信濃、お前やけに高城のこと詳しいな」

　石狩さんが怪訝そうに片眉を上げて信濃さんを見つめる。そう言われてみたらそうだ。信濃さんの話には、ご近所さんというだけでは知り得ない情報まであった。

「石狩のくせに妙な探りを入れるとは生意気ですよ。さて、そろそろ時間ですから戻らないと」

　煙に巻くように言って、信濃さんが立ち上がる。はぐらかされたようで気になるが、確かにもう現場に戻らなければいけない時間が迫っていた。

「お、もうこんな時間か。涼野、後は噛まずに飲め」

「石狩さんじゃないんですから無理です。ちゃんと噛んでから行きますから先に行っててください」

「お前ら……なにかにつけて枕詞で俺を馬鹿にすんのやめろよな。じゃあ涼野、遅れんなよ」

「はーい！」

　残っていた冷やし中華をかき込み、急いで食器を返却口へ片付ける。

　高城さんからどんなに馬鹿にされようと、私はこれからも真剣に飛行機を整備する。

　ＣＡさんたちと見た目を比べて落ち込むなんて、やっぱり私らしくない。

　そもそも鷹矢さんだって、私の仕事ぶりを認めて声をかけてくれたのだ。そこに胸を張れなければ私の魅力なんてひとつもなくなってしまうんだから、頑張らないと。




　十八時前にマンションに帰宅すると、珍しく鷹矢さんがリビングにいた。

　長い脚を組んでソファに座り、コーヒーのマグカップを片手に、勉強用のテキストを広げている。

　真剣な横顔がカッコよくて、見ているだけで心臓が早鐘を打つ。

　私、いつからこんなに鷹矢さんのことを意識するようになったの……？

　緊張しながらそろりそろりとソファの方へ近づき、背後から声をかけた。

「ただいまです。……久しぶりですね、なんか」

「ああ、おかえり。今日は早番か」

　振り向いた彼が、テキストをパタンと閉じて軽く微笑む。

　久しぶりに会うせいか、『おかえり』と言われただけでくすぐったい気持ちになる。

「はい。鷹矢さんは？　昨日は遅くまでフライトでしたよね」

「さっきまで自宅スタンバイだったが、ちょうど何事もなく終わったところだ。明日は休みで、明後日の夜からシドニーに飛ぶ」

　私は今日から四連勤なので、相変わらず休みがまったく合わない。

　しかも、私が休みに入った頃彼はすでにシドニーか……。そのフライトって高城さんは一緒なんだろうか。一緒なら彼女は絶対彼に迫るはずだ。

　鷹矢さんは基本的にＣＡに興味なさそうな態度だけれど、海外のステイ先であんな美人に迫られて平常心でいられる男性なんている？

　つい悶々としそうになり、鷹矢さんに気づかれないように小さく首を振った。

「明後日のシドニー便、私が整備できるかもです。その日遅番なんですけど、実地研修の一環で今週は国際線の担当なんです」

「確か、早番二回、遅番、最後に夜勤ってシフトだったな。その後は連休？」

「いえ、今回は単休で、一回遅番を挟んで翌日から連休になります」

「じゃあ、また一週間近くすれ違いの生活だな」

　残念そうにため息をつく彼に、きゅっと胸が締めつけられた。

　鷹矢さんも、寂しいと思ってくれてる……のかな。

　っていうか、〝も〟ってなに？　私、寂しいの？　なんで？

「光里、ちょっとこっち来い」

「えっ、はい」

　手招きされるまま、ソファの正面に回る。隣に座ればいいのかな？とまごまごしていたら、ぐっと手首を引かれて彼の方に倒れ込んだ。意図せず彼の体を跨いで座るような格好になってしまい、かあっと頬を熱くしながら慌てて腰を上げる。

「あのっ、今どきますから！」

「馬鹿、いいんだよ。ここに座らせるために呼んだんだ」

「こ、ここって？」

「俺の膝の上。ほら、もっと遠慮なく体重かけろって」

　そんなこと言われても……。

　密着度の高い体勢にドキドキして、顔から火が出そう。

　ためらいながらもゆっくり腰を落としたら、鷹矢さんが穏やかに笑ってギュッと私の背中に腕を回す。彼の分厚い胸が耳に触れ、トクトクと、心臓の音が聞こえた。

「……お前って、ホントちっこいな。すぐ壊れそう」

　馬鹿にしているようなセリフにも聞こえるけど、不思議と不快じゃなかった。というかむしろ、小動物を愛でるような優しさを向けられたように感じて、妙に気恥ずかしい。

「そりゃ、鷹矢さんと比べたら小さいかもしれないですけど……私、そんなにヤワじゃないですよ。整備士の仕事って体力いるんですから」

「そういう意味じゃない。……軽々しく俺の煩悩をぶつけられないなって、自分を戒めてるだけだ」

　どうしてか、鷹矢さんは疲れたような息を吐く。

　話の流れがよくわからず、私は思わず彼に尋ねた。

「煩悩って……あの、百八つあるっていう？」

「あのなぁ、今この状況で男が抱く煩悩なんてひとつしかないだろ？」

　そっと体を離した彼に、瞳を覗かれる。彼は苦笑しながらもその目に熱を湛えていて、そういうことに疎い私ですら、彼の言う〝煩悩〟の種類になんとなく察しがつく。

　でも、こんなに色気のない私に、百戦錬磨の鷹矢さんがそんな気を起こすとは考えにくい。

　ただからかっているだけなのだとしたら、卑怯だ。

　それがわかったところで、この胸の高鳴りは止まってくれないのに……。

「鷹矢さん」

　私はいつもの仕返しのつもりで、彼の唇にそっと不器用なキスを押しつけた。

　鷹矢さんは驚いているのか、微動だにせず固まっている。私はすぐに恥ずかしさに耐えられなくなり、唇を離した。

「……光里？」

「す、すみませんっ。魔が差しただけなので、お気になさらず！」

　目を泳がせて答え、パッと俯く。しかしすぐに鷹矢さんの手に顎を掬われ、鋭い眼差しに射貫かれた。

「魔が差した、ねえ。ホントに素直じゃないな」

「なっ、なにが言いたいんですか？」

「教えてやらない」

　吐き捨てるように言うと、深澄さんはスッと私の顎から手を離す。

　なにそれ……意味わかんないよ。

　彼ばかりが優位に立っている状況が不本意で、ムッとしながらソファを下りる。

　そのまま部屋を出て行こうとしたら、追いかけてきた鷹矢さんが私の肩を掴んで無理やり振り向かせた。

「鷹矢さん？　まだなにか――」

　刺々しい声をあげて彼を見上げた直後、目の前に大きな影がかかって、唇にキスが触れた。心臓が大きく脈打ち、一瞬にして体中が熱くなる。

「……いい加減俺に落ちろよ」

　唇を離したものの、まだ至近距離にいる彼がため息交じりに告げる。

「え……？」

「こっちは毎日のように、お前の百倍魔が差してるんだ。お前が自分の気持ち認めないんじゃ、いつまで経っても手を出せない」

　私の、気持ち……？

　どういう意味かと目を瞬かせると、再び盛大なため息をつかれた。

「ここまで鈍い女、人生で初めて出会った」

　突然冷たい言葉を投げつけられ、ズキッと胸が痛む。

　男女関係に疎すぎる私に、いい加減嫌気がさしたみたいだ。

　でもしょうがないじゃない。鷹矢さんと私とじゃ、経験値の差がありすぎる。

　彼だってそれをわかっていて、私との結婚を決めたはずなのに……。

「……が、それくらいで投げ出すなら、そもそも結婚を申し込んでない。いつか絶対、この口から決定的なひと言を言わせてやる」

　私の顎を掴んでくいっと引き上げた彼は、親指で私の下唇をなぞる。

　そのままゆっくり顔を近づけてきた鷹矢さんに抗う気は起きず、私は自然と目を閉じ、甘い口づけを受け入れた。

「キスの時だけは従順で素直だな？」

　ふっと笑った彼にそう言われると、自分でもその通りだと気づき、恥ずかしくなる。

　初めて鷹矢さんにキスされた時は、どうしてそんなことをするのと反発する気持ちもあったはずなのに……今は全然嫌じゃない。

　これって、つまり――。

　私はようやく、自分の胸の中に生まれた、甘く切ない感情の正体に気づく。

　私――鷹矢さんのことが、好きなんだ。

「あの、私……」

　パッと彼を見上げ、この気持ちを言葉にしようと思いかける。

　でも、いざ鷹矢さんと目を合わせると途端に臆おく病びょうになった。高城さんに言われた言葉が、頭の中をぐるぐる回る。

『深澄さんがあなたを選んだのは、単なる気まぐれ。恥をかく前に自分から身を引くことをお勧めするわ』

　鷹矢さんが気まぐれの相手と恋愛ごっこを楽しんでいるだけなのだとしたら、私から好意を寄せられるのはきっと迷惑になる。

　伝えることで気まずくなるんだったら……今のまま、彼と楽しく暮らせる方がいい。

　喉元まで出かかっていた〝好き〟のふた文字を飲み込むと、私はわざと情けない表情を作った。

「お腹……空きました」

　鷹矢さんは一瞬キョトンとして、それからぷっと噴き出す。

「このムードでそれを言うか」

「だ、だって今日も一生懸命働いたんですもん……！」

「わかったわかった。そんなに腹が減ってるなら今から作るのもアレだし、たまには外に食べに行くか」

　家にいる時限定の、肩の力が抜けた鷹矢さんの笑顔に、胸がきゅんと鳴る。

　どうしよう、気持ちを自覚したらなんだか――。

「じゃあ行くぞ。光里はなにを食べたいんだ？」

　車のキーを手で弄びながら、反対の手で当然のように私の手を握った鷹矢さん。

　些細な仕草の一つひとつが、今まで以上に心を揺さぶる。彼に惹かれていく気持ちに、ブレーキが利かない。

「に、肉でお願いします！」

　あふれそうな気持ちが彼に伝わってしまわないように、わざとかわいげのないメニューをチョイスする。

　鷹矢さんはクスクス笑って「了解」と言ってくれたものの、胸の中で一気に膨らんだ恋心のせいで、食欲はまるで湧かないのだった。










疑惑の一夜と上司の告白




　鷹矢さんへの気持ちを自覚した翌日の夜。

　遅番だった私は最上さんと共に、駐機場で機体の整備にあたっていた。

　いつもは国内線担当だが、今日は実地研修のために国際線を担当している。国内線よりも整備にかけられる時間は長いが、一回で長距離、長時間を飛ぶ機体の整備なので、別の意味で神経を使う。

　到着機に車止めをセットすると、ノーズギアのジャックにインターフォンをつけ、無線でコックピットにいるパイロットに機体の状態を確認する。

　この機体を羽田まで操縦してきた機長の服部さんが無線に応じ、大きなトラブルがなかったことを確認。無線を切ろうとしたら、服部さんが『ちょっと待って』と私を呼び留める。

『もしかして、きみが涼野光里さん？』

「……そうですけど」

　早く次の作業に移りたいので、受け答えがついそっけなくなってしまった。

　服部さんは鷹矢さんよりも三年先輩の機長。甘いマスクでちょっぴり軽薄な印象だが、鷹矢さんの話によると、その確かな操縦技術やとっさの判断力は、ベテラン機長にも引けを取らないのだとか。ちなみに既婚者で、独身の頃は鷹矢さんのようにＣＡから言い寄られていたらしいけれど、結婚してからぱたりと落ち着いたらしい。

　鷹矢さんも服部さんのそんな姿を見ていたから、契約結婚なんて思いついたのかもしれない。

『へえ、本当に整備士なんだな……』

「えっ？」

『ああ、こっちのこと。じゃ、深澄とお幸せに』

　わけのわからないことを言われたまま、ブツッと無線が切れる。

　なんなの……。

　機長相手についイライラしそうになったけれど、精神が不安定だと整備にも粗あらが出る。ゆっくり深呼吸をして気持ちを落ち着けると、私は機体の周りを歩きだし、点検を始めた。

　大きな機体なのでかなり時間がかかるが、ゆっくりはしていられない。

　私たちがこうして点検している間に、空港では次の便の搭乗客たちが待っていて、着々と手続きが進んでいる。パイロットやＣＡたちも入れ替わり、今頃クルー全員でブリーフィングを行っている頃だろう。

　……そういえば、次の便の担当副操縦士は鷹矢さんだっけ。

　ふと彼の顔が頭をよぎるも、時間と戦っている今は思いを馳せている場合じゃない。

　クラックと呼ばれる小さな亀裂のひとつも見逃さないよう観察し、最終的には責任者の最上さんにもチェックしてもらう。

　すべての項目について点検・整備を終えた後、最上さんが航空日誌にサインしていると、コックピットから鷹矢さんが降りてきた。

　爽やかな白の半袖シャツ、肩には金の三本ライン。ズボンのポケットに片手を突っ込んでこちらに歩いてくる長身が目に入ると、思わずドキッと胸が鳴った。

「じゃ、俺は機長に報告してくる」

　最上さんがそう言って私のもとを離れると、入れ替わりのように鷹矢さんが歩み寄ってきた。意識せずにはいられないが、仕事中なので平静を装う。

「外部点検ですか？」

「いや、それはもう終わってる」

「じゃあどうして外に――」

　聞き返すより先に、彼にぐっと腕を引かれてエンジンの陰に連れて行かれた。

　強引な行動に面喰らって思わず彼を見上げたら、ほんの一瞬だけ唇が重なる。

　パイロットの制服を纏った彼にこんな風に迫られるとは夢にも思わず、頭がパニックに陥った。

「なっ！　こんな所でなにして……っ！」

「これからしばらくすれ違いの生活だから、俺を補給させてやったんだ。寂しくなったら今のキスを思い出せ。じゃあな、行ってくる」

　職場でキスをした雰囲気など微み塵じんも感じさせない涼しい顔の鷹矢さんは、さっさと方向転換してまたコックピットに戻っていく。

「なんなの……」

　こんなところでキスするなんて、魔が差したどころの話じゃない。彼のことが好きだと自覚したばかりなので、胸がかき乱されて仕方がなかった。

　それでも最上さんがコックピットから戻ってきて出発準備の段階に入るとまた整備士のスイッチが入った。しかし、離陸する機体に手を振っているとやっぱり鷹矢さんを意識してしまい、胸は勝手に騒がしくなる。

　次に会えるのは三日後か……。寂しくならないのは無理だろうな。

　ほんのり感傷に浸りつつも、見送りが終わればまた次の到着機の点検と整備が待っている。未だにキスの余韻で火照る唇をきゅっと噛みしめ、気持ちを切り替えた。




　翌日から翌々日にかけては夜勤だった。朝の八時に仕事を終えた後、前に鷹矢さんと待ち合わせをした空港内のカフェにひとりで足を運ぶ。あの時、ここで勉強をすると捗ると気づいたので、今日も少し勉強してからマンションに帰るつもりだ。

　前回同様ホットのラテを手に窓際のカウンター席に向かうと、同じく夜勤明けだったふたりの先輩の後ろ姿が見えた。

　こちらに気づいている様子がないので驚かせてみようかなと目論み、気配を殺してふたりのもとへ足を進める。

「うーん、極めて怪しいが、なんとも言えねぇな」

「彼女のことですからね……それっぽく写す術を持っているのかもしれませんし」

　ブツブツと呟きながらひとつのスマホを覗き込んでいる彼らは、後ろから近づく私にまったく気づいていない。しめしめと思いつつ「わっ！」と声をかけたら、石狩さんが「ぎゃっ！」と派手な声を出した。その声に驚いた信濃さんも、目を丸くして肩を跳ねさせる。

　そんなに驚かせるつもりはなかったので、少々申し訳ない気持ちになった。

「す、すみません、急に声をかけて」

「心臓にわりーぞ涼野。今、高城の疑惑写真を検証中なんだから邪魔するな」

　……高城さん？

　気になる人の名前が飛び出し、胸がざわっと波立つ。

「石狩、きみはどうしていつもそう余計な発言を……！」

　信濃さんが石狩さんを窘たしなめたその時、彼の手の中にあるスマホの画面が偶然目に入る。表示されていたのが肌色の多い写真だったので、反射的にドキッとした。

　これは、高城さんのＳＮＳ……？

　なにが写っているかまですぐには判断できず、ジッと目を凝らす。信濃さんがそれに気づき、パッと画面を裏返してカウンターに置いた。

「姫。これはあなたが見るものじゃないですよ」

　信濃さんの笑顔が引きつっている。

「そうだぜ。超絶つまらねー写真だ」

　石狩さんの言い分も、わざとらしいこと極まりない。

　このふたり、絶対なにか隠してる……。

「じゃあいいです。自分で検索するので」

　私はリュックのポケットからスマホを出し、高城さんが利用しているのと同じＳＮＳのアプリを開く。一応私もアカウントだけは持っているのだ。

　最初は好奇心で空や飛行機の写真を検索し眺めたりしたけれど、それほど心惹かれなかったのでほぼ放置していた。

「くそ、その手があったか……」

「あまり見てほしくはなかったのですが」

　悔しそうに言った後、ふたりはどこか心配そうな眼差しで私を見つめる。

　高城さんのアカウント名を記憶していた私は、なんなく彼女のプロフィール画面にたどり着くことができた。

　写真の一覧からさっき目にした色味の写真と似たものを探す。といっても、最新の写真がそれだったので、すぐにタップし、拡大する。

「え……っ？」

　目にした瞬間、ドクン、と心臓が重い音を立てる。

　薄暗い写真だが、シーツの上でうつぶせに眠る無防備な男性のアップは、どう考えても鷹矢さんだった。上半身が肩まで写っているが、なにも服を着ていない。

　高城さんのＳＮＳに、どうしてこんな写真があるの？

　思わず写真の下のキャプションに目を走らせると、ますます信じられない記載が。

【Good morning!　＃シドニーの朝　＃コーパイさんは　＃まだおねむ　＃寝顔かわいい　＃夜とは別人笑】

　写真と合わせると、かなり意味深で親密な投稿に見える。というか、こんなのふたりが一夜を共にしたようにしか見えない。

　今回のシドニー便は高城さんも一緒だったのだ。そして彼女は私に宣戦布告した通りに鷹矢さんに迫って、目的を達成した……？

「大丈夫かよ涼野。顔色悪いぞ？」

　石狩さんに顔を覗かれるが、大丈夫とは答えられなかった。

「だから見ない方がいいと言ったんです。この写真が真実とは限りませんし、ハッシュタグなんていくらでも好きなように書けます。ここに写っているものをすべて鵜呑みにしたら、彼女の思うツボです」

　呆然とする私の手からスマホを奪い、信濃さんが静かに諭す。しかし、その言葉は右から左へ抜けていく。

　スマホを取られたところで、衝撃的な写真は脳裏に焼き付いて離れなかった。

　いくら見栄を張った投稿の多い高城さんでも、実在しないものは撮影できない。

　鷹矢さんと合意の上で一夜を共にしなければ、あんな写真は存在しないはずでしょ……？

「ダメだ。聞こえてねえ」

「……この状況、一応最上さんにも報告しときますか」

　信濃さんが自分のスマホを操作する隣で、石狩さんがおもむろに立ち上がる。そして私の背を押し無理やり椅子に座らせると、ポンと肩に手を置いた。

「元気出せよ涼野。離婚したらまた俺たちが遊んでやっからよ」

「石狩、慰めの言葉にしてはデリカシーがなさすぎです」

　いつもならおもしろいと思うふたりのやり取りを、クスリとも笑えない。

　そんな私をますますふたりは気の毒そうに見つめ、朝の明るいカフェの中で私たちのいる場所だけが、異様に重苦しい雰囲気だった。




　その日は帰宅してシャワーを浴びるとすぐに眠り、目を覚ますと夕方だった。

　寝て起きたら少しは気分がましになっているかと思ったけれど、さほど変わっていない。

　スマホに二件のメッセージが届いていて、一件は最上さんから。そしてもう一件は鷹矢さんからだった。

　鷹矢さんの方は見る気になれず、ベッドに横たわったままスマホを操作して最上さんからのメッセージを読んだ。

【明日の遅番前、ちょっと早く来られるか？　話がある】

　話……なんだろう。私、整備でなにかやらかしたかな。

【了解です】

　少々ドキッとしたものの、すぐに了承の返事を送った。

　鷹矢さんは今夜シドニーを発ち、明日朝には羽田に帰ってくる。家であまり顔を合わせていたくないので、早めに出勤できるならそれに越したことはない。

　高城さんとあんなことになった後、彼はどんな態度で私と接するつもりだろう。

　もしかして、私ってもうお役御免？　高城さんを連れてこの家に帰ってきた彼にあっけなく追い出されて、離婚届が郵送で実家に届いたりして。

　そんなの嫌だ。嫌だけど、すごくリアルに想像できる……。

　ギュッと目を閉じ、ベッドの上でうずくまる。

　こんなにウジウジしてるの、私らしくない。なにか食べて、勉強しよう。

　なんとか自分を奮い立たせてベッドを抜け出し、キッチンに向かう。手を洗って冷蔵庫を覗いていたらポケットのスマホがメッセージを受信して震え、なにも考えずにポンと画面に触れてから、鷹矢さんからだったと気づく。

　未読だったメッセージと今受信したものが、二件連続でパッと画面に現れた。

　こうなったら、観念して読むしかない。

【電話したいんだけど】

【夜勤明けで寝てたみたいだな。話は明日帰ったらする】

　一件目が届いていたのは今日の午後。既読にもならないから、私が寝ていると判断したようだ。なにか話があるみたいだけれど、それって……。

【高城さんとの件ですか？】

　直球で問いただす文章を一度は打ったものの、すぐに削除した。

　こんなメッセージで否定されたところで信じられないし、ごまかすような返事が来てもショックだ。鷹矢さんのことだから悪びれずに『そうだけど』と認める可能性もある。

【ごめんなさい、寝てました。帰りもお気をつけて】

　結局、当たり障りのない返事をする以外、自分の心を守る方法がわからなかった。

　……なんて意気地なしなんだろう。

　すぐにスマホを裏返してキッチンに置き、冷蔵庫に向き直る。

「あ、チャーシューとネギがある。冷凍ご飯もあるしチャーハンにしよ」

　関係のない独り言で自分を鼓舞し、不安な気持ちに蓋をする。

　無心でご飯を解凍して、材料を切って、卵を溶いて、フライパンを振って……見た目も鮮やかに仕上がったチャーハンをダイニングに運んで、簡単な夕食にした。

　レンゲですくったひと口をぱく、と口に含み、もぐもぐと咀嚼する。そうしてごくん、と飲み込むと、不意に視界が滲んでゆらゆらと揺れた。

　……美味しく、ない。美味しくないよ、鷹矢さんがいないと。

　ぽろっと頬を涙が伝い、私は思わずレンゲを置いた。

　食卓を一緒に囲む機会がそれほど多いわけではなかったけれど、鷹矢さんとおしゃべりしながら食べるご飯はなんでも美味しかった。

『今日はなんの話がいい？』

　いつも嫌な顔ひとつせず、私がリクエストした話をたくさん聞かせてくれる鷹矢さん。彼も私と同じくらいか、それ以上に飛行機が好きなんだってわかるその瞬間が、楽しくて心地よかった。

　同じ業界とはいえ仕事内容はまったく違うのに真剣に悩みを聞いてくれたし、迷っている私に道を示してくれるような頼もしさもあって、話せば話すほど素敵な人だと思うようになった。

　鷹矢さんは、私のことどう思っていたんだろう。

　整備士としては認めてくれていたようだけれど、女性としては？

　思わせぶりなキスだけして、肝心なことは言葉にしてくれないんだからずるい。

　高城さんとは、あっさり一線を越えたくせに……。

　考えていたら腹が立ってきて、勢いに任せてチャーハンにレンゲを突っ込み、口に運ぶ。

「う、うぅ……っ、っく」

　全然食欲はないし味もよくわからない。その上嗚お咽えつが混じって噎せてしまいそうになるけれど、私はやけくそのように次々チャーハンを頬張り、孤独な夜をやり過ごすのだった。




　翌日。私は鷹矢さんとマンションで顔を合わせたくなくて、朝から職場に行ってしまうことにした。シドニー帰りの鷹矢さんと空港内で鉢合わせする可能性はあるが、家でふたりきりになるよりはそちらの方がましだ。

　いつものボーイッシュファッションにリュックを背負い、スニーカーを履いて玄関を出る。エントランスと同じ階に郵便受けがあるので、出がけに中を開けたら私あての封書が一通届いていた。差出人に目を凝らし、小さく呟く。

「国土交通省、航空局……あっ、もしかして」

　はやる気持ちを抑え、できるだけ綺麗に封筒ののり付け部分を剥がす。

　中から三つ折りになった書類を取り出しパッと開くと、一番上には【学科試験結果通知書】の文字。そして受験番号や氏名が並んだ下に、受験した四つの科目名と、そのすべてに【合】の文字が記された表が。

「やったぁ……！」

　一気に四科目合格するのは難しいと聞いていたから、できるだけ多くクリアしておきたいなと思っていたけど、まさか全部合格だったなんて。

　この後実地試験にも合格しなければならないけれど、うれしい……！

　合格通知を胸に抱いて、歓喜と安堵の混じった息をつく。

　鷹矢さんにも報告したいけど……今の状況では、喜んでくれるかどうかわからない。

『受かるよ、お前なら』

　根拠もないのに自信満々にそう言ってくれた時のことが、なんだか遠い昔のよう。

　喜ばしい通知を受け取ったはずがまたすぐに切なくなって、私はリュックに封筒ごと合格通知をしまうと、重い足取りでマンションを出た。

　空港までモノレールを使い、敷地に入ると格納庫に併設された運航整備部のビルに向かう。この建物内にある自習室ならほとんど整備士しか来ないので、鷹矢さんに会う心配もない。そこで、遅番の最上さんが来るまで勉強するつもりだ。

　ひとりで自習室手前の廊下を歩いていたら、後ろから聞き慣れた渋い声がした。

「あれ？　……随分早いな涼野」

「あっ、最上さん……！　おはようございます！　最上さんも早いですね」

　振り向くと、Ｔシャツにチノパンというラフな格好、トレードマークの髭もいつも通りの最上さんがいた。立ち止まって、ぺこっと頭を下げる。

「そりゃお前、誰かさんが傷ついてるんじゃないかと思ったらおちおち寝てらんねぇだろ……」

「誰かさん？」

　きょとんとして首を傾げたけれど、最上さんはなにも言わない。かと思うと、いきなり眉間に皺を寄せて私の顔を凝視した。

「な、なんかついてます……？」

「違う。ちょっとこっち来い」

　不機嫌そうに顎をしゃくった彼は、自習室とは反対方向に歩きだしてしまう。

「えっ？　あの……」

　どうしようか迷ったけれど、最上さんの背中から怒っているオーラが出ているような気がしたので、大人しく従ってついていくことにした。

　最上さんが私を連れてきたのは、ビルの裏側。自動販売機が三台とその正面にベンチが置かれた休憩スペースだ。建物の陰になっているとはいえ、真夏にここで休憩しようとする社員はめったにいないため、私たち以外誰の姿もなかった。

　最上さんは私をベンチに「座れ」と促した後、無言で自動販売機にお金を入れる。そして缶のコーヒーと炭酸飲料を一本ずつ買い、炭酸の方を私に差し出した。

「ありがとうござい――」

　お礼を言って手を出した瞬間、最上さんは私の手ではなく目元にいきなり冷たい缶を近づけてきたので、思わずギュッと目を閉じる。次の瞬間、まぶたの上からヒヤッとした缶の感触があたった。

「冷たっ……！　な、なにするんですかいきなり！」

「そんなに目ぇ腫らしてたんじゃ、小さい部品を失くしたり落としたりした時見つかりゃしないぞ。大人しく冷やしとけ」

　ボソッと呟いた後、最上さんが私の手に缶を渡す。それからギシッと音を立て、私の隣に腰を下ろした。

「えっ……。あの、そんなに腫れてますか？」

　受け取った缶をベンチに置き、おそるおそる尋ねてみる。最上さんは缶コーヒーを少し傾けて飲むと、前を向いたままで答える。

「ああ。かわいい姫さんが台無しだ」

　やっぱり腫れてるんだ、目……。

　それほど鏡を覗く習慣がないから、大したことないだろうと勝手に決めつけていた。

　……それにしても。

「いい加減その恥ずかしい呼び方やめてください。逆にみじめです」

「なんでだ」

「なんでって、別に前からずっと思ってたことで――」

「パイロットの旦那に浮気されたからか？」

　そこで、初めて最上さんの瞳がこちらを向いた。触れられたくなかった心の傷を土足で踏みつけられたような感覚がして、ドクンと心臓が嫌な音を立てる。

　なにも言えずに下唇を噛みしめていると、最上さんが続ける。

「信濃に連絡もらって、俺もあの写真を見た。あれだけでふたりの間になにかあったとは言えないが、一番大事な女と離れている時に他の女に隙を見せたのは事実。うちのかわいい姫をかっさらっておいて、中途半端な真似をした深澄を、俺は許せそうにない」

「最上さん……」

　優しい人だとは思っていたけれど、ここまで私のために怒ってくれるなんて。

　運航整備部に配属されて以来、ずっと保護者のように私のそばにいて指導してくれた彼だから、わが子が傷つけられたような気持ちなのかもしれない。

「ありがとうございます。私が姫っていうより、たぶん……彼の方が遠い国の王子様だったんですよね。彼にはもっと相応しい相手がいるけど、たまには違うタイプをつまみ食いしてみたくなったとか、きっとそういう軽い気持ちだったんです。だから、本気になっちゃいけなかったのに……」

　そうだよ。本気だったら、鷹矢さんだって契約結婚なんて回りくどい提案はしない。

　いつまでも弄ぶようなキスだけでその先に進まないのも、私のことは遊びだったからとしか思えない。

　結局私は、彼の手のひらで転がされていただけなのだ。すっかり騙されていた。鷹矢さん自身が、私との暮らしを楽しんでいるように見えたから……。

　話しながら、鷹矢さんの色々な表情が頭に浮かんで、喉の奥が熱くなった。

「なのに、思いっきり、好きになっちゃって、私……っ」

　笑ったつもりなのに、勝手に涙があふれてきた。まぶたを冷やせと言われてしまうほど見苦しい顔だったのに、これじゃさらに酷くなってしまう。

　そう思っても涙は止まることなく、ぽろぽろと頬を伝ってこぼれていく。

　最上さんが見かねたように私の頭をポンと叩き、それから乱暴に撫でて髪をわしゃわしゃと散らした。

「だったら、わざわざつらい思いをしてまで王子のそばにいなくていい。幸いお前には、夢中になれる仕事があるだろ？　死ぬほど資格取って、王子を見返してやれよ。いい女を逃したって、思い知らせてやるんだ」

　それがいいのかもしれない。私にはやっぱり、マニュアルのない恋愛は難しすぎた。

　近いうちに機長になるであろう鷹矢さんに負けないくらい資格を取って、仕事の上で対等に話せるようになるだけでも、きっと自分に自信がつく。それでいいじゃない。

　そう自分に言い聞かせている途中、私はふと大切なことを思い出した。

「そうだ！　最上さん！　やりました、私！」

　手のひらで無造作に涙を拭った私は、傍らに置いていたリュックを漁る。そして中から届いたばかりの封筒を取り出すと、合格通知を開いて最上さんの目の前にずいっと掲げた。

「ええと……？　おお！　四つとも合格か！　すごいぞ涼野！」

「はい！　この勢いで実地も頑張ります！」

　力強く宣言すると、最上さんが乾杯を求めるようにコーヒーの缶を持ち上げる。

　私は置きっぱなしだった炭酸飲料の缶を急いで開けて、軽く缶をぶつけ合った。

　自分のことのように喜んでくれる最上さんの存在に救われる。

「また今度、いつものメンツで祝杯挙げなきゃな」

「はい、ぜひ。でも、前回のワインバーみたいなお洒落な店はやめて、モテモテのパイロットが現れなそうな庶民的なお店に行きましょうね」

　皮肉っぽく言って、ぐびっと炭酸を飲む。シュワっとした爽快感が、喉を通り抜けていく。

　最上さんはちらっと私を見てなにか考えるそぶりを見せた後、またコーヒーに口をつけて答える。

「了解。石狩ならそういう店知ってそうだな」

「元ヤン御用達の店……ガラ悪そうですね」

「意外とメルヘンだったらおもしろいけどな。パステルカラーの内装で、メニューはパンケーキだのマカロンだの甘いもんばっかとか」

「あははっ、似合わなすぎます！」

　思わず声を出して笑い最上さんを見ると、彼がなぜか優しい目でジッとこちらを見ていたのでどきりとした。なんだか照れくさいので、前に向き直って俯く。

　どうしたんだろう。いつもなら一緒に笑ってくれるのにな……。

「涼野」

「は、はい」

「深澄と別れたら、俺んとこ来い」

　え……？　どういう意味？

　私は目を瞬かせ、呆然と最上さんを見つめる。

　――あ、もしかして、実家では勉強しづらいと前に話したのを覚えてくれていて、出戻った私を最上さんの自宅に居候させてくれようとしてるとか？

「ありがとうございます。でも、大丈夫です。実は父とは和解しまして、実家に帰ったとしても勉強の邪魔はもうしてこないはずなので」

「馬鹿、そういう意味じゃねえよ」

「えっ？」

　最上さんがベンチから立ち上がり、飲み終わった缶コーヒーを自販機横のダストボックスにガコンと放り込む。それからこちらを振り返り、見たことのない切なげな表情で言った。

「好きだ」

　予想もしていなかった彼の告白に瞠どう目もくし、一瞬呼吸を忘れた。

　最上さんが、私を……？

　整備のことならたくさんの言葉を交わしてきたけれど、そんな風に想われていたなんてまったく気づかなかった。

　突然のことすぎて、なんと返したらいいのかわからない。

　流れる沈黙を際立たせるように、遠くで鳴くセミの声が聞こえる。

「……ま、いきなりそんなこと言われても驚くよな。こんなオッサンに想われても迷惑だろうと、こっちもバレないように必死で気持ち隠してきたし」

　気まずさをごまかすように視線をあちこち動かしながら、最上さんが苦笑する。

「――でも」

　そう言って改めてこちらを向いた彼の目は、まっすぐに私を捉えていた。

「傷ついたお前を放っておけるほど生半可な気持ちでもねえんだ。今すぐ俺を好きになれとは言わないが、心に留めておいてほしい。俺には本気で、お前が姫に見えてるってこと」

「最上さん……」

　運航整備部には女性が少ないから、〝姫〟は単なるあだ名のようなものだと思っていた。

　でも、最上さんの口から出るその言葉には、特別な意味が込められていたんだ――。

　初めて知った上司の想いに、なんとも言い難い複雑な気持ちになる。

　しばらく黙り込んでいると、最上さんはこの場に流れる微妙な空気に耐えきれなくなったかのように、軽い調子で笑った。

「じゃ、言いたいことは言ったし、俺は格納庫の様子でも見てくるわ。お前は勉強するんだろ？　根詰めすぎんなよ。その後仕事なんだから」

「……はい」

　かろうじてそれだけ返事をすると、最上さんは少々気恥ずかしそうに休憩スペースを後にした。

　残された私は、未だに彼の告白に衝撃を受けたままでなかなか動く気になれない。

　最上さんとは年が離れてるとはいえ、人として好きだし、尊敬も信頼もしている。

　鷹矢さんみたいに意地悪な面もないし、もし最上さんの告白を受け入れて付き合ったら、ちゃんと大切にしてもらえる未来が想像できる。

　でも……だからって都合よく最上さんに寄りかかるのはなにかが違う。

　このまま鷹矢さんを想い続けてもつらいのはわかっているけど……すぐに割り切って前に進むことなんてできないよ。

　ため息をついて、頭上を仰ぐ。私の心とは裏腹に真っ青に晴れ渡った空から、一機の飛行機が高度を落として近づいてくるのが見えた。

「鷹矢さんも、そろそろ帰ってくる頃かな……」

　口に出して呟くと、会いたい気持ちが無性に募った。

　ほとんど失恋が確定している状況にもかかわらず、気持ちに抑えが利かない。

　私はやっぱり鷹矢さんでなくてはダメなのだと、痛いくらいに心が訴えていた。




　余計なことを考えすぎないよう、自習室に移動した後は勉強に集中し、遅番の出勤時間である十七時が近づくと、格納庫へ向かった。

　仕事中の最上さんは基本的にいつも通りだったので、あまり意識することなく仕事に集中することができた。最終便の整備まで終えて工具を片付けると、ホッと肩の力が抜ける。

　夜勤担当者に必要な引継ぎを終え格納庫と社屋のビルを繋ぐ出入口に向かって歩いていると、後ろから最上さんが追いかけてきた。

「涼野。遅いから送る」

「えっ？　大丈夫ですよ。いつものことですから」

「迷惑か？」

　横に並んで歩きながら、顔を覗かれる。仕事中は一線を引いている感じだったのに、今はなんだか距離が近い気がして戸惑う。

「いえ、まさか……」

　上司に迷惑だなんて言えるはずがない。それをわかっていて聞いているんだとしたら、最上さんもちょっぴりずるい人だ。断れないまま出入口の扉をふたりで通り抜け、社屋に入ったところで最上さんが強引に話を進める。

「ならいいだろ。心配しなくてもまっすぐ家まで送る。ちなみに、今日はどこへ帰るんだ？」

「今日は……」

　困り果てた私が目を伏せ、言葉を探しあぐねていた時。すぐそばの廊下の壁に背を預けて立っていた人物が、いきなり私たちの前に立ちはだかった。

「〝今日は〟ってなんだよ。お前が帰る家はひとつしかないだろ」

　美しい眉を不快そうにひそめたのは、あろうことか鷹矢さんだった。

　シドニーから帰ってきたのは午前中のはずなのに、なぜこんな時間に私たちのオフィスにいるんだろう？

　絶句して瞬きを繰り返していると、最上さんが私を背にかばうように一歩前に出た。

　最上さん……？

「なんの真似ですか？」

　鷹矢さんの怪訝そうな声が聞こえ、思わず最上さんの脇から顔を出してふたりの様子を窺う。シドニーから帰ってきたばかりだからか、鷹矢さんがどことなく疲れた顔をしているのが気になり、胸がきゅっと締めつけられる。

「それは涼野の台詞だろう。ＣＡにあんな写真を撮られておいて」

「ちょっと、最上さん……っ」

　いきなりその話を持ち出さなくても……！

　最上さんが突然核心に触れるものだから、思わず咎めるような声をあげてしまう。

「写真……？」

　鷹矢さんは心当たりがなさそうに眉根を寄せた。

　彼は高城さんのＳＮＳを知らないのだろうか。知らないからって、なにもしていないことにはならないけれど……。

「海外だから気が大きくなったんだか知らないが、簡単に他の女と寝るような男のもとに涼野を帰すわけにはいかない」

「なにを誤解しているか知りませんけど、他の女と寝る？　まったく心当たりがありません。……光里、お前も俺を疑ってるのか？」

　不意に、鷹矢さんの視線が私を捉えてビクッと肩が跳ねた。

　鋭く細められた瞳には、苛立ちの他に私の信頼を試すかのような色が浮かんでいる気がした。

　私だって、信じたい。でも、だったらどうしてあんな写真が……。

　返事にまごつきながらも鷹矢さんを見つめ続けていると、ふと彼の様子がおかしいことに気づく。額からは汗が垂れ、浅い呼吸で肩を上下させながら、服の左胸辺りをギュッと掴んでいる。

「鷹矢さん？」

「……くそっ。なんだよこれ……？」

　鷹矢さんは忌々しげに呟くと、ふらふらと壁の方に移動して乱暴に身を預ける。

　これは、ただ事じゃない。

　私は瞬時に最上さんの背後から飛び出し、彼に駆け寄った。

「どうしました？　胸が痛いんですか？」

「……ああ」

　尋常じゃないほど汗をかき虚ろな目で返事をした鷹矢さん。私は両手で彼を支えながらゆっくりその場に寝かせ、楽な姿勢を取らせる。それから、そばでぼうっと立ったままの最上さんに告げた。

「最上さん、救急車をお願いします！」

「あ、ああ」

　我に返ったようにポケットからスマホを取り出した最上さんは、すぐに１１９番にコールし、私たちのもとにしゃがみこんで鷹矢さんの容よう体だいを電話の相手に説明する。

「鷹矢さん、大丈夫ですからね。すぐ救急車が来ます！」

　励ますように声をかけると、鷹矢さんは苦しげな呼吸を続けながらも小さく頷く。

　意識も呼吸もあるので命に別状はないと思うけれど、どうして急にこんな症状が？

　彼の手を握り状態を注意深く観察しながら、私自身も不安でいっぱいになる。

　フライト中は大丈夫だったんだろうか。万が一重大な病気だったら、これからパイロットの仕事は……？

　あんなに飛行機が好きで、自分の仕事に誇りを持っている彼がもしコックピットに入れなくなったとしたら……。

　つい悪い方向へと思考が進みそうになり、激しく首を横に振った。

　そんなことになるわけない。鷹矢さんはきっと大丈夫に決まっている。

「頑張って！　もうすぐ到着しますからね！」

　鷹矢さんだけでなく自分のことも奮い立たせるように、私はとにかく彼の手をギュッと握りしめ、声をかけ続けた。










無能なパイロット――side 鷹矢




　自分の体に異変を感じたのは、シドニーのホテルに一泊して目覚めた朝のことだった。風邪のような軽い倦けん怠たい感かんと共に、左胸の辺りに、微かだが締めつけるような痛みを感じた。痛みは息を吸う時に強くなり、吐く時は楽になる。

　このような体調不良は初めてで、思わず顔をしかめながら胸の辺りをさする。

「おはようございます、深澄さん。どうされました？」

　声をかけてきたのは、昨夜突然、俺の部屋にやってきた男性ＣＡの堂どう島じまという男だった。

　背は高いがひょろっと細身で、黒目がちな瞳が子犬を思わせる。まだ二十三歳の新人で仕事を覚えている最中の彼は、いつもどこかオドオドしていて、先輩ＣＡから叱責されている姿もよく見かける。

　それで、本人も愚痴や鬱うっ憤ぷんが溜まっていたらしい。

　直接仕事を指導されているＣＡでなく俺に悩みを相談したいとこの部屋にやってきたので、軽く酒を飲みながら彼の話を聞いた。途中で眠くなり俺は早々とベッドに入ったが、堂島もそのままこの部屋で寝ていたようだ。

「たぶん、肋ろっ間かん神経痛かなにかだと思うが……気になるから、機長に報告してくる」

　今回フライトを共にしているのは、敬愛する亘キャプテンだった。羽田からの往路は彼が操縦を担当し、俺は復路を担当する予定になっている。

　ステイ先にはスタンバイのパイロットがいないため、このような体調不良は、本来避けなくてはならないもの。しかし、なってしまったものは仕方がない。飛行中に悪化してからでは遅いし、万が一操縦不可の判断が下された場合、代わりのパイロットを呼び寄せるか、担当便が欠航になるか……どうなるにせよ、早めに各所に連絡を取らなければならない。

　俺はベッドから下り、近くの椅子にかけてあったシャツを羽織る。

　八月のシドニーは、日本の季節とは真逆の冬。外は寒いはずだが、部屋の空調と酒を飲んでいたのとで暑くなったのか、自ら脱いだようだ。

「あっ、じゃ、僕も自分の部屋に帰りますね。ずっと居座ってしまってすみません」

「高城なんかに負けんなよ」

　顔を洗うために洗面所へ向かう途中、俺は堂島を振り返って言った。

「えっ？」

「昨日さんざん愚痴ってただろ。パワハラ紛いの言動が多くて腹立つって。高城だって新人の頃から仕事ができたわけじゃないし、仕事ができたって後輩を理不尽にいびってるようじゃ、人間的にはむしろ退化してる。そんなろくでもない先輩、さっさと追い抜けばいい」

「深澄さん……」

　堂島の子犬のように濡れた瞳が、部屋の照明を反射して揺れる。そしてきゅっと唇を噛んだかと思うと、ポケットからスマホを取り出して俺のもとへ一歩歩み寄る。

「あの、実は僕……」

　堂島がそう言いかけたのと同時に、トントン、と部屋の扉がノックされた。

「深澄さん、おはようございます。起きてらっしゃいますか？」

　扉越しだと言うのによく通る朗らかなその声は、高城のものだ。

　堂島が怯えたようにびくっと肩を震わせ、出したばかりのスマホをサッとポケットにしまう。高城が怖くて仕方がないようだ。

「噂をすればなんとやら……だな」

　ため息をついてドアを開け、渋々高城に対応する。堂島は俺と高城がドアを開けたまま話している途中で「失礼します」とスッと部屋から出て行った。

「深澄さんと堂島くんが一緒にいるなんて、不思議な組み合わせですね。男ふたりでなにしてたんですか？」

　高城が目を瞬かせ、上目づかいで俺を見る。

　あからさまな媚こびにげんなりし、お前の悪口を言っていたんだと正直にぶちまけてしまいたい気分になる。しかし、そのせいで堂島がさらに理不尽な仕打ちを受けることになったら本末転倒だ。

　俺はわざと気だるそうに髪をかき上げ、高城に挑発するような微笑みを向けた。

「そんなの、ホテルですることなんてひとつしかないだろ。堂島、かわいいよな？」

　高城はしばし固まった後、なぜかかぁっと頬を赤らめる。どうやら俺と堂島のそういうシーンを想像したらしい。

「またまた、ご冗談を……」

「それより、お前はいったいなんの用なんだよ」

「ああ、そうでした。ブリーフィングまでは時間がありますから、ランチでもご一緒にどうかと――」

「断る。これから機長のところに行くんだ。……あとお前、妻帯者を気軽に誘うその無神経さ、直した方がいいぞ。じゃあな。今夜のフライトもよろしく」

　一方的にまくし立て、ドアを閉める。

　撃退完了。胸の内でそう呟き、今度こそ顔を洗って身支度を始めた。




　亘キャプテンは俺の体調不良を重く受け止め、俺は今夜のフライトでコックピットに入ることを禁じられた。幸い、フライトは夜で時間があったため、すぐに羽田に連絡してスタンバイのパイロットを呼び寄せ、出発時間を少々遅らせてでも、担当便を飛ばす手筈になった。

　何百人という客の命を預かるのだ。亘キャプテンの判断は俺も正しいと思う。

　しかし、亘キャプテンだけでなく、今回のフライトを共にしていたクルー、羽田とシドニーの航空関係者、搭乗予定の客たち、数えきれないほどの人々に迷惑をかけたという罪悪感が俺の胸を苛さいなんだ。

　無性に光里の声が聞きたくなり【電話したいんだけど】とメッセージを送ってみたが、既読が付かない。夜勤明けなので、眠っているのかもしれない。

　ふと弱い自分が顔を出しそうになるが、すぐに気持ちを切り替える。

　悪いところがあるならさっさと治して、仕事で皆に恩返ししなければ。

　帰国を命じられた俺はその日のうちに帰国便に乗り、夜遅く、羽田に到着した。

　翌日の朝一番に病院を受診することにして、とりあえずマンションへ帰ろうとタクシーに乗り込む。

「どちらまで？」

「ええと……」

　運転手に聞かれ、俺はしばし考え込んだ。

　予定より一日早くマンションに帰った俺を、光里は不思議がるだろう。しかし、ステイ先で胸の痛みを感じ、コックピットにも入れず帰ってきたと正直に伝えるのがなんとなく憚られる。

　無用な心配をかけたくないというのもあるが、航空整備士の仕事に誇りを持つ光里が魅力的に思っているのはパイロットの俺なのだ。そんな俺が飛べなくなったと知ったら彼女はどう思う？

　光里をがっかりさせたくない。現状を伝えるにしても、病院できちんとなにかしらの診断を受けてからの方がいいだろう。帰るのはそれからにしよう。

　俺はタクシー運転手に適当なホテルの名を告げ、シートに深く身を預ける。

　目を閉じ、自然と想像したのはコックピットの景色だ。

　離陸時の操作をイメージしながら空中に手を伸ばし、いくつものスイッチを操作しながら、小声でブツブツと、機長や管制とのやり取りを呟く。

「Ready for departure.」

　準備完了の合図を口にして、滑走路へと進む。

　離陸の許可が下りると、操縦桿を引いて機首を上げる。機体が無事に地上を離れ、高度が安定したところでオートパイロットに切り替えた。

　そんなイメージが頭の中に広がると、安心したように目を開く。

　すると、バックミラー越しに訝しげな目で俺を見る運転手と視線が合い、気づかれぬように口元を隠しながら苦笑した。

　そりゃ、乗客がいきなり目をつぶって、ブツブツ独り言を言いながら手を動かし始めたら不気味だよな。

　……でも、俺にはこれしかないんだ。

　パイロットは子どもの頃から夢見てきた仕事。念願の機長昇格試験ももうすぐ。

　こんなところで立ち止まるわけにはいかない。

　目を細めて車窓を流れる夜景を眺め、俺は改めて自分の中にある仕事への情熱を確かめた。




　翌日ホテルから向かったのは、年二回の航空身体検査を行う指定医療機関でもある総合病院。

　受診したのは循じゅん環かん器き内ない科かで、受付に問診票を提出した後、心電図と心エコー、血液検査を済ませてから、待合室で待った。

　十五分ほどで、俺の番号が呼ばれる。

　診察室で向き合ったのは、眼鏡をかけた中年の穏やかそうな医師。名札には【蓮はす田だ】とあった。蓮田医師は検査結果を眺め得心したように頷くと、俺をまっすぐに見て言った。

「急性心しん膜まく炎えんですね」

「心膜炎……？」

　聞き慣れない病名だった。蓮田医師は頷き、デスクの上に置かれた心臓の断面図の模型を手にしながら説明してくれる。

「ここ、心臓の外側に膜が二枚あるんですが、その隙間に液体が溜まって、炎症を起こしている状態です。拝見した問診票で風邪のような症状もあるとのことですから、おそらくウイルス性でしょう」

　心臓の外側に炎症。なんとなく自分の状態はわかったが、やはり気になるのは今後の経過である。

「あの、治療内容とその期間は？　入院の必要はあるんでしょうか？」

「対症療法になりますので、炎症を抑える薬の服用、後は安静にしていただくことですね。貯ちょ留りゅう液えきの量がそれほど多くないので、一週間はご自宅でお薬を飲んでいただき様子を見ましょう。残念ながら薬の効きが悪いとなったら、入院の可能性もあります。治るまでの期間は人によりますが……長くても三週間というところでしょうか」

　蓮田医師の説明に、ホッと胸を撫で下ろす。

　炎症の場所が心臓となると、手術などの大掛かりな治療が必要なのではと少し覚悟したが、投薬と数週間の安静で済むらしい。

「それを聞いて安心しました。私、職業が旅客機のパイロットなもので、あまり長く現場から離れると勘が鈍ってしまいますし――」

　話しているうちに蓮田医師の顔色が変わり、眼鏡を上にずらして俺の提出していた問診票をジッと眺める。

「パイロット……すみません、ここにもそう書いてくださっていましたね。となると、お仕事への復帰には少々時間がかかるかもしれません」

「えっ？」

　聞き返すと、蓮田医師が苦虫を噛み潰したような顔になる。

　安堵していたはずの胸に、不穏な影が広がった。

「パイロットというのは、狭いコックピットで同じ姿勢のまま動きません。そして、常に緊張状態を強いられるので、心臓に大変負担がかかる職業のひとつです。スポーツ選手に匹敵するくらいかもしれません」

「スポーツ選手……」

「ですから、心膜炎が治癒した後も、注意深く経過を見ていく必要があります。国交省が定めている航空身体検査の規定に従うのはもちろんですが、お勤めの航空会社さんともよく相談なさって、ご自分の体のためにも復帰は焦らず長い目で見た方がよいかと」

「……そう、ですか」

　蓮田医師は親切で……というか、医者として当然のことを言っているに過ぎない。

　それはわかっているのだが、俺にとっては非情な通告に聞こえてしまう。

　長い目で見るというのは、いったいどれくらいだ？

　現場を離れる期間が長くなればなるほど、パイロットとしての実力はきっと衰えていく。

　その期間によっては、もう一度空を飛ぶために訓練を受けなければならない。

　掴みかけていた機長昇格の夢も、この手をすり抜けて遠くに行ってしまう――。




＊　＊　＊




　目を覚ますと、白い天井と蛍光灯、それから左腕に繋がった点滴が目に入った。

　ここは……病院？　そうか、俺は空港で倒れたんだったな。

　病院から直接職場に寄って自分の病状を報告した後で一度マンションに帰ったのだが、光里の姿がなかったため、遅番終わりの彼女を捕まえて話をしようと空港へ向かったんだ。

　いや、違うな……俺はただただ、光里に会いたかったんだ。

　積み上げてきたものが一瞬で崩れ、足元が見えないような不安の中、それでも彼女の顔を見れば、胸に光が差す気がして――。

「……鷹矢さん？」

　自分の思考に浸っていた最中、想像ではなく現実の彼女の声がして、俺は目線を横に動かす。そこには椅子に腰かけた光里がいて、俺と目が合うとガタッと音を立てて腰を上げ、泣き笑いのように顔をクシャッとさせた。

「よかったぁ……。ずっと眠ってるんですもん、心配しました」

「ずっと……？」

「そうです。発作が収まった後、半日以上。安静にと言われてるのに、無理して私のこと迎えに来たりするからです。胸の痛みはよくなりましたか？」

「ああ、今は落ち着いてる。……全部聞いたんだよな？　お前。俺の体のこと」

　ベッドの上で上半身を起こし、問いかけた。

　光里は救急車にも付き添ったのだ。俺が寝ている間に妻として病状の説明を受けただろうし、もうなにもかも知っているに違いない。そう確信していても、問いかける時に彼女の目を見ることはできなかった。

　光里は俺の体にかかる布団にそっと触れ、少し声のトーンを落として言う。

「聞きました。心膜炎……って。でも、鷹矢さんくらいの状態で発作が出るのはまれだそうなので、入院して色々検査をしましょうって先生が」

　入院、か……。結局、最短で体を治すことも叶わないらしい。

　俺は一気に投げやりな気分になり、ふっと自嘲した。

「お前がカッコいいと言ってくれるパイロットの俺は、いなくなってしまったな」

「えっ？」

　光里が微妙に眉根を寄せ、小首を傾げる。俺は小さく深呼吸をして口を開いた。

「昨日、お前のところに行く前に会社と話をして、心膜炎の治癒後も二カ月は地上勤務をするよう指示があった。それから再訓練を経て、最後の技量審査にパスしなければ、パイロットとして復帰はできない。今までどんなに優秀なキャリアを積み上げてきても、技量審査の評価には関係ないんだ。あたり前のことだけど、結構こたえたよ」

「鷹矢さん……」

　口にすると余計につらくなりそうで、上司や同僚には伝えていなかった本音。それが光里の前では自然とこぼれてしまった。

　頼りない男だと自分でも思ったので、俺は冗談めかして光里に詫びる。

「目の前で倒れてみたり、弱音吐いてみたり……お前には迷惑をかけてばかりだな、悪い」

「そんなのいいです。だって、夫婦の間に迷惑の概念は存在しないんですよね？」

　しんとした病室に、光里の凛とした声が響いた。

　その台詞は、確か婚姻届を出した直後に俺が放ったもの――。

　たわいのない会話だったのに、覚えていたのか。

「私になら、どんなに寄りかかってもいいです。鷹矢さんが、再訓練だろうが技量審査だろうが俺の手にかかればちょろいって、いつもみたいに自信満々に言えるようになるまで、頑張って支えますから」

　シーツの上に投げ出されていた俺の手を彼女がギュッと握る。

　俺よりはるかに小さな手なのに、力強く温かかった。胸が、トクンと鳴る。

「光里……」

　あふれる愛情のままに彼女の名前を呼び、ジッと視線を注ぐ。すると光里は我に返ったように頬を赤く染め、俺の手を遠慮がちに放して視線を泳がせた。

「……って、あの、なんだかひとりで突っ走ってすみません。鷹矢さんは別の相手に支えてほしいと思っているかもしれないのに」

「別の相手？」

　いきなりなにを言い出すんだ？

　光里に詳しく尋ねようとしたその時、病室のドアがトントン、とノックされる。

「どうぞ」

　声をかけると、病室の扉が勢いよく横に開く。そこから現れたのは、光里と同じ運航整備部の男性社員がふたり。確か、ヤンキー風の方が石狩で、物腰柔らかそうな方が信濃という名だったか。そしてもうひとり、彼らに挟まれて気まずそうに肩を竦めているのは、新人ＣＡの堂島だった。シドニーから無事に帰ってきたらしい。

「石狩さん、信濃さん……！」

　弾かれたように立ち上がった光里が、彼らのもとに歩み寄る。

「夫婦水入らずのところすみません。彼が、どうしてもおふたりに懺ざん悔げしたいことがあると」

「懺悔……？」

　光里がぽかんとして聞き返した直後、堂島がつかつかとベッドに歩み寄ってきて、勢いよく頭を下げる。

「深澄さん、すみませんでした……！」

　堂島の突然の行動に、面喰らって固まる。

　なにかされた心当たりはまったくないのだが、いったいなにに謝っているのだろう。

　やがて顔を上げた堂島は、今にも泣きだしそうな顔をして語りだす。

「僕、シドニーで深澄さんの部屋に泊まった夜、寝ているあなたの写真を撮って、高城さんに送っていたんです。言う通りにしないと今後仕事を教えないと、脅かされていて……」

「……高城？」

　彼女は時々俺に気があるようなそぶりをするが、パイロットの収入や肩書き目当てであるのは明白だし、俺自身に興味があるようには見えなかった。そんな彼女が、後輩に俺の写真を隠し撮りさせて欲しがったとは意外だ。

　まさか、個人的に眺めて楽しむわけでなくなにかに利用するつもりで……？

　微かな疑惑を抱いて考え込んでいると、堂島の背後から光里と先輩整備士ふたりもこちらにやってきて、代表するように信濃が口を開いた。

「堂島さんから写真を受け取った高城嬢は、それをさも自分が撮影したようにＳＮＳにアップしていました。深澄さんと一夜を共にしたかのような短い言葉を添えて」

「ＳＮＳ……それでか」

　頭の中に蘇るのは、空港で倒れる直前に対峙していた最上さんの言葉だ。

『海外だから気が大きくなったんだか知らないが、簡単に他の女と寝るような男のもとに涼野を帰すわけにはいかない』

　あの時の最上さんと光里の態度がずっと腑に落ちないと思っていたが、高城の写真と嘘に惑わされていた状態だったなら納得できる。

「涼野、めっちゃショック受けてたよなー」

「ちょっと石狩さん……！」

　光里が焦ったように、石狩の口を塞ぐ。

　ということは、さっき光里が『別の相手』と口にしたのも――。

「……俺が高城みたいなくだらない女に引っかかると思ったのか？」

　少々意地悪な口調で問いかけると、こちらに向き直った光里は困ったように眉を下げて反論する。

「だ、だって、写真がいかにもそれらしいものだったから……」

「これくらいで疑われるなんて、どうやら俺の愛情表現が足りなかったみたいだな」

「えっ？」

　光里がギクッとしたように肩を揺らす。さっき俺を『支えます』と言っていた強気な彼女はどこへやら。甘い発言が未だに苦手な彼女がかわいくて、ますます意地悪したい気分になる。

「マンションに帰ったら覚悟しとけよ？」

「ちょっと！　こんなに人のいる前でなに言ってるんですか!?　それに鷹矢さん、安静にしてなきゃダメなんですからね！」

「俺が動かないやり方だっていろいろある」

「だから、やめてくださいってば……っ！」

　光里は耐えきれなくなったように、顔を両手で覆ってしまう。

　手からはみ出た耳まで赤くなっているので、隠したところで無意味なのに。

「姫にこんな顔をさせるとは、やはり本物の王子は違いますね」

「だなー。髭のオジサマじゃやっぱ太刀打ちできなかったか」

　信濃と石狩がからかうように光里の顔を覗くと、光里が居たたまれなそうに小さくなる。

　運航整備部の彼らは本当に仲がいいらしい。最上さんのことはちょっと気になるが、あの人も筋が通らないことはしないはず。高城の件が誤解だったと知れば、光里の幸せを第一に願うだろう。あの人がずるいことをしない性格なのは、仕事を通して俺もよく知っている。

「……あの、深澄さん」

　光里をからかうのも一段落した頃、堂島が意を決したように声を発した。

　目を合わせると、堂島は凛とした眼差しで俺を見る。

「僕、今回のことを反省すると共に、高城さんから逃げないで立ち向かおうって決めました。あの人のやり方は間違っています。僕以外の新人ＣＡたちも困っていますし、あの人のせいでスカイイーストのＣＡ全体が評判を落とすなんてことにしたくありません」

　いつもオドオドしていたはずの堂島だが、ひと皮剥けたようだ。

　彼の頼もしい宣言に俺も微笑んで頷き、ついでに言葉を添える。

「応援してるよ。アイツがどんな言い逃れもできないようにパワハラの証拠を集めて、完かん膚ぷなきまでに叩き潰せばいい」

　たぶん、高城はそれでも折れたりしない。

　とことん図太い女だから、遠慮する必要はないだろう。

「はいっ」

　新人らしくキラキラ目を輝かせて返事をした堂島に感化され、俺はふと、まだ訓練生だった頃の初心を思い出す。

　俺にもこんな頃があったな……。

　あの巨大な旅客機を、機長になって自分の手で空に飛ばしたい。その夢だけに一直線で、未熟ながらもやる気だけは誰にも負けない自信があった。

　もう一度、あの頃のように新鮮な気持ちで挑めばいい。今も昔も変わらない夢を胸に携えていれば、俺はもう一度空を目指せるはずだ。

「光里」

　三人が帰っていき、再び病室が静かになったところで、俺は彼女を呼んでそばに座らせた。

　光里の頬に手を伸ばし、触れる。

　病のせいで痛む時とは違う甘い苦しさが、俺の胸を締めつけた。

「とっくにわかってると思うけど……俺はお前が好きだ」

　今までこの言葉を口にしなかったのは、わざとだった。

　機体にキスした一瞬で俺を虜とりこにしたくせに、いざ一緒に住み始めてみると、彼女はあまりに不慣れで鈍くて、恋愛を知らない。俺ばかりが気持ちを言葉にするのでは癪なので、〝好き〟のふた文字だけはあえて胸に閉じ込めたままにしていたのだ。

　もちろん、態度や行動には完全に表れていたと思うが……。

「とっくに、じゃないです……っ」

　絞り出したように言った光里は、驚いたことになみなみと瞳に涙をためていた。

　目のふちと鼻の頭を赤くして、ずっと洟はなを啜る。

「はじまりが契約結婚だし、思わせぶりな言動はあったけど、決定的なひと言がないから、ずっと不安で……。遊ばれているんじゃないかって疑いが、いつも拭えませんでした」

　涙ながらに告白した光里。わかっていたつもりだったが、光里は俺が想像していたよりも恋愛に対するアンテナの感度が鈍かったらしい。

　俺はふっと苦笑をこぼし、濡れた彼女の目元を指の腹でなぞる。

「だから高城の写真を見た時〝やっぱり……！〟って思ったわけか」

「そうです。だって、その……鷹矢さんが私にその、色っぽい行為を迫ったことは一度もなかったじゃないですか。だから、高城さんの方が本気なのかと」

「馬鹿だな……本気だから我慢してたんだ。で？　そんなに泣いて喜ぶってことは、お前も同じ気持ちってことでいいんだよな？」

　優しく問いかけると、光里がコクッと頷く。

　……それだけか？

　ここまで丁寧に導いてやったのに、自分の口からは言わないつもりらしい。

　少々ムッとした俺は、両手で彼女の顔を自分のそばに引き寄せると、至近距離で瞳を覗いた。

「……俺だって言葉がないと不安なんだけど」

「う、嘘……っ、鷹矢さんこそ、とっくに気づいてるでしょ？」

「ま、大体はな。しかしそれでも聞きたいのが男の性さがってもんだ。ちゃんと言えたらキスしてやる」

　甘く誘うように言って、光里の唇をふにっと親指で押す。

　それだけでびくっと体を震わせた光里が、おそるおそる尋ねてくる。

「言わなかったら？」

「お仕置きにキスする」

「どっちにしろキスするんじゃないですか……！」

「そうだよ。ほら早く、観念しろ」

　小さな唇をギュッと噛みしめて躊躇していた光里だが、しばらくして、蚊の鳴くような声で言った。

「好き、です……」

　待ち焦がれていたその言葉が優しく鼓膜を揺らした瞬間、光里への愛おしさで胸がいっぱいになった。たまらず彼女の唇を塞ぐとチュッと音の立つキスをして、はぁっと吐息をこぼす。

「……また発作が起きたらお前のせいな」

「えっ？」

「ほら、わかるだろ？　暴れてんの」

　光里の手を取り、入院着のガウンの上から自分の胸にぴたりと当てる。

　彼女のせいで高鳴る鼓動をその手に伝えると、光里は目を丸くした。

「私より速いかも……あの、冗談じゃなくて、本気で苦しくないですか？」

「平気だよ。……お前が好きすぎるだけ」

　耳元に唇を寄せ、内緒話のように囁く。光里は耐えきれなくなったようにパッと俺から離れ、頬を冷やすように両手で挟んだ。

「も、もう……っ。私まで発作起こしますって！」

　その初心なそぶりにクスクス笑っていると、目を覚ましたばかりの時弱音を吐いていたのが嘘みたいに、心が軽くなっていた。

　今回のことは、パイロットとしての道を順調に歩んできた俺に初めて立ちはだかった、大きな壁。ひとりでは途方に暮れて、乗り越えられなかったかもしれない。

　でも、光里がそばにいるから……前向きに乗り越えてみようと思える。

「ありがとな」

　改めて感謝を伝えると、光里は照れたように笑う。

　その愛しい笑顔を守るためにも必ず復帰してみせると、ひとり心に誓った。










もどかしい日々




　鷹矢さんと気持ちが通じ合った翌日。

　元々仕事が休みだった私は、着替えなど入院に必要な生活用品を持って彼の病室を訪れた。すると、鷹矢さんのご両親がちょうどお見舞いに訪れており、図らずも初めての顔合わせとなった。

　お父様は鷹矢さんと同じくらい長身の、穏やかな顔をした紳士。お母様は鷹矢さんそっくりの切れ長の目が印象的な美人だったので、見つめられるとちょっと緊張してしまった。

　ご両親は共に航空専門学校で若手を育成する指導者だからなのか、新米整備士の私にとても好意的で、気さくに話をしてくれた。

　途中で検査に呼ばれた鷹矢さんが、席を外す前に「そういえば光里、一等航空整備士の学科試験に一発で合格したんだ」とご両親に向けて報告した。

　ご両親が揃って目を丸くすると、「すごいだろ？　俺の奥さん」と自慢げに言い残し、看護師と一緒に病室を後にする。

　昨日、私から彼に合格報告をした時も、鷹矢さんは『ほらな、絶対受かるって言ったろ？』と、なぜか私より得意顔で喜んでくれた。

　彼が出て行ってすぐ、お父様が私を見つめて感かん嘆たんの息を漏らした。

「その若さで一等航空整備士の学科試験を一度でパスしたとは、相当勉強されたでしょう」

「すごいわ光里さん。どんなに優秀でも、一度目の受験ではなにかしらの科目を落とすものなのに」

　お母様からも絶ぜっ賛さんされ、照れてしまう。

「ありがとうございます。でも、航空日誌にサインできる責任者の資格はまだですし、新しい機体もどんどん出てくるので、もっともっと勉強を続けないとと思っています」

「光里さんは、整備士の鑑かがみだな。鷹矢がきみを選んだ理由がわかる」

　優しく目を細め、うんうんと頷くお父様。お母様も同調するように両手を合わせて微笑んだ。

「そうね。今は病気で落ち込んでいるかもしれないけど、頑張り屋の光里さんがそばにいてくれれば、きっとすぐに立ち直るわ。負けず嫌いだもの、あの子」

「そうだな。職種は違えど、どんどん整備士として成長していく光里さんに刺激を受けて、〝なにくそ！　俺だってやってやる！〟と思えれば、アイツもまたひと回り大きくなるだろう」

　お父様が、拳を握って力説する。こうして温かく見守ってくれるご両親がいたから、鷹矢さんもパイロットの夢に一直線でいられたんだろうな。

　素敵なご両親と家族になれたことが、私もとてもうれしい。

「ところで、ふたりは結婚式を挙げる予定はないのかしら？　仕事が忙しいとは思うけれど、光里さんのご両親もあなたの花嫁姿を楽しみにしていると思うわ」

「そうだな。もちろん無理強いするつもりはないが、光里さんのように素敵な女性が鷹矢の妻になったこと、親としては親戚中に自慢したい気持ちもある。ぜひふたりで話し合ってみてほしい」

　結婚式……。私たちは始まりが契約結婚だっただけにすっかり頭から抜け落ちていたけれど、親なら式を挙げてほしいと期待する気持ちもあるよね。

　それに、鷹矢さんの気持ちに疑いがなくなった今、私も少し憧れる。

　いつものツナギ姿じゃなく、綺麗なウエディングドレスを纏って花嫁になった自分を、彼に見てもらうこと――。

「わかりました。鷹矢さんに相談してみますね」

　ご両親に笑みを返し、結婚式の話をしたら彼はどんな反応をするだろうと想像を巡らせる。彼ならきっと、ふたつ返事で賛成してくれる。私のドレスに注文を付けたりもしそうだ。

　二十五年間の人生で一度も恋愛に縁のなかった私が、まさか、結婚式のことを考えてこんなにワクワクする日が来るなんて……。




「結婚式？」

「はい。ご両親はとても楽しみにしてくれているみたいでした」

　その夜、鷹矢さんとふたりきりになったところで、私はさっそく結婚式について相談した。

　明日からはまた四連勤なので、ゆっくり話せるのは今日くらいなのだ。

　しかし、鷹矢さんはなぜか顎に手を添え、難しい顔で黙り込む。

「鷹矢さん？」

「……ああ、悪い。お前に似合う衣装をあれこれ着せて、脱がすところまで想像してた。結果、和装も洋装もいい感じに興奮した」

「ちょっ……へ、変態っ！」

　彼の発言で一気に頬が熱くなり、布団の上から彼のお腹をぺしっと叩く。

「冗談だよ。でも、光里のかわいい姿をたくさん見たいのは本当。せっかくだから結婚式も披露宴も派手にやろう。お色直し多めで」

「鷹矢さん……。はいっ、約束ですからね」

　彼の返事がうれしくて、からかわれたことへの不満も飛んでいく。

　パイロットの制服がよく似合うスタイルのよい鷹矢さんなら、タキシード姿もカッコいいに違いない。私もそんな彼をたくさん見たい。

「……明日、早番だったよな。そろそろ帰れ」

　壁の時計が二十時を過ぎたのを見て、鷹矢さんが言う。

　名残惜しいけれど、仕事も大事。彼の言う通りにした方がよさそうだ。

「そうですね……じゃ、また明日の夜来ます」

「それじゃお前の体が持たないだろ。無理しないで次の休みでいい。検査で変なところが見つからなきゃ、それより前に退院できるかもしれないし」

「でも……」

　別に無理をしているわけじゃない。私が鷹矢さんに会いたいだけだ。

　心の内ではそう呟きつつも、実際は口ごもって俯く。

　気持ちが通じ合ったとはいえ、いつも素直でいるのはなかなか難しい。

　鷹矢さんはそんな私を見てふっと苦笑すると、私の後頭部に手を添えて引き寄せ、優しく唇を奪った。

「会いたいならそう言え。無理しない範囲なら、俺だって追い返したりはしない」

「鷹矢さん……」

「その代わり、来るならこれくらいされる覚悟はしておけよ？」

　そう言うなり、獣のような目つきになった鷹矢さんが、噛み付くようなキスで私の唇を塞ぐ。片手で私の頭を支えていたはずが、いつの間にか両手でがっちり顔を掴み、逃げられなくなったのをいいことに唇の隙間から舌を差し込んでくる。

　濡れた舌が口内で蠢いて、頬の内側や上顎のあちこちをくすぐる。

「ん、ふぅ……っ」

　大人のキスには慣れていないので、うまく酸素を取り込めなくて、頭の中が蕩けてくる。

　絡みつく舌の感触と、注がれる唾液の甘さ、部屋中に響き渡る淫らなキスの音だけに、全身が支配される。

「その目……お前、完全に欲情してるだろ」

　ぺろ、と自分の唇の端を舐め、鷹矢さんが薄笑いを浮かべる。

　ぞくりとするほどの色香を放つその表情に、体の奥がじり、と熱を持つ。

　自分でも〝もしかしたらそうかも〟と思ってしまうその感覚が恥ずかしくて、私は上擦った声をあげる。

「……そっ、そんなわけっ」

「本当は今すぐ確認してやりたいけど、さすがにここじゃな……。退院したら、目いっぱいかわいがってやる」

　耳元で不埒な言葉を囁かれ、ますますもどかしい熱が体の内にこもる。

　鷹矢さんはそんな私の状態に気づいているのかいないのか、最後に私の首筋にキスを落とし、それから思い切り吸い付いて――。

「んっ……」

　微かな痛みに、ぴくっと体が震えた。

　鷹矢さんは唇を離し、吸い付いていた部分をそっと指で撫でる。

「後で鏡見てみろ。お前は俺の女だって刻印しるし、つけといたから」

「えっ。それってまさか……」

「ほら、本気でそろそろ帰らないと明日の仕事に差し支えるぞ」

　首筋に手を当てた私に考える隙を与えないように、鷹矢さんが手の届く棚に置いてあった私のリュックを無理やり持たせる。相変わらず体はじりじりと火照っていたけれど、そんなこと正直に言えるはずがないし、今帰らなければ本当にタイミングを逃してしまいそうだ。

「じゃ、じゃあ……帰りますね、私」

「遅いんだからタクシー使えよ。じゃあな。仕事頑張れ」

「はい。鷹矢さんも、お大事に……」

　そそくさと病室を出て、静かな病院の廊下を歩く。

　その途中でどうしても耐えきれなくなり、壁に肩を預けて「はぁ……」と深いため息を漏らした。

「病人なのに、言動が過激すぎ……」

　さんざんかき乱された胸に手を置くと、未だに激しい鼓動で上下している。

　体温もなんだか高いままだ。鷹矢さんのせいで、体がおかしい。

『お前、完全に欲情してるだろ』

　ふと、彼の挑発的なセリフを思い出し、否定するように首を左右に振る。

　鷹矢さんがセクシーすぎるのが悪いのだ。処女の私がそんなよこしまな欲求を抱くはずがないでしょうが、まったく……。

　誰にともなく胸の内で言い訳のようなことを呟き、気を取り直して歩きだす。

　消えそうで消えない妙な体の疼きには、無理やり蓋をした。




「――あ、おはようございます、最上さん」

　翌日の始業前。格納庫に着いてすぐ最上さんの後ろ姿を見つけた私は、いつものように挨拶をした。振り向いた彼は、「おう」と軽く手を上げて微笑んだ後、なぜか真顔になって固まる。

「どうかしました？」

　キョトンとして問いかけると、最上さんは疲れたように息を吐き、なぜかしゃがみ込んでうなだれてしまう。

「最上さん？」

「そりゃどうかするだろ……。告白した相手が、こんなわかりやすく他の男の気配アピールしながら出勤してきたら」

「他の男の気配……あっ！」

　私は思い出したように、パッと首筋に手を当てる。

　昨日、マンションに帰ってから鏡で確認したけれど、鷹矢さんが残したキスマークは首の前側、ツナギのファスナーを一番上まで上げたとしても隠せない位置にあった。

　どうにかしてごまかさなきゃと思ったものの、ひと晩寝たらすっかり忘れていて、なんの対策もせずここまで来てしまった。

　どうしよう、恥ずかしすぎる……！

　だらだらと冷や汗をかきながらなんとかして隠す方法はないかと考えていると、ゆっくり腰を上げた最上さんが私の目の前に立つ。

　見上げたその瞳は、笑っているけれど少し切なそうだった。

　ずきりと、胸が痛む。

　そういえば私、最上さんの告白にちゃんと返事をしてないままだ――。

「あの……っ」

「いいよ、わざわざ言わなくてもわかってる。大体の顛末は信濃に聞いた。お前の大切な相手のこと、疑って悪かったな。深澄は大丈夫か？　ちゃんと支えてやれよ」

「最上さん……」

　彼の懐の深さを表すような温かい言葉に、胸がじんとする。

　最上さんはそれから少し真面目な顔になって、ヘルメットの上から私の頭をポンと軽く叩いた。

「それと、仕事は絶対手を抜かないこと。上司として、お前を早く一人前にしてやりたい気持ちに変わりはないからな。旦那のことばかり考えてぼやぼやしてるようなことがあったら、遠慮なくどやすからな」

　今まで通り、最上さんの指導を受けたいと思っていた私にとっては、むしろありがたい提案だ。気まずさを表に出さない大人な対応がありがたくて、私も一生懸命その思いやりに応えたいと思った。

「はいっ！　どんどん、どやしてください！」

「ははっ、ドＭかよ」

　最上さんとはそんなふうに冗談を言い合える関係に戻り、ひと安心。

　彼に見守られながら、時に厳しく叱責されながら、その週の勤務も順調に過ぎていった。




　鷹矢さんはおよそ二週間の入院を経て八月の終わりに退院し、マンションに帰ってきた。

　入院中の検査でもとくに異常は見つからず、心膜炎の治療は自宅での服薬のみに切り替わった。激しい運動などはまだ禁止だけれど、日常生活に制限はないそうだ。

「あぁ～……やっと帰ってこられた」

「お帰りなさい、鷹矢さん」

　昼頃に病院から一緒に帰ってくるなり、鷹矢さんはリビングのソファにドカッと腰かけた。久しぶりの自宅に心からホッとした様子で、背もたれに深く身を預けて目を閉じている。

　私は帰る途中に買ってきたお弁当をダイニングに並べ、キッチンでお茶を淹れながら、この家の景色に再び彼が戻ってきた幸せに浸った。

　単に仕事ですれ違っているのと、彼の入院で完全にこの部屋にひとりぼっちだったのとではやっぱり寂しさが段違いだった。

　鷹矢さんがここにいてくれる。それだけでいい。他にはなにもいらない。

「……ここから、再スタートだな」

　鷹矢さんがボソッと呟き、ソファから立ち上がる。

　そしてキッチンの私のもとに来ると、突然背後からギュッと抱きついてきた。

　……熱いお茶の湯呑みを持つ前でよかった。

　ドキドキしながら、首だけ動かして彼を振り返る。

「鷹矢さん？」

「自分でも不思議なんだが、今すごくやる気に満ちてる。病気になったおかげで、改めて自分がどれほどパイロットの仕事が好きで、やりがいを感じているのかがわかった。絶対復帰してみせるから……お前も信じて待ってろ」

　強気な発言が、鷹矢さんらしい。倒れてしまった直後は少しだけ弱気になっていたけれど、本来の彼が戻ってきたようだ。

「あたり前じゃないですか。鷹矢さんが復帰する最初のフライトの時は、たとえシフトが入っていなくても絶対近くで手を振って見送ります」

「ああ……頼んだぞ」

　甘く微笑んだ彼が、唇を近づけてくる。

　私は目を閉じ、触れるだけの優しいキスを受け止めた。

　唇を離すと、鷹矢さんはため息交じりに言う。

「……せっかく家に帰ってきたのに、まだダメなんだよな」

「えっ？」

「担当医に聞いたんだよ。俺の心臓、夫婦生活には耐えられますかって」

「ええっ!?　そんな直球で……？」

　夫婦にとっては大切なことでも、お医者さんに尋ねるのはかなり勇気のいることだ。

　鷹矢さんはそれほどまでに私を……？と思うと、途端に顔が熱くなる。

「そしたら、禁止ではないらしいが渋い顔をされた。運動に近い活動だし、どうしても血管が拡張して多呼吸になる。とくに、俺たちのような新婚夫婦は興奮しやすいから危ないと」

「そ、そんなに赤裸々に答えてくださったんですね……」

　たしか、蓮田先生といったっけ？　さすがは医療従事者というべきか。

　今度病院で会ったら、どんな顔をすればいいんだろう……。向こうは医者だからなんとも思わないだろうけど。

「だから……」

　次回の通院日はいつだっけと頭の中で思い返していたら、不意に鷹矢さんの手が私の胸のふくらみの上に移動した。

　えっ？と思っているうちに、彼の手がゆっくりと、感触を確かめるように動き出す。

　な、なんで揉んでるのー!?

　抵抗もできずにただパニックになり、彼に問いかける。

「あの、鷹矢さん？　病院の先生にダメと言われたんじゃ……」

「そうだけど、ダメなのは俺だけだろ？　光里が気持ちよくなる分には問題ない」

「なんですかその屁理屈……！」

「しかも光里、初めてだろ？　今から慣らしておいて損はない」

　話しながらも、彼の手の動きは止まらない。恥ずかしさに耐えているうちにふっと背中の締めつけが楽になり、ブラが外されたんだとわかった。

　Ｔシャツの中に入ってきた大きな手が、今度は直接胸を捏ね始める。

「んっ……」

「……かわいい。震えたな、今。気持ちよかったか？」

　わからない。わからないけど、なんだかぞくぞくする。

　それに、耳のそばで鷹矢さんに囁かれると、そっちからも変な感覚が襲ってくる。

「光里……」

　されるがままに体を熱くしていると、愛おしそうに名前を呼ばれ、キスを求められる。応えるように唇を合わせると、すかさず舌が唇の隙間からぬるりと入ってきた。

　甘い感触に力が抜けたその時、彼の指先が胸の突起を引っかく。

「あっ、ん……」

　腰が砕けそうになって、思わずキッチンの台に手を突いた。

　なにこれ。やばい。勝手に声が出ちゃう。

　甘えた猫みたいな声が、自分じゃないみたい。

「鷹矢さ……っ」

「光里……ああくそ、俺がもうダメだ」

　掠れた声で呟いた彼は、愛撫をやめてギュッと私を抱きしめる。そしてうなじにチュッと口づけをして、大きなため息をついた。

「これ以上続けたら、止まれなくなって心臓やられる。……悔しいがここまでだな」

　鷹矢さんがやめなければ、私もそのまま流されてしまっていただろう。彼はとても残念そうだけれど、私は少しホッとしていた。

　キスをしながら少しの間体に触れられただけで、私が私でなくなるというか……五感の全部を鷹矢さんに支配されて、おかしくなりそうだった。あのまま最後までしていたらと思うと、想像するだけで顔から火が出そうだ。

「……残念か？」

　鷹矢さんが、後ろから私の顔を覗き込む。

　微妙に熱を残した視線が色っぽくて、ドキッと脈が跳ねる。

「い、いえっ……！　鷹矢さんの体が第一ですから！」

「すんなり否定されるのも切ないが、しょうがないか。続きはまた今度……な」

　最後にチュッと頬に唇を寄せ、鷹矢さんは私を抱きしめていた腕をするりとほどく。

　やっとドキドキから解放されて助かった反面、彼が離れたら離れたで、急に心もとなくなってしまう。離れたといっても、同じ部屋の中にいるのに……。

　甘い余韻から抜け出せずぼうっとしているあいだに、鷹矢さんがお茶をテーブルに運んでくれる。

「ほら、いつまでぼうっとしてるんだよ。久しぶりに一緒に食事できるんだ。今日もお前のリクエストに応えてなんでも話してやるからこっち来い」

　軽く微笑んだ彼に手招きされるだけで、胸がきゅんと鳴る。

　しばらく離れていたせいだろうか。

　……私、前よりずっと鷹矢さんを好きになっているみたい。

「今行きます。あの、今日聞きたい話なんですけど……」

　キッチンから出て行き、彼の向かいの席に着く。

「なんでもどうぞ。どうせマニアックな仕事の話が聞きたいんだろ？」

　そう言って弁当箱の蓋を開ける鷹矢さんに、私は勇気を出して尋ねる。

「今日は、そうじゃなくて……。よかったら、私を好きになった時のこと、聞かせてもらえませんか？」

　割り箸を割ろうとしていた鷹矢さんが動きを止め、意外そうに目を丸くした。

　自分で聞いておいて恥ずかしくなり、赤いであろう顔を隠すようにパッと下を向く。

　でも、実はずっと気になっていたのだ。好きだとは言われたけれど、きっかけも、いつどのタイミングでそうなったのかも、私にはまったく心当たりがないから……。

「半年ちょっと前」

　鷹矢さんは一度箸を置き、ゆっくり語りだす。顔を上げると、ちょっぴり照れくさそうな顔をした彼が、こちらを優しく見つめていた。

「フライト前の外部点検の最中、機体にキスする光里を見かけて……その一瞬で、好きになった」

「えっ？」

　機体にキス……。確かに、整備の済んだ機体に「行ってらっしゃい」と告げる代わりに思わずキスすることはたまにある、けど。

「それだけで……ですか？」

「あの時は俺だって自分自身にびっくりしたよ。たった一瞬そのシーンを目撃しただけで、お前のキスした機体に嫉妬すら覚えて、いつかあの唇を奪いたいって……とてつもなく激しい衝動が湧いたんだ」

　記憶と共に当時の感情まで思い出したかのように、鷹矢さんが熱い口調で語る。

　まさか、そんなことがきっかけだったなんて考えもしなかった。自分の知らないところで鷹矢さんに見つめられていたと知り、胸が高鳴る。

「それからは、気づいたら目で追ってたし、無線の相手がお前だとガラにもなく動揺した。後はもう、ずぶずぶ落ちてくしかなかったよ」

「ず、ずぶずぶ……」

　自分にそんな魅力が備わっているだなんて夢にも思ったことがないけれど、現実に鷹矢さんは、こうして私を好きになってくれた。

　運命って、不思議。同じ空港で働く人は数えきれないほどいるのに、こうして私と鷹矢さんの人生が交わるなんて……。

「ちなみに、光里はいつ俺を好きになった？」

「えっ？」

「え、じゃないだろ。俺だけに恥ずかしいこと言わせるの、お前の悪い癖だぞ」

　鷹矢さんに軽く睨まれ、「すみません……」と小さくなる。

　でも私の場合、いつから彼を好きになったのか、彼のように決定的な瞬間があるわけではない。

　ベースには彼を尊敬する気持ちがあって、話してみたら意外と気さくな彼に段々好意が芽生えて……。気持ちがふわふわしてきたところに積極的なスキンシップで迫られて、もう好きになる以外の選択肢がなかった。

「はっきりとした時期はわかりませんけど……なし崩し的に囲い込まれた結果って感じですかね」

　私がそう口にすると、鷹矢さんがガクッと肩を落として苦笑する。

「身も蓋もない……。もっとこう、他に言い方ないのか」

「そ、そう言われましても……」

「まぁいいか。過程はどうあれ、俺の努力は実を結んだわけだもんな」

　ひとりで納得した鷹矢さんは、今度こそ割り箸を割って「いただきます」と手を合わせる。

　病院食以外の食事は久しぶりとあって、どのおかずを口にしても「うまい」と感動している。

　そんな彼を見ながら、私ももうちょっと素直になれたらいいのにと密かに思った。

　きっかけはどうあれ、本当は私だって、鷹矢さんという沼にずぶずぶ落ちていくばかりだ。なのに恥ずかしさが勝ってしまって、その気持ちをうまく言葉にできない。

　もう少し鷹矢さんのそばで恋愛を学んで、いつかは素直な気持ちをちゃんと伝えられたらいいな……。

　そんな目標を自分の中にひっそり立てると、私もようやく箸を持って食事を始めた。










素直になることを覚えた日




　鷹矢さんの病気が発覚してから、一カ月弱。完全に治癒しているかどうかの検査を受けに、彼と病院を訪れた。

　いくつか検査を受けた後で診察、という流れだったけれど、診察室に付き添われるのは鷹矢さんのプライドが許さないらしい。番号が呼ばれると彼はひとりで診察室に入っていき、私は待合室のベンチでソワソワと彼を待つことになった。

　そばにあったマガジンラックからファッション雑誌を手に取ったものの、まったく集中できない。

　心ここにあらずの状態を続けること十分あまりで、ようやく診察室のドアが開き、彼が出てきた。

「ど、どうでしたか……？」

　立ち上がって寄り添い、小声で尋ねる。鷹矢さんは私の頭にポンと手を乗せ、反対の手に持っていた封筒を私の前に掲げた。

「完全に治ってるって。治癒証明書ももらった」

「よかった……」

「これで一応は仕事に行ける。地上から恨みがましく空や飛行機を眺める日々にはなると思うが、軟禁状態で家にいるよりはましだ」

　ため息交じりに言っていても、彼の表情は明るい。

　復帰への第一歩を踏み出すことができて安心しているのだろう。

　家で我慢我慢の生活を続けていた彼を一番そばで見ていた私としても、本当にうれしい。そんな気持ちを伝えるように、珍しく自分から彼の手を握った。

　鷹矢さんはすぐに指を絡め、恋人繋ぎにする。病院内なので少々恥ずかしいけれど、今日は鷹矢さんの全快祝いでおめでたい日だから、甘んじて受け入れる。

「やっとですね。すごく長く感じました」

　自宅での療養中も鷹矢さんはもちろん勉強を欠かしていなかった。

　体を動かせないことが歯痒そうだったけれど、これから少しずつ復帰のための体作りもしていくことになるだろう。私もますます気合いを入れて彼を支えないと。

　それから、結婚式の準備も――。




　病院を出た後、私たちが向かったのはお台だい場ばのラグジュアリーホテル。

　当日予約で気軽に参加できる相談会が平日開催されているのをネットで知り、鷹矢さんの検査結果次第で、参加できそうならしようと決めていたのだ。

　ちなみにランチもついた豪華プラン。さすがにいつもの服装では相応しくないだろうと、鷹矢さんがインターネットのブランドショップで、エレガントなレースと黒の切り替えワンピースを買ってくれた。

　仕事の日はいつもまとめてしまう髪も、きちんとブローして下ろしている。

　着替えて家を出る前、鷹矢さんのことだから〝馬ま子ごにも衣裳〟とか言うんだろうなと思いつつも『どうですか？』と彼の前で一回転してみた。

　すると、まっすぐな目で『かわいい』と断言した彼にギュッと抱きしめられ、軽くキスをされた。そして病院の予約時間が迫っていたにもかかわらず、鷹矢さんは『他の男に見せたくないな……』と言って、なかなか家を出ようとしてくれなかった。

　一方鷹矢さんの私服はわりとカジュアルなものが多いけれど、今日はグレーのジャケットに白いカットソー、黒のパンツを合わせた大人っぽいモノトーンコーデで、制服姿に負けず劣らずカッコいい。

「わ、すごい、綺麗……！」

「ああ。このチャペルだけ海に浮かんでいるみたいだな」

　サロンで簡単な打ち合わせをした後に案内されたのは、ホテル自慢のチャペル。

　奥の壁が全面ガラス張りになっており、東京のベイエリア、日の光を浴びて輝く東とう京きょう湾わん、そして晴れ渡った空が見える。チャペルの床やチェアは白で統一されているので、白と青のコントラストが美しい。

「あっ見て、鷹矢さん！　羽田の方向から飛行機が！」

「子どもかよ。……ああ、本当だ。見ろ、スカイイーストのロゴがある」

　呆れたそぶりの鷹矢さんも、窓辺ではしゃぐ私の隣で空を横切る白い機体に目を凝らしている。

　飛行機好きの私たちにとって、ここは最高のロケーションではないだろうか。

「もう決めちゃいますか？　ここに」

　私はすっかりこのチャペルが気に入った。他の式場を見ても絶対に揺らがない。

　期待を込めて鷹矢さんを見上げると、彼は勢いに押されたように小さく頷く。

「お前の気持ちはわかった。とりあえず、料理を食べてみてから決めよう」

「そうでした。楽しみですね、ランチ」

　チャペルの入り口で微笑ましそうに私たちを見ていた女性プランナーが、披露宴の料理を担当するダイニングレストランに案内してくれる。その間に今後の流れを相談すると、今日のところは資料を持ち帰って家でじっくり検討し、改めて連絡を入れることになった。

　チャペルと同じ海側に位置するレストランはやはり景色がよく、窓辺の席で料理を待つ間彼とたわいのない話をしながら、ふと思ったことを口にする。

「今日はなんだかデートみたいですね。こういうのあまりなかったから新鮮です」

　いきなり結婚して一緒に暮らし始めたし、お互いの休日はバラバラ。

　たまに外食するくらいはあったけれど、こうしたお出かけは初めてだった。

「そういえばそうだな。パイロットの仕事に復帰したいのは山々だけど、お前とのんびり過ごせると思えば、人生のちょっとの間、立ち止まってみるのも悪くない」

　鷹矢さんはそう言って穏やかに微笑む。彼にとっては不本意な休職期間だったと思うけれど、私のお陰で少しは気が晴れたならうれしい。

「お互い仕事の時は、まったく時間が合いませんもんね……」

「ああ。だから、国内線の乗務でお前がライン整備担当だったりすると、顔が見られて少しうれしかった」

「……少し、だけですか？」

　無意識にそう尋ねると、鷹矢さんが小首を傾げて「ん？」という顔をする。

　あれ？　私今、ちょっと拗ねてるみたいな感じだった……!?

「な、なんでもないです！　忘れてください！」

　らしくないことを聞いてしまい、かぁっと頬に熱がのぼる。ちらっと鷹矢さんの表情を窺うと、彼はテーブルに頬杖をつきにやりと口角を上げた。

「へぇ。ちょっとは素直になってきたな。かわいいから訂正する。お前が整備担当だと、この上なくうれしいよ」

「うう、気を遣っていただいてすみません……」

　完全に言わせた感じになってしまい、小さくなるしかない。

　鷹矢さんはクスクス笑って、さらに続ける。

「あながち嘘じゃないぞ。もっと白状すると、お前が担当の日はちょっとでも長く顔を見ていたいから、外部点検にわざと時間をかけたりしてた。もちろん、仕事に支障の出ない範囲でだけどな」

「そんなこと言われたら、復帰後担当になった時やりづらいです」

「ははっ。照れてやりづらそうにしてる光里、かわいいんだろうな」

「からかわないでくださいよ……」

　こんなふうに浮かれた会話をしてしまうのも、恋のなせる業なんだろうか。バカップルっぽいなぁと自覚する反面、鷹矢さんを独占できる時間はやっぱり幸せだ。

　間もなくランチコースの料理も運ばれてきて、私たちは窓から見える景色と美味しい料理を心ゆくまで楽しんだ。




「美味しかった～、お腹いっぱいです」

「ああ、料理も悪くなかった。後はゲストの人数と会場の広さの折り合いがつけば、ここに決めていいかもな。あ……光里、少し待ってろ」

「えっ？　はい……」

　レストランを出てロビーを歩いている途中、鷹矢さんが私をその場に残してフロントの方へ歩いて行った。なにか確認したいことがあるのかな。

　不思議に思いつつもそばにあったひとり掛けソファに腰を下ろし、彼を待つ。

　手持ち無沙汰でスマホを眺めていたら、頭上から聞き慣れた男性の声がした。

「あれ？　姫じゃないですか。こんなところでどうしたんですか？」

「え……」

　声のした方を振り向くと、そこにいたのは先輩整備士の信濃さんだった。

「こんにちは。今、夫を待っているところで」

　意外な場所で先輩に会う偶然に驚きつつ、軽く挨拶する。

　かっちりしたジャケットを着た私服姿なので、いつもと印象が違う。

　しかも、彼の隣には女性がおり、親しげに腕を絡ませている。

　もしかして、デート中……？

　ドキッとして遠慮がちに女性の顔を見たら、見覚えのあるその美人はとっさに私から目を逸らした。

　こ、この人……高城さん？

「待たせたな、光里――って、なんでお前らがここに？」

　フロントから戻ってきた鷹矢さんが、信濃さんと彼女を交互に見て怪訝そうにする。

　実は、少し前に高城さんはスカイイーストのＣＡを自主的に退職していた。鷹矢さんのお見舞いにも訪れた男性ＣＡを中心に、彼女の行きすぎた指導についての告発があり、とても仕事を続けていられる状況ではなくなったらしい。

　いつの間にか例のＳＮＳアカウントも消えていたので、今日こうして会うまで彼女の存在はすっかり忘れていた。

　高城さんはますます居たたまれない表情になり「行きましょうよ……」と信濃さんの腕を引っ張る。しかし、信濃さんはそれに応じず私たちに向けてにっこり微笑んだ。

「僕たちこれから、ブライダル相談会に行くもので」

「えっ？　ってことは、おふたりって……」

「ええ。結婚する予定です」

　意外な展開に、ぽかんと口を開けてしまう。

　信濃さんって、高城さんに対して結構辛辣なことを言っていなかったっけ？

　あっけにとられる私や鷹矢さんに気づき、信濃さんが説明してくれる。

「僕たちは以前交際していたのですが……翔子がＣＡになってからというもの、彼女は外見やスペックなど、外から見たものばかりに囚われるようになり、付き合う相手も整備士では物足りないと、僕はフラれてしまったんです。しかし、それからも危なっかしい彼女が、ずっと心配で」

　信濃さんが優しい眼差しを高城さんに向けるけれど、当の本人は叱られた子どものようにずっと俯いている。

　そっか……。だから信濃さんは高城さんの情報に詳しかったんだ。

「例のＳＮＳの写真で彼女がご迷惑をおかけしたこと、本当にすみませんでした。ほら翔子、きみも謝りなさい」

　信濃さんが一生懸命促すけれど、高城さんが応じる様子はない。

　やがて、深澄さんがため息をついて彼女を見下ろした。

「お前にはがっかりしたよ、高城」

　ぴくっと、高城さんの肩が震える。

「元々、パイロットばかり崇めて整備士を馬鹿にしていた辺り浅はかだと思ってたけど、気が強くて根性のあるお前は、ＣＡとしてもっと上に行くものだと思ってた。だから残念だ。謝罪すべき相手と目を合わせることもしない、お前を心配してくれる恋人に代わりに謝らせても平気な顔、その上結婚に逃げて生活の面倒まで見させるつもりだなんてな」

　鷹矢さんが冷たい言葉を浴びせた瞬間、初めて高城さんが顔を上げ、キッと彼を睨みつける。

「私だってここで終わるつもりはありません……！　もっと条件のいい会社で、ＣＡのトップに返り咲いてみせます。今は、その……充電期間です！」

　悔しそうに顔を真っ赤にした高城さんが、鷹矢さんに向けて言い放つ。彼は彼で挑発的な態度を崩さず、鼻で笑いながら言った。

「はっ。トップとは大きく出たな。どうせ無理だがせいぜいやってみろ」

「深澄さんがこんなに性格の悪い人だとは知りませんでした……！　失礼します！」

「ちょっ、翔子……。すみません、本当に。いつか絶対に謝らせますので」

　ぷりぷりしながらこの場を離れていく高城さんを、信濃さんが慌てて追いかける。

　やっぱり、強烈な人だったなぁ高城さん。信濃さんの苦労が目に浮かぶ。

　ぽかんと彼女たちを見送っていると、隣で鷹矢さんがボソッと言った。

「性格悪いって、アイツにだけは言われたくないよな」

　そのげんなりした口調に、思わず噴き出してしまう。

「あはは、そうですね……。でも鷹矢さん、わざとひどいこと言いましたよね？」

「わざと？」

「ああ言えば、高城さんは嫌でもやる気を出す。そんな意図を感じたのですが」

「……気のせいだろ。それより行くぞ、光里」

　彼は軽くはぐらかし、私の手を取る。そっけない態度は図星だということの裏返しのような気がした。

　鷹矢さんはこう見えて面倒見のいい人だもの。見栄や虚勢で大切なものが見えなくなっていた高城さんの目を、覚まさせてあげたかったんじゃないかな。

　彼のそういう面は、きっとご両親譲りだ。

　……それにしても、あれ？

　鷹矢さんはどうしてエントランスと反対方向に歩いていくのだろう。

「鷹矢さん？　食事も済みましたし、マンションに帰るんじゃないんですか？」

「俺は明日の午後から仕事に行くけど、お前は明日も休みだろ？　今日はここに泊まることにした」

「ああ、そういうことでしたか……って、えっ!?」

　もしかして、さっきフロントに行ったのはそのため？

　絶句していると、鷹矢さんは私の心を読んだかのように目の前にキーをかざした。

「スイートルームだ」

「嘘、スイートって、すっごく高いんじゃ……？」

「お前の初めてをもらうんだ。どうせなら、極上の時間にしたいだろ？」

　妖しく目を細め、内緒話のように囁いた鷹矢さん。途端に胸がドキドキ鳴り、全身に熱い血液が巡る。

　確かに〝治ったら〟という約束ではあったけれど、そういう展開になるのは夜になってからだと思っていたのに……。

　心の準備が追い付かず動揺しっぱなしの私に構わず、鷹矢さんはエレベーターに乗り込む。彼が最上階のひとつ下、四十七階のボタンを押すと、扉がゆっくり閉まる。

　うう、もう逃げられない……。

　緊張や羞恥で顔を上げられずつい床ばかり眺めていると、頭上で鷹矢さんがふっと息を漏らした。それから私と目線を合わせるように大きな身を屈め、繋いでいない方の手で私の髪をそっと耳にかける。たったそれだけの仕草で、胸の高鳴りが一層大きくなる。

「光里」

　慈しむような声に名前を呼ばれ、おずおず目線を上げる。

　鷹矢さんは優しく微笑んで、私の鼻の頭にチュッとキスをした。

「……あんまり構えるなよ。こっちまで緊張する」

「だって……私、ホントにこの二十五年間、男の人には縁がなかったので」

「大丈夫。こないだちょっと触った時の反応見る限り、お前素質ありそうだったし」

「そ、素質？」

　どういう意味かと目で問いかけたその時、エレベーターが目的の階に到着する。

　鷹矢さんに手を引かれて足音の立たない絨毯の廊下を歩き、やがて大きな扉の前で彼が足を止めた。

　ホテルって、もっとたくさんの扉が廊下に並んでいるイメージだけれど、エレベーターからここに来るまでに扉は関係者用のものしか見当たらなかった。もしかして、このフロア全体が私たちの泊まるスイートルームなの？

　初めてのラグジュアリーな世界に圧倒されているうちに、鷹矢さんが扉の鍵を開ける。背中にそっと手を添えられ、室内に足を踏み入れた。

　ゆったり寛げそうなソファに巨大な壁掛けテレビ、ダイニングセットにバーカウンター。窓の向こうには、チャペルやレストランとは逆側の都心の風景が広がっている。

　鷹矢さんと暮らすマンションも豪華だけれど、やはりホテルのスイートルームともなると、非日常感は格別だ。

「部屋の感想は後でじっくり聞かせてもらうとして……今はこっち」

　リビングの中央で所在なく立ち尽くしていたら、鷹矢さんにぐいっと肩を抱かれて左手の寝室に連行される。ドアを開けた瞬間、美しくベッドメイキングされた巨大なベッドに出迎えられ、心臓が口から飛び出しそうになった。

　立派なベッドは目の前にあるけれど、次に自分が取るべき行動がわからない。

　座るの？　寝るの？　それともいきなり服を脱ぐべき……？

「光里」

　パニック状態のさなかに名前を呼ばれ、何も考えずに彼の方を見る。

　その一瞬で、甘さと獰どう猛もうさを孕んだ彼の視線に囚われ、身動きが取れなくなったところで、彼の唇が強引に私の唇を塞いだ。角度を変えて何度も、貪るようなキスで呼吸を奪われる。

　いつもなら、私の反応を楽しんでいるかのような、余裕を感じさせるキスが多いのに、今の彼はまったく違った。息継ぎのタイミングが少ないし、あっても短い。時折漏れる悩ましい吐息の温度も、普段より高い気がする。

「んっ……鷹矢、さん……」

「……いきなりがっついて悪い。けど、今まで耐えてきた分、今日は止まれない」

　浅い呼吸の合間に低い声で説明した彼は、再び唇を合わせながら私の体を背中からベッドに倒した。

　シーツに突いた両手が檻のように私を閉じ込め、キスから逃れられない。やがて濡れた舌が口内に忍び込み、上顎を、歯列を、頬の裏側を、余すことなく味わっていく。荒々しくも情熱的なキスを通して、鷹矢さんが狂おしいほどに私を欲しがっているのが伝わってくる。

　好きな人に求められるのって、こんなに幸せなんだ……。

　熱に浮かされた頭の中でそう思った瞬間、私の中で一枚、なにかの殻が脱げた気がした。

「鷹矢さん……」

　私は愛おしさを伝えるように、彼の首に手を回してギュッと掴まる。

　そして、彼の目をしっかり見ながら告げる。

「私……やっと、覚悟ができました」

「覚悟？」

「鷹矢さんになら私の全部を見てほしいし、私も鷹矢さんの全部を見たい。こんな気持ちになるの、生まれて初めてです。……鷹矢さんが、教えてくれた」

「光里……」

　鷹矢さんは眩しいものを見るように目を細め、静かに私を見つめる。それからギュッと私を抱きしめると、耳に触れそうな距離でそっと囁いた。

「俺も初めてだよ。こんなにひとりの女性を愛しく思うのは。……それに、こんなに我慢させられたのも」

「えっ……？」

　聞き返した瞬間、鷹矢さんはガバッと身を起こして、上半身の服を乱暴に脱ぎ捨てる。分厚い胸板に割れた腹筋、引き締まった体のライン――美しく均整の取れた裸体が突然露わになり、目のやり場がない。

　目を逸らしているうちに鷹矢さんはズボンまで脱いでいて、ボクサーパンツ姿で私に迫ってくる。

「全部見てほしいし、俺のことも見たいんだよな？」

「いや、それはあの、精神的な意味で言ったつもり……！」

「俺だって全部見たい、光里が女になって乱れる様さまを」

　戸惑う私の言い分など無視で、鷹矢さんは器用に私の背中を浮かせ、ワンピースのファスナーを素早く下ろしてしまう。脱がせる時もまったく躊躇がなく、あっけなく下着姿にされた私は、自分の体を手で隠しながら涙目で彼に言う。

「乱れるとか言わないでください……！」

「はいはい」

　鷹矢さんは余裕たっぷりに言うと、またすぐ私の上に覆いかぶさって、ブラの上から両手で胸に触れる。軽く掴まれただけでびくんと体が跳ねてしまい、鷹矢さんが楽しげに口角を上げる。

「やっぱりお前、素質ある」

「さっきからなんですか、その素質って……あっ」

　ブラのカップをずらされ、先端を舌先で刺激される。もう一方は指先で弄られ、空いた手はウエストのラインをなぞりながら、太腿へ下りていく。じわじわと脚の間に熱が集中していく感覚に、いいようのないもどかしさを覚えた。

「腰が揺れてるな。……ココがつらいのか？」

　ショーツの上からトン、と中心に触れられて、思わずコクコク頷いた。

　恥ずかしいと思うより、楽になりたい気持ちの方が強かった。

　鷹矢さんは「もう素直になった」と笑い、するするとショーツを脚から抜いて、ぴとりとそこに指を這わせた。

　浅い場所を探るように刺激され、「あっ」と、例の猫みたいな声が漏れる。そうされるのを求めていたはずなのに、得体のしれないもどかしさがさらに増幅していく。

　鷹矢さん、もっと……もっと奥が苦しいの。

　切実に願いつつも、初めての私がそんなことを口にできるはずもない。

　もどかしさを逃すように体を捩らせ、彼がくれる優しい刺激にますます思考が蕩けていく。

「そろそろよさそうだな……」

　じっくり私の中をほぐした後、鷹矢さんはぽつりと呟いてボクサーパンツに手をかけた。

　とうとう、彼に初めてを捧げる時がきたんだ……。

　トクン、と胸を鳴らして彼を見つめていると、鷹矢さんが私の両脚を掴んで開かせ、そこに自身を押しあてる。

「いくぞ。痛くてもあまり力むなよ」

「は、い……んんっ」

　たぶん、鷹矢さんは私を気遣ってゆっくり腰を進めてくれている。しかし、私の中はだいぶ狭くて、彼の全部を受け入れるまでにはやっぱりそれなりの痛みを伴った。

　ギュッと閉じた目の端から、ほんの少し涙がにじむ。

「光里……よく頑張ったな。入ったぞ」

「ホント、ですか……？」

　ふっとまぶたを開いた瞬間、鷹矢さんが触れるだけのキスをする。それから私の両手に自分の手を重ね、愛おしさを確かめるように、指を絡ませて握った。熱情を湛えた瞳に見つめられ、胸が高鳴る。

　――今の私、体も心も、鷹矢さんでいっぱいだ。

「大好きです、鷹矢さん」

　少し照れながらもそう口にすると、繋がった部分がドクッと脈打った。鷹矢さんはものすごくつらそうに眉根を寄せ、はぁっとため息をつく。

「かわいいこと言って……俺のこと弄んでるだろ。そんな悪い子にはお仕置きだ」

　鷹矢さんが、中でゆっくり動き出す。いつの間にか痛みは薄れていて、快感がじわじわと襲ってくる。

「弄んでなんか、ない……鷹矢さんのこと、本気で……っ」

「ああもう、わかってる。それ以上言うな。俺が壊れる」

　苛立ったように口にした彼が、勢いよく最奥を突く。激しくされればされるほど、うれしいのはなんでだろう。体じゅうで彼を感じることで、心まで深く満たされる。

「鷹矢さん、好き、好き……っ」

　それ以上言うなと言われたにもかかわらず、あふれた気持ちが勝手に口から出てしまう。彼はその度に私を激しく責め立て、やがて我慢できなくなったように、キスで私の唇を塞いだ。

　行き場のなくなった想いは大きく膨れて、私を快楽の限界に連れて行く後押しをする。そうして一番の高みに到達する直前、鷹矢さんはふっと唇を離し、この上なく愛おしそうな目で私を見つめた。

「愛してる、光里……」

　甘く掠れた声で囁かれたその言葉に胸が熱くなり、どっと涙があふれる。

　直後に突き抜けるような快感が全身を貫き、私は幸福に痺れながら、ふっと脱力した彼の体を受け止めた。










もう一度空へ




　鷹矢さんは二カ月間の地上勤務とその後の再訓練・技量審査を経て、十二月にパイロットとして復帰できることになった。

　復帰後初めてのフライトは、国内線。羽田から那な覇はの往復便を、服部キャプテンと共に担当する。その日は私も早番勤務で国内線の担当。鷹矢さんの便を整備できるとは限らないけれど、彼の大切な日に同じ場所で仕事ができることだけでも幸運だ。

「緊張してますか？」

　当日、朝ごはんを一緒に囲んだ食卓で聞いてみた。テーブルに並ぶのは、ベーコンエッグのホットサンドと野菜スープ、ホットココア。

　復帰初日に万全の体制で臨むため、温かくて栄養のある料理を、ふたりで手分けして作った。

「まさか。那覇までなんて、今までにも数えきれないほど飛んでる」

　再訓練を経てすっかり自信を取り戻した彼は、いつもの不遜な調子でそう言った。

「だとしても、油断は禁物ですよ？」

「わかってるよ。復帰はあくまで機長になるための第一歩。これからまた実績を積み上げていかなきゃならないから、一つひとつのフライトを大事にしないとな」

　鷹矢さんは神妙に言って、マグカップのココアに口をつける。

「あちっ」

「大丈夫ですか？　冷やしますか？　氷……！」

「馬鹿、平気だよ、これくらい」

　慌てて席を立って冷蔵庫に向かおうとした私の手を、鷹矢さんが掴む。

「本当に……？」

　ジッと睨むように、彼の唇に注目する。とくに赤くなっている様子はない。

　鷹矢さんが心膜炎を患って以来、どうしても彼の体調や怪我が気になって仕方がなく、つい過保護になってしまうのだ。

　鷹矢さんはそんな私に呆れたような笑みを漏らした後、くいっと私の手首を引っ張って甘えた声を出す。

「じゃあ、やっぱ痛い。キスしてくれ」

「じゃあってなんですか！　仮病を使う人にはしません……！」

「ダメだ。お前のキスがないと操縦に支障が出る」

「もうっ」

　やけくそになって、チュッと唇を合わせた。

　ココア味の甘いキスに、朝からドキンと胸が鳴る。

「サンキュ。こんなんじゃ本当は足りないが、仕方ない。夜まで我慢するよ」

「昨日もしたのに……？」

「もちろん」

　即答して微笑む鷹矢さんに、どぎまぎせずにはいられない。

　初めての夜以降、鷹矢さんはそれまで我慢していたのが嘘みたいにタガが外れ、それはそれは甘い行為で私を骨抜きにする。その度に自分の体が敏感になっていくのも感じるし、今夜もどんな風に抱かれるんだろうと思うと、朝から変な気分になってしまう。

「さて、そろそろ出る準備するか」

「あっ、もうこんな時間……」

　時計を見るとふわふわしていた思考が一気に現実に引き戻され、ふたりで手分けをして食器を片付ける。それから身支度を整え、鷹矢さんの車で一緒に出勤した。




　空港に着くと鷹矢さんと別れ、ロッカー室で作業服に着替える。

　オフィスに出勤しパソコンで作業分担を確認すると、運よく彼の那覇便は私の担当だった。頼れる最上さんも一緒だ。

　よかった、と思いつつも、見慣れない機体の型番を見て、ぐっと眉根を寄せる。

「……これ、まだ整備に立ち会うの三回目くらいかも」

　もともと複数の旅客機のライセンスを持っていた鷹矢さんは、再訓練を機に従来機種から最新機種の乗務へ移行になった。操縦ミスなどを防ぐため、パイロットが乗務できるのは原則一機種のみ。服部キャプテンも同時期に移行訓練を受けていたそうで、スカイイーストエアラインの精せい鋭えいであるふたりが最新機種に取られたと嘆く機長もいたとか。

　今まで操縦していた機種とコックピットの配置などは共通性があるため、それほど違和感はないらしい。ブランクがあるのに余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくなのが鷹矢さんらしい。

　私も負けないように勉強しなくちゃ。新しい機体だからいつも以上に注意深く点検すると共に、整備の仕方を勉強しないと……。

　気合いを入れてパソコンの前を離れると、同じ作業に当たる先輩方との細かい作業の打ち合わせをしに、格納庫へ向かった。

　午前九時半、これから鷹矢さんが操縦することになる機体が、福岡から帰ってきた。

　グラハンスタッフがパドルと呼ばれるしゃもじのような道具で飛行機を誘導し、駐機場に停まったところで私たち整備士が機体に駆け寄る。

　ギアの周囲に手早く車止めを置くと、さっそく機体の周囲を確認し始めた。機長への聞き取りは、この機体の整備責任者の資格を持つ最上さんが行った。

　私が一番に向かったのは、ランディングギア。着陸の衝撃を受け止めるタイヤの部分だ。

　一日に何往復もする国内線の機体はブレーキや車輪に負担がかかりやすいため、ブレーキパッドの減り具合、タイヤの溝など注意深く点検する。

　とくに異常は見られず次の場所に移ろうとすると、最上さんに呼ばれてコックピットに同行した。操縦席の前には八百を超えるスイッチがあり、一つひとつ、電気系統に異常がないか確かめる。途中で鷹矢さんと服部キャプテンも合流し、整備状況を丁寧に説明した。

　ひと言くらい鷹矢さんに言葉をかけたかったけれど、最上さんや機長がいるので遠慮し、心の中で『行ってらっしゃい』と呟く。するとその思いが通じたように鷹矢さんがちらっと私を見て、言葉は発しないものの、笑顔で一度頷いてくれた。

　その間に別の先輩が外の整備や客室のチェックを終えており、定刻五分前にはきっちり、飛行機を送り出す準備が整った。

　トーイングカーに押されて誘導路へ移動し、やがて滑走路へ自走し始める機体を、先輩方と見送る。離陸の準備が整い、激しいエンジン音と共に勢いよく機体が飛び上がると、私たちは安全な空の旅を祈りながら、大きく手を振った。

「……よかったな。王子様が復活して」

　格納庫へ引き上げる途中、少し後ろを歩いていた最上さんが穏やかな口調で言った。

　まだ飛行機は飛び立ったばかりだし、往路の操縦は服部キャプテンが担当すると聞いている。

　完全に復活したと判断するには少し早い気がするけれど、再びコックピットに入ることを許されただけでも、鷹矢さんにとってはきっと大きな前進だ。

「はい。倒れた時はどうなるかと思いましたが、ようやくここまで来ました」

　微笑んでそう答えると、最上さんはふっと笑って頷く。

「しかし……お前らもだし、信濃も結婚とは。石狩とふたりで婚活パーティーにでも行ってみるかね」

「いいと思います！　石狩さんはともかく最上さんは絶対モテますよ」

「そりゃいい。アイツ、引き立て役として隣に置いとこう」

　あはは、と笑って格納庫に入ると、ちょうど通りかかった石狩さんが、「ぶえっくしょーい！」盛大にくしゃみをして持っていた工具をばらまく。

「誰だよ、俺の噂してるやつ……」

　不満そうに呟く彼がおかしくて、最上さんと私は必死で笑いをこらえつつ、工具を拾うのを手伝うのだった。




　昼休憩を挟み、再び発着便の整備にあたること三時間あまり。

　新しん千ち歳とせ行きの便を見送り少し手の空いたところで、格納庫から血相を変えた石狩さんが飛び出してきた。

「涼野！　やべえ……！　那覇から帰ってくるＳＥ１９０便が……！」

「ＳＥ１９０便……？」

　鷹矢さんと服部キャプテンが操縦する便……機体は、私たちが整備して送り出したものだ。

「どうしたんですか？　飛行中になにかトラブルでも……？」

　時間的に、間もなく羽田に到着する頃。けれど石狩さんの慌てように、心が急にざわつく。

　少し離れたところにいた最上さんも不穏な雰囲気を察知して、こちらに駆け寄ってきた。

「石狩、なにがあった？」

「ノーズギアが……下りないって……」

「えっ？」

　ノーズギアが下りない。

　その言葉をすぐには受け入れられなかった。

「油圧でも手動でも、どうしてかノーズギアが出ないらしい。今、消防や警察にも報告が行ってて、羽田着の他の便は次々に別の空港に代だい替たい着陸させてる。ちなみに、操縦桿を握っているのは深澄さんだってよ。服部キャプテン、那覇を出た時に耳をやられたみたいで」

「耳……航空性中ちゅう耳じ炎えんか。タイミングの悪い」

　最上さんが、思わずといった感じに舌打ちする。

　パイロットやＣＡがなりやすい、気圧の変化による中耳炎。操縦桿を握れないということは、軽いものではないのだろう。痛みの他に、激しい耳鳴りが現れることがあるとも聞く。

　つまり、鷹矢さんが機長に代わり、ノーズギアの下りない機体を着陸させる……。

　ノーズギアとはすなわち前輪。地上走行の際に利用する他、着陸の衝撃を吸収するためにはなくてはならない。それが、出ないと言うことは……。

「胴体着陸は避けられない……？」

　震える声で呟く。血の気が引いていく感覚がした。

「最悪、事故になるかもしれん」

　最上さんも、険しく眉根を寄せる。

　どうしてこんなことに？

　私たちが点検した時、ギア自体にも、その出し入れを制御するシステムにも異常は見られなかった。那覇空港でだって、ライン整備は受けているはずだ。

　なのに、どうして……。

「私たち、なにか見逃してしまったんでしょうか？」

「そんなはずは……」

　不安に駆られて最上さんに尋ねた直後、石狩さんが空を指さして叫ぶ。

「来たぞ、あれだ！」

　滑走路に向かって降りてくる、スカイイーストのロゴがついた機体。

　間違いなく、私たちが整備したものだ。左右の主翼それぞれについているメインギアは出ているが、前輪だけが出ていない。

　私たちは自然と滑走路の見える場所まで移動し、固唾を呑んで着陸の様子を見守る。

「降りてくる……みたいですね」

「接地の衝撃でギアが出ないか確かめるつもりかもしれない。出なければ、おそらくまた空に戻る」

「タッチアンドゴーか……そんなんで、出るのかな……」

　タッチアンドゴーとは、着陸後に素早く離陸態勢に入り、再び加速し離陸する操作のこと。

　訓練では行われることが多いけれど、実際のフライトではまず見ることがない。

　お願い、出て……。

　思わず両手を祈るように組んで、降下する機体をジッと見つめる。

　やがてメインギアだけを滑走路に接地させ、機体は速度を落とす。しかし、前輪が出ることはなく、再び速度を上げた機体は上空へ戻っていった。

「どうすんだ……」

「燃料の残り次第で、もう一度タッチアンドゴーを試すか……それとも」

　空を見ながら呟くふたりの脇で、私はもうなにも言えなくなっていた。

　口を開いたら涙がこぼれてしまいそうだった。

　どうしてこんなことになったんだろう。どうして鷹矢さんの、よりによって復帰一日目の便が、こんな不運に見舞われるの？

　私たちの整備に不備があったんだとしたら、どうやって償えばいいんだろう。

　鷹矢さんたちクルーの、そして乗客たちの安全が、私たちのせいで――。

　揺らめく視界の向こうで、鷹矢さんの操縦する機体は、もう一度、タッチアンドゴーの操作を試す。やはり、前輪は出ない。

　そのうち、火災やけが人に備えて多数の緊急車両が滑走路のそばに停まる。どこから入ったのか、報道機関の記者やカメラクルーたちも、周囲に集まっていた。

「もしかして、テレビ中継とかされてんのかな……もしこのまま事故ったら、俺、一生その映像がトラウマになる気がする……」

「馬鹿言うな。……深澄がなんとかする」

　最上さんは石狩さんを小突くと共に、黙って瞳を潤ませる私を励ますように、ぐっと肩を掴んで揺らす。〝しっかりしろ〟と言うように。

　私は涙を散らすように首を振り、再びまっすぐに滑走路へ降りてくる機体に目を凝らす。

　なんとなくだけれど、今回はタッチアンドゴーではなく、着陸を試みる気がした。

　鷹矢さんの操縦に迷いがない気がしたのだ。

　そういえば、着陸は得意だと前に言っていた。

　いつだってソフトランディングで機体を優しく扱ってくれる彼だもの。

　きっと……きっとうまくやれる。

「頑張って、鷹矢さん……っ」

　胸の前で合わせた両手をきつく握りしめ、前輪の出ない巨大な機体の着陸を見守る。

　地上に降りてきた機体は、先ほどまでと同じように、まずメインギアを接地させる。

　そのまま機首を水平より少し上げた状態で滑走を続け、ゆっくり減速しながら、機首を下ろしていく。前輪がないので、当然ながら機首そのものが滑走路に接地し、地面と機体とが激しく擦れる音と共に、火花が散るのが見えた。

　いつ爆発や火災に発展してもおかしくはない緊張感の中、地上に集まった誰もが、無言で機体を見守る。

　そのうち激しいエンジン音、そして地上との激しい摩擦の音が、次第に小さくなる。

　機体は、十数秒後に動かなくなった。

　火の手や煙が上がる様子はない。

　鷹矢さんの操縦する機体は、滑走路内で無事に胴体着陸を成功させ、停止したのだ。

　着陸の衝撃でけがをした乗客がいないとも限らないが、命にかかわるようなものではないだろう。鷹矢さんも、クルーの皆んなも、きっと無事だ。

　そう思った瞬間、周囲からわっと歓声と拍手が上がった。

　いつの間にか格納庫から出てきていた整備士の仲間たちやグラハンスタッフ、そして周囲に集まっていた報道陣から、自然と湧いたものだった。

「よか……っ」

　緊張の糸が途切れた私は、膝の力が抜けて思わずその場にへたり込む。

　我慢していた涙が次々あふれて頬を濡らし、人目も憚らずに盛大に泣いた。

　石狩さんがヤンキー座りで隣に屈み、私の頭を雑に撫でる。

「やるなーお前のダンナ。あの落ち着き払ったランディング、しびれたぜ」

「今頃、本人もホッとしてるだろうよ。……無事にお前のもとに帰ってこられてな」

「うう……っ、これ以上、泣かせないでください……っ」

　目線の先では乗客たちが降機を始めたようだが、ただちに救急車に運ばれていくような人は見当たらない。

　鷹矢さんが、皆んなを守ったんだ――。

　復帰初日というプレッシャーがあったのはもちろん、機長の急病というイレギュラーにも動じず、無事に羽田に戻ってきた彼を、私は改めて深く尊敬した。




　すぐにでも顔を見て無事を喜びたかったけれど、重大なトラブルの対処をした彼がすぐに自由になれるはずもない。

　羽田から那覇へ発つ前の機体を整備した私や最上さんも事故調査委員からの聞き取りを受け、ようやく帰れることになったのは十九時を過ぎた頃だった。

　トラブルを起こしたのが比較的新しい機体であるため、整備不良というより製造時の問題ではないかと、メーカー側にも詳しく話を聞いているらしい。

　納品前試験はきちんと行われていたはずだが、それでも人のやることに絶対はない。

　自分たちの整備が原因というわけではなくても、今日のことはこれから仕事をする上で教訓にしないと……。

　そんなことを考えながら着替えてロッカー室を出ると、目の前には濃紺の制服を着たパイロットがいた。私の姿に気づくと、彼はふっと安心したような笑みをこぼす。

　久しぶりの制服姿は、やっぱりカッコいい。

　それに、今日は特別、彼がヒーローに見える。

　本当に……無事に帰ってきてくれて、よかった。

「鷹矢さん……」

　ずっと会いたいと思っていたのに、感情があふれすぎて言葉にならない。

　涙目で彼の長身を見上げた瞬間、鷹矢さんは手に持っていた制帽をぽすっと私の頭にかぶせ、両手を広げて私を抱き寄せた。

「ただいま」

　静かにそう言われただけで、涙腺が決壊する。

　ノーズギアが出ないと聞いた瞬間、この温もりに二度と触れられないんじゃないかと、不安だった。

　でも、鷹矢さんはここにいる。

「おかえりなさい……っ、鷹矢さんの見事なランディング、見てました、ずっと」

　彼の背中に回した手に、ギュッと力を籠める。

「そうか。……惚れ直しただろ」

「はい」

　彼の胸に顔を寄せたまま、コクッと頷く。

　そっと体を離した鷹矢さんが、意外そうに私の顔を覗いた。

「どうした、即答するなんてお前らしくない」

「だって……本当ですもん」

　ぐすっと洟を啜って素直な気持ちを告げると、彼は周囲に人気がないことを確認し、そっと私に口づけを落とす。

「さっさと帰ろう。素直な光里のこと、家でじっくりかわいがりたい。俺も着替えるから待ってて」

「そういえば、なんでまだ制服なんですか？」

「光里に会いたい気持ちが勝って、順序を間違えた」

　バツが悪そうに苦笑する鷹矢さんがかわいくて、思わずクスッと笑う。

　すると「笑ったな？」と怖い顔をした彼にまたチュッと口づけされて、今度はお返しに私からキスをする。

　軽口ばかりの鷹矢さんだけれど、本音ではたぶん、私と同じくらい不安だったのだと思う。

　さっさと帰ろうと言いながらも離れがたいようで、私たちはしばらく誰もいない廊下で啄むようなキスを交わし、お互いの温もりを確かめていた。




　その日の事故は重大インシデントとして世間を騒がせ、スカイイーストは航空機を製造したアメリカの航空機メーカーと共同で謝罪会見を開いた。メーカーは製造過程のミスを認め、事故を起こした機体を引き取り、全面的に改修すると発表した。

　会見の途中、記者から『あの胴体着陸を見事に成功させた副操縦士の氏名を教えてください』とスカイイースト側に要望があったものの、会見に臨んだスカイイーストのＣＥＯは『個人情報保護の観点から公表は控えさせていただく』と答えた。

　しかし、あの便に搭乗していた客たちのうち何人かが機内アナウンスをした鷹矢さんの名前を覚えており、ネット上ではすぐに彼の名前、そして写真までもが拡散される事態になった。

　鷹矢さんは日本中から〝勇敢なイケメン副操縦士〟として注目を浴びることになり、連日テレビやネットニュースに登場している。

　彼のしたことがどんなにすばらしいことでも、妻としては、夫が一気に有名人になってしまったことが複雑だった。

「芸能人じゃないんだから……」

　鷹矢さんの映像が流れる午後の情報番組をぼんやり眺めながら、思わずため息がこぼれた。いつ撮影されたものか不明だが、空港で記者に直撃取材を受ける鷹矢さんは、時間がない中でも真摯に対応している。

　現在、鷹矢さんはニューヨークステイ中で不在。その寂しさもあってか、テレビに映る彼になんとなく恨めしげな視線を送ってしまう。

「さて、そろそろ行かなきゃ」

　今日の私は遅番。手に持っていたマグカップのコーヒーの残りをぐっと飲み干し、リモコンでテレビを消そうとしたその時だ。

『過酷なパイロットのお仕事を続けていられる力の源、原動力のようなものがあったら教えてください』

　若い女性キャスターが、鷹矢さんにうっとり見とれながらマイクを向ける。彼は少し考えた後、凛とした眼差しで告げた。

『機長になりたいという、子どもの頃から変わらない夢。そして、整備士の妻の存在が大きいですね。仕事で張り詰めていた緊張が、家に帰ればふっと解ける。妻は、飛行機だけでなく僕のメンテも得意なんです』

　最後に極上の笑みを添えてキャスターに挨拶を告げると、彼はフライトバッグを転がし仕事に戻っていく。

　ぜ、全国ネットでなんと恥ずかしいことを……！

　思わずリモコンでプツッとテレビの電源を切り、火照りだす頬を両手で挟む。

　恥ずかしい……けど、うれしい。

　彼がニューヨークから帰ってきたら、たくさん甘やかしてあげよう。

　ついついにやけてしまう口元をきゅっと引きしめつつ、私はようやく出勤準備をするのだった。




　――翌年の四月。

　私たちは、以前ひと目で気に入ったあのお台場のチャペルで、結婚式を挙げていた。

　ウェルカムボードの隣には、父が作ってくれたセスナ機の模型。天気は快晴で、チャペルの大きな窓からはやわらかな春の日差しがたっぷり差し込んでいる。

　小柄な私にもピッタリなウエディングドレスは、胸下にリボンがあしらわれたエンパイアライン。顔周りをスッキリ見せてくれるジュリエットキャップベールには淡いピンクの花かんむりを乗せ、ロマンチックな花嫁の装いになった。

　腕を組んだ鷹矢さんは、制服と同じ深い紺色のタキシードに身を包み、しっかりと前を見据えている。

　互いの両親、親戚、仕事仲間や友人たちに見守られ、牧師による聖書の朗読に厳かな気持ちで聞き入っている最中、ふと、窓の向こうに飛行機を見つけた。

　あれは……なんの機体だろう。

　遠いので、大きさがよくわからない。ロゴもよく見えないし――。

　しばらくジッと目を凝らしていると、牧師がゴホンと咳払いした。

　ハッと我に返り、小声で「すみません」と呟く。

　やばい、全然聞いていなかった……結婚式、どこまで進んでいたんだっけ？

　慌てていると、耳元で鷹矢さんが「誓います、だ」と囁いた。

「ちっ、誓います……！」

　明らかに慌てる私の様子に、参列者の方から忍び笑いが漏れる。指輪の交換に移って鷹矢さんと向き合うと、仕方のないヤツだと言わんばかりの微苦笑を向けられた。

　こんな大切な日に、隣の旦那様より飛行機に夢中になるなんて、私の馬鹿……！

　手元では粛々と指輪交換を進めつつ、頭の中で盛大に自分の頭をぽかぽか叩く。

　お互いの左手薬指に結婚指輪を通すと、牧師が誓いのキスを促した。

　鷹矢さんの大きな手に肩を掴まれて、目を閉じる。

　そして唇が触れ合う直前――。

「さっき見えたの、たぶんスカイイーストの国際線」

「えっ？」

「気になってたんだろ。……まったく、こんな時まで妬かせやがって」

　鷹矢さんはそう言って、今度こそ私の唇を塞ぐ。

　少し強めに押しつけられたキスが、私の胸をジンと熱くした。

　数秒間重なった唇がふっと離れていくと、甘い目をした鷹矢さんと視線が絡む。

「お前が飛行機ばっか見てたって、俺が強引に振り向かせて、全力で愛すから。覚悟しろよ、光里」

　皆んなの見ている前でも構わず甘い言葉を吐く彼に、鼓動がドキンと鳴る。

　私も伝えたい。初めて恋の幸せと苦しさ、そして尊さを教えてくれたあなたと、ずっと共に生きていきたいと。

「はい。私も……鷹矢さんのこと、全力の愛で、一生メンテしてあげますね」

　そう言って彼を見つめたら、彼はたまらなくなったように顔を近づけ、あろうことか二度目の誓いのキスをする。正式な流れを無視した行動に頬が熱くなったけれど、参列者からは拍手が湧き上がり、牧師の男性もニコニコ微笑んでくれた。

　窓の外に広がる大空をまた一機、真っ白な飛行機が横切っていく。

　今度はよそ見をしなかった私の瞳は、いつまでもいつまでも、幸せそうに微笑む旦那様を映していた。
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フライト後の幸せな夜




　鷹矢さんと結婚してから、二年の月日が経った秋の午後。

　私は生後六カ月の娘、美み空そらを連れて、空港の展望デッキを訪れた。

　晴れた空には所々にちぎれた雲が浮かんでいて、風も穏やか。このぶんなら、国際線の乗務でクアラルンプールから羽田へ戻ってくる鷹矢さんのフライトも順調だろう。

　フライトでなかなか美空に会えないと鷹矢さんはすぐ【美空の写真を送ってくれ】とせがんでくるから、今日は少しでも早く生の美空に会わせてあげたくて、こうして空港まで母子で迎えに来たのだ。

　鷹矢さんには、展望デッキで待つとメッセージを送ってある。

　私はベビーカーを押して手すりのそばまで行き、タイヤにストッパーをかけると、しゃがんで我が子の顔を覗いた。

「見てごらん、美空。大きな飛行機がいっぱいだね」

　そう語りかけてみるものの、生後半年の美空が飛行機に注目することはなく、むちむちした足を元気にばたつかせながら、自分の拳を舐めるのに夢中だ。

「まだ、興味ないか」

　ふっと苦笑して、手すりの向こうに見える駐機場の飛行機を眺める。

　私は美空を身ごもってすぐの頃に整備の仕事を離れ、産休に入るまで事務仕事をさせてもらった。そして美空を出産し、現在育休中。

　美空が一歳になる頃に、復帰予定となっている。

　復帰にあたっては、不規則な勤務である空港スタッフ向けにスカイイーストが独自で運営している二十四時間体制の保育所に美空を預けることになる。

　病気などのイレギュラーに対応するため、シッターさんも契約するつもりだ。

　けれど、早く航空整備士として復帰したい気持ちと同じくらい、美空と離れたくない思いも強い。子育てと仕事を両立している先輩方は本当にすごいと、自分が子どもを持ってみて改めて思った。

「おい……涼野か？」

　背後から、懐かしい声に呼ばれたので振り返る。

　しかめっ面でこちらを見つめているのは、ジーンズにチェックのネルシャツ姿の最上さん。

　私と目が合うと、相変わらず髭に囲まれた口元を微かに緩ませ歩み寄ってきた。

「なんだ、来るならそう言えよ。皆んな会いたがってるぞ」

「最上さん、お久しぶりです。今日はお仕事は？」

「これから遅番だ。勉強に行き詰まったから息抜きにここへ」

　最上さんはそう言ってから、ベビーカーの美空に視線を落とす。

　私もつられるように美空を見ると、口の周りがよだれでびっしょりだった。

「も～、よだれよだれ」

　ガーゼハンカチを出してしゃがみ、美空の口元を拭う。

「いっぱしの母親やってんじゃねぇか」

「いやいや、ようやく最近慣れてきたところです。飛行機と違って絶対的なマニュアルもないし。そういえば、他の皆さんもお元気ですか？」

　立ち上がり、最上さんの隣に並んで尋ねた。

　運航整備部にはまた後日改めて顔を出そうと思っているけれど、とりあえず皆んなの近況が気になる。

「ああ、まったく変わりない。……でもそうだ、石狩に女ができたぞ」

「えっ！　あの石狩さんに!?」

　驚いて失礼な発言をする私に、最上さんはクスクス笑って頷く。

「ああ。運航整備部の新人で、わりと美人の部類に属するんじゃねえかな」

「もしかして、元レディースの総長だったり？」

「いや、いたって真面目な優等生タイプだ。彼女とふたりでいる時の石狩、めちゃくちゃ無理してカッコつけてるからおもしろいぞ。今度からかってやれ」

「え～っ！　からかうまではしませんけど、こっそり後とかつけたい～！」

　想像しただけでもにやけそうになり、両手で口元を隠しながら最上さんを見上げようとしたその時。

「最上さん……まだうちの妻に未練が？」

　私たちの背後から、地の底から響くような低い声がした。私と最上さんはそろってビクッと肩を震わせ、声のした方を振り返る。

「た、鷹矢さん……！」

「変なことを言うな。雑談してただけだ」

　私たちの後ろに不機嫌そうな顔で立っているのは、パイロットの制服に身を包んだ鷹矢さんだった。昨年機長に昇格した彼の制服には、袖と肩に金のラインが一本増えている。

　元々のカッコよさに威い厳げんと風格まで備わった姿に、惚れ惚れするしかない。

「ならいいですけど、いよいよ独身をこじらせてうちの美空に手を出すようなことがあったらどうなるか……」

「んなわけあるか。じゃ、そろそろ俺は退散するよ。後は家族水入らずでどうぞごゆっくり」

「はい。ありがとうございます」

　背を向けて歩きだす最上さんに頭を下げていたら、鷹矢さんが素早くベビーカーの前に回り込んでしゃがんだ。美空の体を固定していたベルトを外し、小さな体をひょいと抱き上げる。

「美空～！　パパ帰ったぞ～！」

　蕩けるような声を出して美空を抱っこする彼は、さっきまでとまるで別人。

　普段はきりっとしている目尻が下がって、完全に娘を溺愛するパパだ。

「なぁ、なんかまたかわいさ更新してないか？」

「鷹矢さん、毎日それ言ってる」

　結婚生活が長くなるにつれ、彼との会話で敬語を使う機会が減った。どちらかが言い出したわけでもなく、家族になって距離が縮まるうちに自然とそうなった感じだ。

「毎日そう思うんだから仕方ないだろ」

　鷹矢さんはそう言って、美空のまだ髪の薄い頭頂部に鼻先を近づける。赤ちゃん特有の甘い香りがするのだろう。この上なく幸福そうに目を細め、「はぁ……」と息をついた。

「それで、今日はまたどうして制服のままなの？」

「そろそろわかれよ。俺が制服でお前のもとに駆けつけるのはいつも同じ理由だろ」

　美空を見つめる時とは違う、意味深な流し目を向けられてどきりとする。

「えっ……？」

「着替えるより、会いたいと思う気持ちの方が勝った。それだけだ」

　サラッと甘い言葉を口にされ、一瞬にして頬が熱を持つ。鷹矢さんはクスッと笑って私の頬を撫でると、美空をベビーカーに戻した。

「さて。俺の大好物、光里の照れ顔も見られたし、そろそろ着替えてくる」

「だ、大好物って……」

「ま、夜はもっと見せてもらうけどな」

　すれ違いざま、耳に唇が触れるぎりぎりの位置でそう囁かれ、顔だけでなく全身がかぁっと熱くなった。

　結婚生活を送るうちに鷹矢さんのこういう意地悪にも慣れてくるかと思いきや、毎度動揺してしまう。今日は久しぶりの制服姿だったから、なおさらドキドキした。

「……カッコいいねぇ、美空のパパは」

　鷹矢さんが去った後で、悔し紛れのように美空に話しかける。

「あうー」

　先ほどまでは自分の手に夢中だった美空だが、まるで「パパがカッコいいことには同意！」と言いたいかのように、にっこり笑って声を出す。

「ふふっ。ホント、毎日かわいさを更新するんだから」

　ご機嫌の美空と言葉を交わしながら、時々飛行機を見る。

　そうして鷹矢さんを待つ時間は、とても穏やかで幸せだった。




「ほら、美空。パパが拭いてやるからな」

「ありがとう鷹矢さん。皮膚科でもらった保湿剤もお願い」

　帰宅した後は、夫婦でバタバタと美空のお世話だ。お風呂が一番大変なので、夕食より先にお風呂に入れてしまうことにしている。

　美空が生まれたばかりの頃は触れるだけでもおっかなびっくりだった鷹矢さんだが、家にいる日は積極的に育児にかかわってくれるので、今ではすっかり慣れたものだ。

「了解。首とか関節だっけ？」

「うん。その辺がいつも乾燥しやすいの」

　美空を彼に託して、しばしゆっくり浴槽に浸かる。

　少し前までは鷹矢さんが美空とお風呂に入り、私が美空を拭いてあげるスタイルだったけれど、ある日鷹矢さんが思いついたように言った。

『美空を風呂に入れる時の役割、逆の方が光里はゆっくりできるんじゃないか？』

　私も子育ては初めてなので半信半疑だったものの、とりあえず一度試してみることにした。

　すると彼の言った通り、美空をお風呂に入れる側は、体を拭く担当に美空を預けてしまえば後は自由。それに対して、拭く担当は風邪をひかせないように気を配りながら髪までちゃんと拭き、スキンケアをして、おむつと服を着せる作業まである。

　身をもってそれを体験した鷹矢さんは、自分が家にいる時は必ず私をお風呂担当にしてくれるようになった。

『鷹矢さんだってフライトで疲れているのに』

　そう言って遠慮した日もあるのだけれど、彼は頑として受け入れなかった。

『お前は俺のいない間、下手したら二日とか三日とかワンオペで美空を見ているだろう。少しはひとりになった方がいい。風呂上がったらちゃんと髪と体の手入れをして、その後は俺の相手な』

　そんな風に冗談めかしていたのは、たぶん私に気を遣わせないため。彼の優しさに甘えて、今ではお風呂の時間だけ、遠慮なくゆっくりさせてもらうことにしている。

　今日は久々にボディクリームを塗ろうかな。

　ステイ先から帰ってきた日の鷹矢さんは必ずと言っていいほど私を求めるし、私自身、今夜は彼と触れ合いたい。




　夕食とその片付けを終えると、ようやく夫婦でリビングのソファに座れた。

　授乳を終えたばかりの美空は、窓際のベビーベッドでスヤスヤ眠っている。

　テレビはネット動画アプリのホーム画面になっているが、とくに見たいものはない。

　私は勇気を出して、鷹矢さんの手をギュッと握ってみる。鷹矢さんはふっと微笑んで私の手に指を絡めると、口元まで持ち上げてチュッと指先にキスをした。

「いい香りがする」

「バラの香りのボディクリーム、塗ったんです」

「ふうん。……俺を誘うためにか？」

　この上なく色っぽい眼差しで尋ねられ、頬に熱がのぼる。

　答えに詰まっていると、鷹矢さんはじりじり顔を近づけてきて、そっと私に口づけする。

　唇を合わせるだけで、鷹矢さんへの想いが募る。美空を産んでから、彼と甘い時間を過ごす機会はどうしても減ってしまったけれど、それでもふたりきりでいられるこんな時、鷹矢さんは私を今まで通り女として扱ってくれる。

　だから私も素直に胸を高鳴らせ、彼を欲しがることができるのだ。

「そうだよ」

　目を見て、正直な気持ちを告げる。鷹矢さんは一瞬驚いたように目を見開いて、それからクスッと笑う。

「珍しく甘えモードだな。どうした？」

「会えるのが久しぶりっていうのもあるけど」

「けど？」

「……パイロットの制服姿見たのが効いたかも。鷹矢さん、ホントにカッコいいんだもん」

　彼はなにも悪くないのに、つい軽く睨んでしまう。

　鷹矢さんの頬が、わずかながら赤く染まった。かと思うと、お返しのようにジッと睨まれる。

「じゃ、今の俺は魅力半減だな」

「そ、そんなこと言ってない！」

「じゃあ好き？」

「好……っ、こんな言わせ方、ずるい」

　勢いでつい〝好き〟と言いそうになったけれど、なんとなく悔しくなって口を噤む。

　鷹矢さんはちょっぴり残念そうに「引っかからなかったか」と呟くと、私の体をゆっくりソファに横たえ、その上に覆いかぶさる。

「俺は好きだよ。光里」

　愛おしげに目を細めた彼が、甘く囁く。ドキン、と胸が鳴って、体が熱くなる。

　やっぱり、鷹矢さんはずるい。私の心をさらったまま、絶対に返してくれないんだから。

「私だって、好き。制服姿の鷹矢さんも……裸の鷹矢さんも」

　そう言って、両手で彼の顔を引き寄せ、自分からキスをする。唇を離すと、鷹矢さんは困ったようにため息を吐き、それからこつんとお互いの額を合わせた。

「バラの甘い香りのする妻にそんなに潤んだ目で見つめられて、裸が好きなんて言われて……優しく抱ける男はいないぞ」

　鋭く瞳を細めて肩で呼吸をする彼は、獲物を前にして空腹をこらえた、獣のよう。

　そのまま私の喉元に噛み付くかのように首筋に唇を這わせた彼は、服の裾から急くように手を入れて、私の体を弄る。

「あっ……」

　声を出すと、美空が起きてしまう。そう思ってとっさに口元を手で覆う。

　けれど、その反応を見ていた鷹矢さんは意地悪く片側の口角を上げ、耳元で吐息交じりに囁いた。

「煽ったのはお前だ。どこまで声を我慢できるか知らないが、気絶するほど愛してやるよ」

　ぞくりと背筋を甘い予感が駆け抜け、降り注ぐキスに、鷹矢さんの愛に溺れていく。

　そうして私たちはソファの上で声を殺し、美空がまたお腹を空かせるまでの束の間、甘く密やかな夫婦の時間に酔いしれた。
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あとがき




　突然ですが、問題です。

　今作を書くにあたり、私が最も力を入れたのは次の選択肢の内どれでしょうか。

　ちなみにちょっぴりネタバレがあるので、本文を読み終えてから挑戦することをお勧めします。

一、冒頭のキスシーン

二、光里父が娘に嫌われ呆然とする不憫な姿

三、高城翔子をどれだけ高飛車に書けるか

四、四十路最上の告白

五、初めて光里と鷹矢が結ばれる甘々シーン

　正解は……ダララララララ、ダン！　四の『四十路最上の告白』です！

　意外かもしれませんが私、最上が本当にお気に入りのキャラでして……。

　原稿を書いている最中もですが、編集作業で読み直している時も、彼の告白シーンに差しかかると毎度胸がギュインギュインしておりました。

　番外編でも彼にはお相手ができていませんが（石狩にすら春がやってきたのに……）、最上には、久しぶりに恋というものを思い出させてくれた光里への想い（もちろん、あきらめはついているのですが）を大切に持ってもらいつつ、飛行機が恋人という姿勢を死ぬまで貫いてほしい――という作者のエゴを押しつけまくった結果、彼は生涯独身という設定になりました。

　他のキャラたちも、もちろん愛を持って大切に書きましたので、皆様にもお気に入りの子を見つけていただけたら幸いです！




　最後になりますが、原作では張り倒したくなるほど俺様だった鷹矢を、ベリーズらしい大人ヒーローに変身させるお手伝いをしてくださった篠原様、馬場様、爽やかさ満点の表紙イラストをご担当くださった三尾様、この本の制作に関わってくださったすべての方々に厚く御礼申し上げます。

　いつも支えてくださる読者の皆様にも、感謝の気持ちでいっぱいです。いつかまた、新刊と共に皆様にくだらないクイズを出せる日が来ますように……。
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